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安全上の重要事項
製品の運転操作、保守整備、修理時に発生する事故の多くは、基本的なルールや注意事項を守らな
かったことが原因となっています。事故の多くは、事前に危険な状態を確認することによって、未然
に防ぐことができます。作業者は事前に危険な状況に対し警戒しなければなりません。作業を適切に
行うためには、必要な訓練を受け、技能を身に付け、また適切な工具を使用する必要があります。

不適切な製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理を行うことは危険であり、その結果、重傷事故や死
亡事故を起こすおそれがあります。

本製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理に関する情報を熟読して理解するまでは、それらの作
業を行わないでください。

本取扱説明書および製品には、安全に関する注意事項および警告が記されています。これらに留意し
ないと，作業者自身または周囲の人たちが重傷事故や死亡事故を起こすおそれがあります。

危険に対しては、“警戒マーク”で表示されており、それに続いて“危険”、“警戒”“注意”の“標識”で表示し
ています。 警戒マークの“警告”ラベルを次に示します。

この警告記号は、次のような意味を表しています。

注意！ 危険防止！ あなたの安全に関わります。

この警告の下に表示されるメッセージは該当する危険について説明するもので、文字または図
で表されます。

製品を損傷するおそれのある運転操作については、製品上および本書内で“注記”ラベルにより明示され
る箇所にリストアップされています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

Perkins社では、すべての危険な状況を完全に予測することはできません。従って、本書および製品
に添付したラベルに記載されている警告内容は、必ずしもすべての状況を想定しているわけではあり
ません。作業場所特有の規則や諸注意等、その使用場所で本製品を運転する際に適用されるすべて
の安全上の規則や諸注意に関して考慮したと確信できない場合は、本書の記載と異なる方法で本製
品を使用しないでください。Perkins社で推奨していない工具、手順、作業方法、操作技術を使
用する場合は、それが作業者自身および他の人々に対する安全を自らの責任で確認する必要があり
ます。 また、実施する運転操作、潤滑、保守整備、修理により、本製品が損傷したり、または安
全性が損なわれたりしないことも、確認する必要があります。

本書の説明、仕様およびイラストは、本書を作成した時点での最新情報に基づいています。これら
の仕様、締付けトルク、作動圧、測定値、調整値、イラストなどは予告なく変更されることがあり
ます。 また変更された内容によっては、整備作業に影響を与えることがあります。 作業を始める
ときは必ず、最新情報を確認し充分に内容を理解してから実施してください。 最新情報はPerkins
特約販売店で入手できます。

本製品に交換部品が必要になった場合は、Perkins
では、Perkins 製の部品またはそれに相当する仕様（寸
法、タイプ、強度、材質をいいますが、これに限
定されません）の部品を使用することを推奨して
います。

この警告を守らないと、早期故障、製品の損傷、
重傷事故または死亡事故を起こすおそれがありま
す。

米国では、排ガス規制装置や排ガス規制システムの保守整備、交換、または修理を、修理業者または
所有者が選定した個人が実施する場合があります。
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はははじじじめめめににに

本書に関する情報
本書は、安全、運転操作、潤滑、保守整備で構
成されています。本書は、資料フォルダに入れ
エンジン･エリア内かその近辺、または資料収
納場所に保管してください。本書をよく読み理
解し、資料およびエンジン情報と共に保管して
ください。

英語はCat 社が発行するあらゆる文書の第一言
語です。翻訳および電子メディアによる納品の
一貫性を助長するために英語が使われていま
す。

本書に記載されている写真およびイラストの一
部が、ご使用のエンジンとは多少異なる詳細や
作業装置の場合があります。またガードまたは
カバーは、説明の都合上取り外した状態の場合
もあります。製品改良および向上のため常に設
計変更を行っております。そのため、ご使用の
エンジンは本書の記載と異なる場合がありま
す。ご使用のエンジンまたは本書に関する最新
情報のご質問は、Perkins社特約代理店にお問い合
わせください。

安全編
本編では、安全に関する基本的な注意事項を説
明しています。さらに、本編では危険で警告を
要する状況を特定しています。本編の基本的な
注意事項をよく読み理解してから本製品の運転
操作、潤滑、保守整備および修理を実施してく
ださい。

運転操作編
本編で説明されている運転操作は基本的なもの
です。それらは、エンジンをより効果的かつ経
済的に運転するのに必要な熟練度および技能を
習得するのに役立ちます。エンジンおよび性能
に対する理解度が高くなるにつれてオペレータ
の熟練度および技能は向上します。

本編はオペレータが参照するためのものです。
写真およびイラストにより、作業装置の点検、
始動、運転操作、停止について適切な手順で行
えるよう説明しています。また電子診断に関す
る説明も記載されています。

保守整備編
本編には、エンジンの保守整備方法を説明して
います。イラストによるステップごとの指示が
サービス･アワー･メータごとおよび（または）
暦日での保守整備計画にまとめてあります。保
守整備間隔表の項目は、下記の詳細指示をご参
照ください。

保守整備間隔はサービス･アワー･メータで決定
します。暦日による間隔（毎日、毎週、毎月
等）の方がより便利で、サービス･アワー･メー
タの指示値とほぼ一致する場合は、サービス時
間メータ間隔のかわりに使用できます。

サービス･アワー･メータ間隔で常に推奨保守整
備を実施してください。実際のエンジン運転環
境も保守整備計画に影響を与えます。従って、
極度に過酷でホコリや湿気が多い、または凍結
の起こる寒冷環境では、特定の保守整備計画よ
りも頻繁に潤滑および保守整備を行う必要があ
る場合もあります。

保守整備計画の項目は、予防保守整備管理プロ
グラムとして体系化されています。このプログ
ラムを実施した場合は定期チューンナップは不
要となります。予防保守整備管理プログラムを
実施することにより、予定外のダウンタイム
(不稼働時間)または故障の減少の結果、そのコ
ストを回避することにより運転経費を最小限に
することができます。

保守整備間隔
各項目の保守整備は最初の保守整備間隔の倍数
で実施してください。各レベルまたは（およ
び）各レベルの個々の項目は、実際の保守整備
実施状況、運転、用途などにより繰り上げた
り、遅らせたりしてください。保守整備計画を
忘れないため、コピーを取りエンジン近くに掲
示しておくことを推奨します。また保守整備記
録もエンジンの永久保存記録の一部として保管
しておくことを推奨します。

一般に受け入れられている保守整備および修理
に関する証明書の情報は、取扱説明書保守整備
記録Perkins社特約代理店では、お客様の運転操作
環境のニーズに合わせた保守整備計画の調整を
お手伝いします。

オーバーホール
メジャー･エンジン･オーバーホールの詳細は、
実施間隔およびその際に行う保守整備項目を除
き取扱説明書には記載されておりません。大
規模な修理については、整備担当者またはPerkins
社特約代理店に任せるのが最善です。Perkins社特
約代理店では、オーバホール･プログラムに関
して多様なオプションを提供しています。重度
のエンジン故障が起きた場合でも、Perkins社特約
代理店では、故障後オーバーホール･オプショ
ンも数多く提供しています。これらのオプショ
ンについては、Perkins社特約代理店にお
問い合わせください。

カリフォルニア州提案65による警告
カリフォルニア州 では、ディーゼル･エンジン
の有害排出ガスおよびその成分の一部が癌、先
天的欠損症、その他生殖障害の原因になると見
なされています。
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バッテリ･ポスト、端子、関連部品には鉛や鉛
の化合物が含まれています。取取扱扱いい後後はは手手をを
洗洗っっててくくだだささいい。。
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警警警告告告ラララベベベルルル

エンジンには固有の警告ラベルがいくつか貼り
付けられている場合があります。 この項では，
警告ラベルの取付け位置と具体的な内容を解説
します。警告ラベルの内容はすべて把握してお
いてください。

警告ラベルの内容は，すべて読取り可能な状態
であることを確かめます。説明の文面や図が読
み取れない場合は，警告ラベルを清掃するか交
換してください。警告ラベルの清掃には，布，
水，石鹸を使用します。有機溶剤、ガソリン、
または刺激の強い化学薬品は使わないでくださ
い。溶剤，ガソリン，化学薬品は，警告ラベル
を貼り付けている粘着剤を弱める場合がありま
す。粘着剤が劣化した警告ラベルは，エンジン
から剥がれ落ちるおそれがあります。

警告ラベルが破損または欠落した場合は，新し
いものを貼り付けてください。警告ラベルが貼
られているエンジン部品を交換する場合は，交
換部品に新しい警告ラベルを貼り付けてくださ
い。新しい警告ラベルは，Perkins ディーラま
たは代理店から入手できます。

（1）汎用警告

取取取扱扱扱説説説明明明書書書ののの説説説明明明ととと警警警告告告ををを熟熟熟読読読ししし理理理解解解しししたたた上上上ででで、、、
こここののの装装装置置置ののの運運運転転転操操操作作作あああるるるいいいははは作作作業業業ををを実実実施施施しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。上上上記記記ののの指指指示示示ややや警警警告告告事事事項項項ををを守守守らららななないいいととと、、、重重重傷傷傷
事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

図

1

g01154807

代表例

汎用警告ラベル(1)は，バルブ機構カバーベー
スの両側に配置されています。図1をご参照く
ださい。
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図

2

g01268960

(1) 汎用警告

（2）手の接触（高圧）

高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。
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図

3

g01426636

(2) 手の接触（高圧） (3) エーテル

図

4

g01154858

代表例

手の接触（高圧）警告ラベル(2)は，フュエル
マニホールドの上部に配置されています。図4
をご参照ください。

（3）エーテル

エエーーテテルルななどどののエエアアゾゾーールル･･タタイイププのの始始動動補補助助剤剤をを
使使用用ししなないいででくくだだささいい。。 爆爆発発事事故故ままたたはは人人身身事事故故
をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

図

5

g01154809

代表例
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エーテル警告ラベル(3)は，インレットマニ
ホールドのカバー上に配置されています。図4
をご参照ください。

注注注記記記:::ラベルの配置場所は，エンジンの用途によっ
て異なります。

i05156944

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般事事事項項項

図

6

g00104545

車両の整備または修理を行う際は，事前に “運
転禁止”などの警告タグを始動スイッチまたは
コントロールに取り付けておくこと。

図

7

g00702020

必要に応じて硬質素材製ヘルメット、保護メガ
ネ、および他の保護具を着用してください。

エンジンのコントロール装置や他の部分に引っ
掛かる恐れがあるだぶついた衣服やアクセサリ
は、着用しないでください。

すべての保護ガードおよびカバーが，エンジン
上に正しく固定されていることを確認する。

エンジン上には異物が無いようにする。デッ
キ、通路、階段上にある、ごみ、オイル、ツー
ル、その他の物は取り除いてください。

保守整備用の液体類は、ガラス製容器に絶対入
れないでください。液体類はすべて適切な容器
に抜き取ってください。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

洗浄溶液はすべて慎重に扱ってください。

必要な修理はすべて報告してください。

無許可の人を車両に乗せないでください。　

バスバーおよびグロープラグを扱う場合は，事
前に必ず電源供給を切り離しておく。

エンジンの整備は，装置類を整備位置にした状
態で行う。装置類を整備位置にする手順につい
ては，OEM情報を参照。

清掃用圧縮空気と加圧水
加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散す
る恐れがあります。これは重傷事故につながる
危険性があります。

加圧された空気や水が人体に直接吹きかけられ
ると，傷害の原因となる場合がある。

加圧された空気や水を清掃に使用する場合は，
防護服，保護靴および眼の保護具を着用する。
目の保護具には、ゴーグルや保護フェース･
シールドがあります。

清掃用の最大空気圧は、205 kPa (（30 psi）)
より低くなくてはなりません。清掃目的の最高
水圧は、275 kPa (（40 psi）)未満でなければ
なりません。

液体の貫通
エンジンを停止した後も、暫くの間は油圧回路
に圧力が残っていることがあります。圧力が正
しく解放されないと、その圧力で油圧オイルや
部品が急激に飛び出たり、パイプ･プラグ等が
急に外れたりする恐れがあります。

油圧コンポーネントは、圧力が解放されるまで
取り外さないでください。さもないと人身事故
を起こす恐れがあります。油圧コンポーネント
または部品は、圧力が解放されるまで分解しな
いでください。さもないと人身事故を起こす恐
れがあります。油圧の解放に必要な手順につい
ては、OEM情報を参照してください。
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図

8

g00687600

漏れの有無を点検するときは、必ずボードまた
は段ボールを使用してください。 加圧された状
態で漏れ出た液体は人体を貫通することがあり
ます。液体が皮膚を貫通すると、重傷事故また
は死亡事故を起こす恐れがあります。ピンホー
ルほどの大きさの漏れでも重傷に至る可能性が
あります。液体が肌を貫通した場合は、速やか
に処置を行います。この種の負傷事故に詳しい
専門医の診察を受けてください。

内部液体の漏出
エンジンの点検、保守整備、試験、調整、修理
作業中に液体類は必ず回収するよう配慮してく
ださい。コンパートメントを開いたりコンポー
ネントを分解する際には，液体類の回収に適し
た容器を事前に用意しておく。

• ツールおよび器具は，液体類の回収に適したもの
のみを使用する。

• ツールおよび器具は，液体類の格納に適したもの
のみを使用する。

液体類の処分は、現地の法規制に従ってくださ
い。

i05401136

やややけけけどどどののの防防防止止止

作動しているエンジンのいかなる部品にも触れ
ないこと。エンジンのメンテナンスを行う前
に，エンジンを冷ましておきます。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。

エアシステム，ハイドロリックシステム，潤滑
システム，クーリングシステムの圧力を解放し
てからライン，フィッティング，関連部品を切
り離します。

冷却水
エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラ
ントは高温である。このクーラントには圧力も
かかっている。ラジエータおよびヒータまたは
エンジンに連結するすべてのラインには高温の
クーラントが含まれている。

高温のクーラントまたは蒸気に触れると重度の
火傷をする恐れがある。冷却系統構成部品の温
度を下げてから，冷却水を排出すること。

エンジンを停止し，冷ました後でクーラントレ
ベルの点検を行います。

フィラキャップは冷えてから取り外す。フィラ
キャップの温度は素手で触れられるほどに冷え
た温度にする必要がある。フィラキャップを
ゆっくりと取り外して，内部の圧を解放する。

冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれ
ている。アルカリ性の物質は，人身事故の原因
となる場合があります。アルカリ性の溶液が
肌，目または口に触れないようにすること。

オイル
高温のオイルや高温の潤滑コンポーネントは，
人身事故の原因となる場合があります。高温の
オイルが身体に触れないようにする。また，高
温のコンポーネントも身体に触れないようにす
る。

バッテリ
バッテリ電解液は酸性である。電解液は，人身
事故の原因となる場合があります。電解液が皮
膚や目に触れないようにしてください。バッテ
リの整備をする場合，必ず安全眼鏡を着用する
こと。バッテリやコネクタに触れた後は手を洗
浄してください。 手袋の着用を推奨する。

10 SJBU8172
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火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの防防防止止止

図

9

g00704000

すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添
加剤を含むクーラントは可燃性である。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部
品の上にこぼれると火災が起きる恐れがある。
火災により，重大事故および器材の損傷が生じ
る恐れがある。

非常停止ボタンを押した場合は，エンジンカ
バーを開ける前に必ず15分間待機してくださ
い。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込
まれる環境で，エンジンが運転されるかどうか
を確認します。これらのガスは，エンジンの過
回転を起こす恐れがあります。人身事故，物損
事故，またはエンジンの損傷につながる可能性
があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，
適切な防護機器の詳細について，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性
物質や導電性材料は，すべてエンジンから取り
除いておきます。引火性の高い可燃性物質や導
電性材料は，エンジンに堆積しないようにしま
す。

燃料や潤滑油は，適正な表記がされた容器に入
れ，部外者が立ち入れない区域に保管してくだ
さい。オイルの付いた破片および可燃物は安全
な容器に保管する。可燃性の物質を保管してい
る場所では煙草を吸わないこと。

エンジンを炎にさらさないでください。

排気シールド（装着の場合）は，ライン，
チューブ，またはシールに不具合があった場合
に，オイルや燃料スプレーから高温の排気コン
ポーネントを保護します。エキゾーストシール
ドは正しく取り付ける必要がある。

可燃液体を含むラインやタンクは，溶接を行わ
ないでください。 可燃液体を含むラインまたは
タンクをガス切断しないこと。これらのライン
またはタンクの溶接または切断を行う場合は，
事前に不燃性の溶剤で十分に洗浄する。

配線は，適切な状態で維持してください。すべ
ての電気配線は，適切な位置に取り回し，確実
に接続されていることを確認します。電気配線
を毎日点検する。 配線に緩みや擦り切れがある
場合は，エンジン運転前にすべて修理します。
すべての電気配線接続部は清浄にし，しっかり
と固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべ
て取り除いておきます。推奨ゲージよりも細い
ワイヤやケーブルは使用しないでください。
ヒューズやサーキットブレーカをバイパスしな
いでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になり
ます。接続部の固定，推奨される配線の使用，
バッテリケーブルの適正な維持は，アーク放電
や火花の発生防止に寄与します。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エンジンフュエルラインのサービスまたは修理
を行う場合は，事前にエンジンを停止させて60
秒間待機し，高圧フュエルラインから燃料圧力
を解放させておきます。

エンジンが停止していることを確認します。す
べてのラインおよびホースに摩耗または劣化が
ないか点検する。 すべてのホースは，適切な位
置に取り回します。ラインとホースには，適正
なサポートおよび固定用のクランプを取り付け
る必要があります。

オイルフィルタおよびフュエルフィルタを適切
に取り付けます。 フィルタハウジングは適正な
トルクで締め付ける必要があります。詳細につ
いては，分解および組立マニュアルを参照して
ください。

SJBU8172 11
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エンジンへの給油は，慎重に行ってください。
エンジン給油中に喫煙しないでください。裸火
またはスパークの近くで，エンジンに給油しな
いでください。必ずエンジンを停止してから給
油をする。

図

11

g02298225

バッテリからは可燃性のガスが生じており，火
気を近づけると爆発する恐れがある。バッテリ
の上部に直火またはスパークを近づけないこ
と。バッテリを充電する場所で煙草を吸わない
こと。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充
電量を点検しないこと。電圧計または比重計を
使用する。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因
になり，人身事故を起こす恐れがあります。詳
細については，本書の運転操作編を参照するこ
と。

凍結したバッテリを充電しないでください。凍
結したバッテリを充電すると，爆発する恐れが
あります。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくだ
さい。カバー（装着の場合）は，セルの上にか
ぶせておく必要があります。エンジンを運転す
る場合は，推奨のケーブル，接続部，バッテリ
ボックスカバーを使用します。

消火器
消火器が使用できる状態にあることを確かめ
る。消火器の使い方に習熟する。消火器の点
検および整備を定期的に実施する。消火器の取
扱説明プレートに記載の推奨事項に従う。

配管、チューブおよびホース
高圧ラインを曲げないでください。高圧ライン
を叩かないでください。損傷したラインは取り
付けないでください。

漏れによって火災が生じる恐れがある。交換部
品については，Perkins ディーラまたはPerkins
の代理店にお問い合わせください。

次の状況のいずれかが生じている場合，それら
の部品を交換する。

• 高圧フュエルラインが外れている。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部が折れ曲がっている。

• アウタカバーに異物の埋没。

• エンドフィッティングの外れ。

振動，他の部品との摩擦，および過度の高熱を
防止するために，クランプ，ガード，ヒート
シールドが適切に取り付けられていることを確
認してください。
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i02657887

けけけがががののの防防防止止止

構成部品の下で作業を行うときは、その構成部
品を適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転
中に絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかな
いでください。保守整備を実施するまで、ガー
ドを所定の位置に取り付けたままにしてくださ
い。保守整備実施後は、元の位置にガードを取
り付けてください。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくだ
さい。回転するファンの羽根によって物が飛散
したり、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保
護メガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐
れがあります。対象物を叩く前に、飛散する破
片によって負傷事故が起こらないことを確かめ
てください。

i05401139

エエエンンンジジジンンンへへへののの登登登りりり降降降りりり

エンジンに登る際は，事前にステップ，手す
り，作業エリアを点検します。それらの部位は
清浄な状態に保ち，適切な修理を施しておく必
要があります。

エンジンへの登り降りは，必ずステップや手す
りのある側から行ってください。 エンジンによ
じ登ったり，エンジンから飛び降りたりしない
でください。

エンジンへの登り降りを行う場合は，エンジン
に対面する姿勢で行います。ステップおよび手
すりを使用する場合は，3個所で身体を支える
こと。両足と片手，または片足と両手を用いて
保持するようにします。コントロール装置を手
すりの代わりに使用しないでください。

体重を支えることのできないコンポーネントの
上には立たないでください。適切なラダーまた
は作業台を使用します。装置が動かないように
登降機材をしっかり固定します。

エンジンに登り降りする際は，ツールや備品を
手に持たないでください。ツールや資材を上げ
下げするときはハンドラインを使用します。

i03297514

高高高圧圧圧燃燃燃料料料配配配管管管

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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(1) 高圧配管
(2) 高圧配管

(3) 高圧配管
(4) 高圧配管

(5) 高圧燃料マニホールド（レール）
(6) 高圧配管

これらの高圧配管は、高圧燃料ポンプと高圧燃
料マニホールドとの間、燃料マニホールドとシ
リンダ･ヘッドの間をつなぐ燃料配管です。こ
れらの燃料配管は、他の燃料系統の燃料配管と
は異なります。

この違いは次の理由に起因しています。

• 高圧燃料配管は、常に高圧状態にあります。

• 高圧燃料配管の内部圧力は、燃料系統の他の配管
よりも高くなっています。

• 高圧燃料配管は、成形されたあと特殊加工によっ
て強化されています。

高圧燃料配管を踏まないようにしてください。
高圧燃料配管を歪めないようにしてください。
高圧燃料配管を曲げたり叩いたりしないでくだ
さい。高圧燃料配管が変形したり損傷したりす
ると、強度の低い箇所ができ、故障の原因にな
ります。

高圧燃料配管の点検は、エンジンや始動モータ
の運転中に行わないでください。エンジンが停
止したら、エンジンの燃料配管の整備や修理を
行う前に60秒間待ち、燃料の圧力が解放される
ようにしてください。

燃料系統から空気を抜くために高圧燃料配管を
ゆるめることはしないでください。この手順は
必要ありません。

エンジンを始動する前に高圧燃料配管を目視点
検してください。 この点検は、毎日実施する必
要があります。

運転中のエンジンを点検する場合は、液体によ
る貫通事故を防止するため、必ず正しい手順に
従ってください。 本取扱説明書安全に関する一
般事項を参照してください。

14 SJBU8172
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• 次の状態がみられないか高圧燃料配管を点検して
ください。 損傷、変形、傷、切れ目、折れ目、
またはへこみ。

• 燃料漏れがある場合は、エンジンを運転しないで
ください。 漏れがある場合、漏れを止めるため
に接続部を締め付けないでください。 接続部
は、推奨値を超えるトルクで締め付けないでくだ
さい。 分解および組立説明書燃料噴射配管－取
付けを参照してください。

• 高圧燃料配管が適正トルクで取り付けられている
にもかかわらず高圧燃料配管に漏れがある場合
は、その高圧燃料配管を交換してください。

• 高圧燃料配管のクリップがすべて所定の位置にあ
ることを確認してください。 クリップが損傷し
ている、紛失している、またはゆるんでいる場合
は、エンジンを運転しないでください。

• 高圧燃料配管には、他の部品を取り付けないでく
ださい。

• 高圧燃料配管がゆるんでいる場合は、交換してく
ださい。 また、高圧燃料配管を取り外した場合
は、交換してください。 分解および組立説明書
燃料噴射配管－取付けを参照してください。

i05156916

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

新しいエンジンを初めて始動するときや，整備
後や修理後のエンジンを始動するときは，オー
バースピードの発生に備えてエンジンシャット
ダウンの準備をしておく。この操作は，エンジ
ンへの燃料供給か空気供給を遮断することで実
施できる。

電子制御式エンジンの場合，オーバースピード
時のシャットダウンは自動で実行される。自動
シャットダウン機能が作動しない場合は，非常
停止ボタンを押すとエンジンへの燃料と空気の
供給が停止される。

潜在的な危険がないかエンジンを点検してくだ
さい。

エンジンを始動する前に、エンジンの上、下、
近くに誰もいないことを確かめてください。付
近に人がいないことを確認してください。

エンジン用照明装置がある場合、それが使用目
的に合致しているか確かめてください。ライト
が装備されている場合，すべて正常に作動する
か確かめる。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は、保護ガードと保護カバーを
すべて取り付けてください。回転部品によって
事故が発生しないように、その回転部品の周囲
では慎重な作業を心がけてください。

自動シャットオフ回路はバイパスさせないでく
ださい。自動シャットオフ回路を無効にしない
でください。この回路は人身事故を防止するた
めに装備されているものです。また、この回路
はエンジンの損傷を防止するためのものでもあ
ります。

修理および調整については、整備解説書を参照
してください。

i05401106

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロー
ルに取り付けられている場合は，エンジンの始
動やコントロールの移動を行わないでくださ
い。エンジンの始動は，警告タグを取り付けた
担当者に確認してから行ってください。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は，保護ガードと保護カバーを
すべて取り付ける必要があります。回転部品に
よって事故が発生しないように，回転部品の周
囲では慎重に作業してください。

エンジンの始動は，オペレータルームからの操
作またはエンジン始動スイッチを用いて行いま
す。

エンジンの始動は必ず取扱説明書エンジンの始
動（運転操作編）の手順に従ってください。正
しい手順を知ることは，エンジンコンポーネン
トの大きな損傷を未然に防ぐのに役立ちます。
正しい手順の知識は，人身事故の防止にも役立
ちます。

ジャケットウォータヒータ（装着の場合）およ
び潤滑油ヒータ（装着の場合）が正常に作動し
ていることを確認するため，ヒータ作動中の水
温計および油温計を点検します。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含
まれています。必ずエンジンを換気の良い場所
で始動し運転すること。エンジンを閉め切った
場所で始動させる場合，エンジンからの排気ガ
スを外部へ排出するようにします。

SJBU8172 15
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注注注記記記:::エンジンには寒冷始動装置が装備されていま
す。 エンジンを極寒条件下で運用する場合は，追加
の寒冷始動補助装置が必要になることがあります。
エンジンには通常，運用する地域に適した始動補助
装置の装備が行われます。

これらのエンジンには，個々のシリンダにグ
ロープラグ始動補助装置が装備されており，吸
気を加熱して始動しやすくします。

i05156890

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジンのオーバーヒートと構成部品の摩耗進
行を防止するために，取扱説明書Engine
Stopping (Operation Section)にある手順に
従ってエンジンを停止する。

非常停止ボタン（装着している場合）は、非常
時のみ使用してください。通常のエンジン停止
に非常停止ボタンを使用しないでください。非
常停止後は、非常停止の原因が解決されるまで
はエンジンを始動しないでください。

新品またはオーバーホール後のエンジンを初め
て始動する際にオーバースピードが発生した場
合は，エンジンを停止すること。

電子制御式のエンジンを停止させるには，エン
ジンへの電源供給および/またはエア供給を止
める。

i02570709

電電電気気気系系系統統統

充電ユニットの作動中は、充電ユニット回路ま
たはバッテリ回路ケーブルを絶対にバッテリか
ら外さないでください。バッテリから発生する
可燃性ガスが火花によって引火する恐れがあり
ます。

バッテリから発生する可燃性ガスに火花が引火
しないように、ジャンパ･スタート･ケーブル
“−”側を、外部電源から始動モータ “−”端子に、
最後に接続してください。始動モータに “−”端
子がない場合は、ジャンパ･スタート･ケーブル
をエンジン･ブロックに接続してください.

電気配線にゆるみや擦り切れが生じていないか
毎日点検してください。エンジンを始動する前
に、電気接続部をすべて締め付けてください。
エンジンを運転する前に、擦り切れた電気配線
をすべて修理してください。始動に関する具体
的な指示事項については、本取扱説明書の項を
ご参照ください。

接地要領

図

13

g01162916

代表例

(1) 始動モータからエンジン・ブロックへ
(2) 接地から始動モータへ
(3) 接地からバッテリへ

図

14

g01162918

代表例

(4) 接地からエンジンへ
(5) 接地からバッテリへ

16 SJBU8172
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最高のエンジン性能と信頼性を発揮するために
は、エンジンの電気系統の適切な接地が不可欠
です。接地が不適切な場合、電気回路の経路が
制御されず、信頼性が損なわれます。

電気回路の経路が制御されない状態になると、
クランクシャフト･ベアリング･ジャーナル面、
アルミ部品が損傷することがあります。

エンジンからフレームへの接地ストラップが装
備されていないエンジンでは、電気放電によっ
て損傷が起きる恐れがあります。

エンジンおよびエンジンの電気系統を正しく作
動させるため、バッテリへ直接接続されてい
る、エンジンからフレームへの接地ストラップ
を使用してください。この接続は、エンジンの
接地からフレームに直接行ってもかまいませ
ん。

接地の接続部は確実に接続され、腐食していな
いようにしてください。エンジンのオルタネー
タは、全充電電流を流すのに十分な導線でバッ
テリのマイナス “-”端子に接地してください。

エンジンの電子機器の電源および接地は、必ず
バッテリのアイソレータから接続してくださ
い。

i05401115

エエエンンンジジジンンン電電電子子子機機機器器器

電電電子子子制制制御御御シシシススステテテムムムののの装装装置置置やややOOOEEEMMMののの配配配線線線装装装置置置ををを改改改造造造
すすするるるここことととははは危危危険険険でででああありりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事
故故故、、、あああるるるいいいはははエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

感感感電電電ののの危危危険険険がががああありりりままますすす。。。 電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッットトト･･･イイインンン
ジジジェェェクククタタタははは、、、交交交流流流電電電力力力ををを使使使用用用しししててていいいままますすす。。。 EEECCCMMMににに
よよよりりり電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッットトト･･･イイインンンジジジェェェクククタタタににに電電電力力力ががが送送送ららら
れれれままますすす。。。 エエエンンンジジジンンンののの作作作動動動中中中ににに、、、電電電子子子制制制御御御ユユユニニニッッッ
トトト･･･イイインンンジジジェェェクククタタタ用用用のののハハハーーーネネネススス･･･コココネネネクククタタタににに触触触れれれななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここののの指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故
まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

このエンジンは，総合的かつプログラム可能な
エンジンモニタリングシステムを備えていま
す。エレクトロニックコントロールモジュール
（ECM，Electronic Control Module）には，エ
ンジンの運転状態をモニタする機能がありま
す。エンジンのパラメータが許容範囲を超えて
いる場合は，直ちにECMが動作を開始します。

エンジンモニタリングシステムには次の機能が
備わっています。

• 警告

• ディレート（エンジン出力低下機能）

• シャットダウン

次のモニタ対象エンジンの運転状況により，エ
ンジンスピードおよび/またはエンジン出力を
制限できます。

• エンジンクーラント温度

• エンジンオイル圧力

• エンジンスピード/タイミング

• インテークマニホールド空気温度

エンジンモニタリングパッケージは，各種のエ
ンジンモデルおよびエンジンの用途により異な
ることがあります。ただし，モニタリングシス
テムおよびエンジンモニタリング制御について
は，すべてのエンジンで類似しています。

注注注記記記:::Perkins 製エンジン に利用できるエンジンコ
ントロールシステムおよびディスプレイモジュール
の多くは，エンジンモニタリングシステムと同調し
て作動します。 特定のエンジン用途では，2つの制
御装置が同時にエンジンモニタリング機能を提供し
ます。 エンジンモニタリングシステムの詳細につい
ては，トラブルシューティングを参照してくださ
い。

SJBU8172 17
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製品情報編

機種外観
i05401121

機機機種種種外外外観観観図図図

次のモデル図は，エンジンの代表的な機能を示
しています。各アプリケーションの違いによ
り、お客様のエンジンはこれらのイラストと外
観が異なる場合があります。

図

15

g01425089

1104D NJ エンジンには，ターボチャージャおよびアフタクーラが装備されています。

18 SJBU8172
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図
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g01428165

1104D NH エンジンには，ターボチャージャが装備されています。

エンジンの左前面図

(1) フロントリフチングアイ
(2) ウォータアウトレット
(3) リアリフティングアイ
(4) フュエルマニホールド（レール）
(5) エレクトロニック・コントロール・モ

ジュール

(6) セカンダリフュエルフィルタ
(7) ウォータポンプ
(8) オイルフィラ
(9) オイルゲージ
(10) オイルサンプリングバルブ

(11) オイルフィルタ
(12) クランクシャフトプーリ
(13) ドライブベルト
(14) ベルトテンショナ

SJBU8172 19
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図
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g01428176

エンジン右後方図

(15) オルタネータ
(16) 排気マニホールド
(17) ターボチャージャ
(18) ウェイストゲートソレノイド

(19) ドレーンプラグまたはクーラントサン
プリングバルブ

(20) スターチングモータ
(21) オイルドレーンプラグ

(22) プライマリフュエルフィルタ
(23) 手動フュエルプライミングポンプ
(24) フライホイール
(25) フライホイールハウジング

注注注記記記:::プライマリフュエルフィルタは，エンジンか
ら取り外されている場合があります。

i05401124

エエエンンンジジジンンンののの説説説明明明

1104電子制御エンジンモデルNHおよびNJ は，車
両および産業用移動式機器で使用するために
設計されています。エンジンの吸気については
次の方式が用意されています。

• 過給式

• アフタクーラ付きターボチャージャ式

• 直列4気筒

エンジンの仕様
注注注記記記:::エンジンのフロントエンドとはエンジンのフ
ライホイールエンドと反対の側である。 エンジンの
左側と右側は，フライホイール側から見た方向で
す。 No.1シリンダは、フロントのシリンダです。

排排排出出出ガガガスススコココンンントトトロロローーールルルシシシススステテテムムム

NH - 直接ディーゼル噴射，ターボチャージャ，
エンジンコントロールモジュール

NJ - 直接ディーゼル噴射，空冷式給気クーラ付
きターボチャージャ，エンジンコントロールモ
ジュール

20 SJBU8172
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図
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g01187485

(A) エギゾースト・バルブ
(B) インレット・バルブ

表 1

1104電子制御エンジンの仕様

動作範囲（rpm） 750 ~ 2,640(1)

シリンダ数 直列4気筒

ボア（内径） 105 mm (4.13 in)

行程 127 mm (5.0 in)

吸気方式 NHターボチャージャ装備エン
ジン

NJアフタクーラ付きターボ
チャージャ装備エンジン

圧縮比 16.2:1

排気量 4.4 L (269 in3)

着火順序 1，3，4，2

回転方向（フライホイール側か
ら見て） 反時計方向

バルブラッシュの設定（吸入） 0.35 mm (0.013 in)

バルブラッシュの設定（排気） 0.35 mm (0.013 in)

(1) 作動回転数は，エンジン定格，用途，スロットル構成によっ
て異なります。

電子制御エンジン機能
エンジンの運転状況は，モニタされています。
こうした運転状況およびオペレータの要求に対
して、エンジンの応答をエレクトロニック･コ
ントロール･モジュール（ECM）が制御します。
これら運転状況およびオペレータの要求に対し
て、精密な燃料噴射をECMが制御します。電子
制御エンジン･コントロール･システムは、次の
特徴を備えています。

• エンジン･モニタリング

• エンジンスピードの制御

• 噴射圧の制御

• コールドスタートモード

• 自動空燃比コントロール

• トルク･ライズ制御

• 噴射タイミング制御

• システムの診断

電子制御エンジン機能の詳細については、取扱
説明書エンジン機能とコントロール装置の項
（運転操作編）を参照してください。

エンジンの診断
エンジンシステムが正しく動作していることを
確認するために，エンジンには診断機能が内蔵
されています。オペレータには， “停止または
警報”ランプで状況が警告されます。特定の条
件下では，エンジン馬力と車両速度が制限され
ることがあります。診断コードの表示には，エ
レクトロニックサービスツールを使用する場合
があります。

診断コードは，アクティブ,記録済みおよびイ
ベントの3種類があります。

大半の診断コードは，ECMに記録され保存され
ます。詳細については，取扱説明書Engine
Diagnostics（Operationの項）を参照してくだ
さい。

ECMでは，所要のエンジン回転数を維持するた
めに，エレクトロニックガバナによってイン
ジェクタの出力を制御します。

エンジンの冷却と潤滑
クーリング･システムは次のコンポーネントで
構成されています。

SJBU8172 21
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• ギヤ駆動式の遠心ウォータポンプ

• エンジンクーラント温度調整用の水温レギュレー
タ

• ギヤ駆動式ロータ型オイルポンプ

• オイルクーラ

エンジン潤滑油はロータ型オイルポンプを使い
供給されます。エンジン潤滑用のオイルには冷
却および濾過が施されます。バイパスバルブを
使用すると，オイルフィルタエレメントが目詰
まりしても制限されずに潤滑油をエンジンに流
すことができます。

エンジン効率，排出ガスコントロール効率，お
よびエンジン性能は，正しい運転方法と正しい
メンテナンス推奨事項を遵守しているかに大き
く依存します。エンジンの性能と効率は，推奨
される燃料，潤滑油，クーラントを使用してい
るかにも依存します。メンテナンス項目の詳細
については，本取扱説明書給油整備間隔を参照
してください。
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製品識別情報
i05401131

プププレレレーーートトトおおおよよよびびび合合合格格格証証証シシシーーールルルののの
位位位置置置

図

19

g01248563

シリアル番号プレートの場所

Perkins 製エンジンの識別は，エンジンシリア
ル番号で行われます。

エンジン番号はNH*****U000001Jの形式です。

***** エンジンのリスト番号

NH エンジン型式

U 英国製

000001エンジンシリアル番号

J 製造年

Perkins ディーラやPerkins の代理店が，当該
エンジンで使用されるコンポーネント群を特定
する際には，この番号全体が必要となります。
これにより，交換部品の番号が正確に識別され
ます。

電子制御エンジン用の燃料設定関連の番号は，
パーソナリティモジュールに保存されていま
す。これらの番号の確認は，エレクトロニック
サービスツールを使用します。

シリアル番号プレート（1）
エンジンシリアル番号プレートは，シリンダブ
ロック左側，エンジン後方に配置されていま
す。

図
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g01094203

シリアル番号プレート

i02657810

参参参考考考情情情報報報

部品を注文する際には、下記項目の情報が必要
になります。ご使用のエンジンに必要な情報を
探してください。 該当スペースに情報を記録し
てください。このリストを保管用にコピーして
ください。この情報は、将来参照するときに備
えて保管しておいてください。

参照用の記録
エンジン機種

エンジン･シリアル番号

エンジン低速アイドル回転数

エンジンの全負荷時回転数

プライマリ燃料フィルタ

ウォータ・セパレータ・エレメント番号

セコンダリ燃料フィルタ･エレメント

潤滑油フィルタ・エレメント

オグジリアリ･オイル･フィルタ･エレメン
ト
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潤滑系統の総容量

冷却系統の総容量

エア･クリーナ･エレメント

ファン・ドライブ・ベルト

オルタネータ･ベルト

24 SJBU8172
製品識別情報
参考情報



i05401135

有有有害害害排排排出出出ガガガススス規規規制制制合合合格格格証証証

図
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g01440937

代表例
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運転操作編

吊上げおよび保管
i02657845

エエエンンンジジジンンンののの吊吊吊上上上げげげ

図

22

g01097527

注意
アイボルトおよびブラケットは絶対に曲げないでく
ださい。テンションが加わっている状態でのみアイ
ボルトおよびブラケットに荷重をかけてください。
アイボルトの最大荷重は、サポート用メンバと吊り
上げる物体の間の角度が90度以下になると低下する
点に注意してください。

構成部品を傾斜させて取り外す必要が生じたとき
は、その重量に適した最大荷重のリンク･ブラケッ
トのみを使用してください。

重量構成部品を取り外す場合は、ホイストを使
用してください。 エンジンを吊り上げる場合
は、調整式リフト･ビームを使用してくださ
い。保持用メンバ（チェーンおよびケーブル）
はすべて、互いに平行になるようにしてくださ
い。チェーンおよびケーブルが吊り上げる物体
の最上部に対して垂直になるようにしてくださ
い。

一部の取外し作業では，適正なバランスと安全
を確保するためにリフティング固定具が必要に
なる。

エンジンだけを取り外す場合は、エンジン上の
吊上げアイを使用してください。

吊上げアイは、特定のエンジン・アレンジメン
ト用にに設計され、取り付けられています。吊
上げアイおよび（または）エンジンを改造する
と、吊上げアイおよび吊上げ設備が使用できな
くなります。改造を行った場合は、適切な吊上
げ装置が使用されていることを確かめてくださ
い。エンジンを適切に吊上げるための設備につ
いては、最寄のパーキンス社販売店、または
パーキンス社特約代理店にご相談ください。

i05401119

エエエンンンジジジンンンののの保保保管管管

エンジンを1か月以上始動させない場合，潤滑
油はシリンダ壁面およびピストンリングから排
出されます。シリンダ壁面には錆が生じる場合
があります。シリンダ壁面の錆は，エンジンの
摩耗を促進してエンジンの耐用年数を減少させ
ます。

Perkins は，使用後，保管状態にあるときにエ
ンジンに生じた損傷に対する責任を持たないも
のとします。

エンジンを長期保管するための準備について
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

エンジンを運転しておらず，1か月以上エンジ
ンを使用する予定がない場合は，包括的な保護
手順を行うことが推奨されます。

エンジンの過度な摩耗や腐食を抑制するには，
次のガイドラインに従ってください。

111... エンジンの外側を完全に清掃します。

222... 車両が水平な路面上に停車されているかを確
認します。
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33.. フュエルシステムから燃料を完全に排出させ
てから，保存用の燃料を再充填します。 保存
用の燃料は，通常の燃料に 1772204
POWERPART Lay-Up 1 を混合することで作成で
きます。

保存用の燃料を準備できない場合は，通常の
燃料でフュエルシステムを充填しておきま
す。この燃料は，保管期間の終了後に，フュ
エルフィルタエレメントと併せて廃棄する必
要があります。

高高温温ののククーーラランントトはは，，人人身身事事故故をを起起ここすす恐恐れれががああ
るる。。 高高温温ののククーーラランントトままたたははススチチーームムとと接接触触すするる
とと、、重重度度のの火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。
ククーーリリンンググ･･シシスステテムム･･ココンンポポーーネネンントトをを冷冷ままししたた
後後にに、、シシスステテムムかかららククーーラランントトをを抜抜きき取取っっててくくだだ
ささいい。。

44.. クーリングシステムに対して排出と再充填を
行います。クーリングシステムに対する排
出，洗浄，再充填の詳細は，本取扱説明書
クーリングシステム，クーラント（市販ヘ
ビーデューティ）-交換，またはクーリング
システム，クーラント（ELC）-交換を参照し
てください。

高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

55.. エンジンを始動して回転させ，通常の作動温
度に到達させます。エンジンを停止してくだ
さい。エンジン停止後にエンジンフュエルラ
インの整備または修理をする場合，必ずその
前に60秒間待機して高圧フュエルラインから
燃料圧力を解放しなければならない。必要な
場合は，細部の調整を行う。低圧フュエルシ
ステムからの漏れおよび冷却，潤滑またはエ
アシステムからの漏れをすべて修理する。漏
れが生じている高圧燃料ラインはすべて交換
する。分解および組立マニュアルFuel
Injection Lines - Installを参照してくださ
い。

66.. 潤滑油をオイルパンから排出させます。

潤滑油フィルタのキャニスタはすべて新品に
しておきます。

オイルパンに新しい清浄な潤滑油を，エンジ
ンオイルレベルゲージのFULL（上限）マーク
まで充填します。 エンジンの腐食防止用に，
1762811 POWERPART Lay-Up 2 をオイルに追
加します。 1762811 POWERPART Lay-Up 2 を
準備できない場合は，潤滑油の代用として，
仕様に則した適切な保存料を使用します。保
存料を使用した場合は，保管期間の終了後に
完全に排出させる必要があり，オイルパンに
は通常の潤滑油を適正レベルまで再充填する
必要があります。

77.. エンジンを始動して，エンジンオイルを循環
させます。

88.. バッテリを切り離す。バッテリが完全に充
電された状態であることを確認します。ター
ミナルには腐食防止用の措置を施します。
ターミナルには 1734115 POWERPART Lay-Up 3
を使用できます。 バッテリを安全な保管場所
に移動させます。

99.. 装着されている場合は，クランクケースブ
リーザエレメントを交換します。ブリーザパ
イプの端をシールします。

1100.. バルブメカニズムカバーを取り外す。ロッ
カシャフトアセンブリ周辺に 1762811
POWERPART Lay-Up 2 を吹き掛けます。

1111.. グロープラグを取り外す。クランクシャフ
トをゆっくり回転させます。バルブを確認し
ながら，ピストンをBDC（Bottom Dead
Center，下死点）に移動させます。シリンダ
ボアに 1762811 POWERPART Lay-Up 2 を2秒間
吹き掛けます。この手順は，個々のシリンダ
に対して実施する必要があります。

1122.. グロープラグを取り付ける。バルブメカニ
ズムカバーを取り付ける。

1133.. エアフィルタアセンブリとターボチャー
ジャの間に取り付けられているパイプを取り
外します。ターボチャージャに 1762811
POWERPART Lay-Up 2 を吹き掛けます。必要な
吹掛け時間は，コンテナに記載されていま
す。ターボチャージャを防水テープでシール
します。
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1144.. エキゾーストパイプをターボチャージャの
吐出側から取り外します。ターボチャージャ
に 1762811 POWERPART Lay-Up 2 を吹き掛け
ます。必要な吹掛け時間は，コンテナに記載
されています。ターボチャージャを防水テー
プでシールします。

1155.. フュエルタンクのベントまたはフュエル
フィラキャップを防水テープでシールしま
す。

1166.. オルタネータ駆動ベルトは取り外して，保
管場所に移動します。

1177.. エンジン外側の腐食防止用に 1734115
POWERPART Lay-Up 3 をエンジンに吹き掛けま
す。オルタネータの内部には吹き掛けないで
ください。
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ゲージおよびインジケータ
i05401114

ゲゲゲーーージジジおおおよよよびびびイイインンンジジジケケケーーータタタ

ここで説明するゲージは，すべてのエンジンに
共通している訳ではなく，一部のゲージが装備
されていない場合もあります。ゲージパッケー
ジの詳細はOEMの資料を参照してください。

エンジン性能はゲージによって表示されます。
ゲージが正常に作動していることを確かめてく
ださい。ゲージを一定期間観察して，正常作動
範囲を見極めます。

ゲージ表示の著しい変化は，潜在的なゲージま
たはエンジンの問題を示します。 仕様の範囲内
の表示がされている状態であっても，ゲージの
動きから不具合が示唆される場合もあります。
ゲージ表示が著しく変化する場合は，原因を特
定して問題を解消してください。 必要なサポー
トについては，Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店にお問い合わせください。

エンジンの用途によっては，インジケータラン
プが装備されている場合があります。インジ
ケータランプは，故障診断に使用することもで
きます。ランプは2つ存在します。ランプの1
つはオレンジ色で，もう1つは赤色です。

これらのインジケータランプは，以下の2通り
に使用できます。

• インジケータランプを使用して，エンジンの現在
の運転ステータスを特定できます。 インジケー
タランプでは，エンジンに不具合が生じているか
どうかも示されます。 このシステムは，イグニ
ションスイッチが入ると自動的に作動します。

• インジケータランプを使用して，アクティブな診
断コードを特定できます。 このシステムは「フ
ラッシュコード 」ボタンを押すことで作動しま
す。

詳細については，トラブルシューティングガイ
ドIndicator Lampsを参照してください。

注意
油圧がゼロを示した場合は，エンジンを停止してく
ださい。クーラント温度が最大値を超えた場合は，
エンジンを停止してください。エンジンが損傷する
可能性があります。

エンジンオイル圧力 –オイル圧力が最大に
なるのは，冷めた状態のエンジンを始動さ
せた直後です。 SAE10W40の通常のエン

ジンオイル圧力は，定格回転数で350 ~ 450 kPa
(50 ~ 65 psi)です。

ローアイドル回転数では，低い油圧になるのが
正常です。安定した負荷がかかっている状態で
ゲージの表示が変化する場合は，次の手順を実
行してください。

111... 負荷を取り除きます。

222... エンジンを停止してください。

333... オイルレベルを点検し，必要なレベルを維持
させます。

ジャケットウォータクーラント温度 –通常
の温度範囲は83 ~ 95 °C (181.4 ~ 203 °F)
です。 48 kPa (7 psi)で加圧されたクーリ

ングシステムの海面高度での最大許容温度は103 °C
(217.4 °F)です。特定の運転状況によっては，この
温度が更に高くなることもあります。水温の表示
は，負荷に応じて変化することがあります。水温の
表示は，使用している加圧システムにおける沸点か
ら7 °C (44.6 °F)低い温度を絶対に上回らないように
してください。

クーリングシステムには100 kPa (14.5 psi)の
ラジエータキャップが取り付けられている場合
があります。このクーリングシステムの温度
は，112 °C (233.6 °F)を上回らないようにし
てください。

エンジンが正常範囲を超えて運転され，蒸気の
噴出が確認できた場合は，次の手順を実施しま
す。

111... 負荷およびエンジン回転数を低下させます。

222... エンジンの即時停止が必要か，または負荷を
低減してエンジンを冷却できるかを判断しま
す。

333... クーリングシステムに漏れがないか点検す
る。

タコメータ –このゲージには，エンジンス
ピード（rpm）が表示されます。無負荷の
状態でスロットルコントロールレバーをフ

ルスロットル位置に動かすと，エンジンはハイアイ
ドル回転になります。最大定格負荷の状態でスロッ
トルコントロールレバーをフルスロットル位置に動
かすと，エンジンは定格出力回転になります。

注意
損傷を避けるため，エンジンの回転数はハイアイド
ルを絶対に超過させないでください。 過回転によ
り，エンジンが深刻な損傷を受ける可能性がありま
す。ハイアイドルを超過した回転数での運転は最小
限に抑えてください。
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電流計 –このゲージには，バッテリ充電回
路による充電量または放電量が表示されま
す。このインジケータの作動範囲は ““0””

（ゼロ）の ““+”” 側になっている必要があります。

燃料レベル –このゲージには，フュエルタ
ンク内のフュエルレベルが表示されます。
フュエルレベルゲージは， ““始動/停止”” ス

イッチが「 ““ON”” 」位置にある場合に作動します。

サービスアワーメータ –このゲージには，
エンジンの総運転時間が表示されます。
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機能およびコントロール装置
i05401140

モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

シシシャャャッッットトトダダダウウウンンン･･･モモモーーードドドががが選選選択択択ささされれれ、、、警警警告告告イイインンンジジジ
ケケケーーータタタががが作作作動動動しししててていいいるるる場場場合合合、、、エエエンンンジジジンンンははは警警警告告告イイインンン
ジジジケケケーーータタタががが作作作動動動しししてててかかかららら222000秒秒秒ほほほどどどでででシシシャャャッッットトトダダダウウウ
ンンンしししままますすす。。。 用用用途途途ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ
特特特別別別ななな予予予防防防措措措置置置ををを取取取るるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。 必必必要要要ににに応応応
じじじてててシシシャャャッッットトトダダダウウウンンン後後後、、、非非非常常常運運運転転転のののたたためめめにににエエエンンンジジジ
ンンンををを再再再始始始動動動すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

注意
エンジン･モニタリング･システムは、重大な故障に
対して保証するものではありません。設定されてい
る遅延時間と出力低減スケジュールは、誤報を最小
限に抑え、オペレータにエンジンを停止させる余裕
を与えるためのものです。

次のパラメータはモニタの対象です。

• クーラント温度

• インテークエア温度

• エンジンインテークマニホールド圧力

• エンジンオイル圧力

• フュエルレール圧力

• エンジンスピード/タイミング

プログラム可能なオプションとシス
テムの作動

警警警告告告／／／出出出力力力低低低減減減／／／シシシャャャッッットトトダダダウウウンンン･･･モモモーーードドドががが選選選択択択さささ
れれれててていいいるるるととときききににに、、、警警警告告告イイインンンジジジケケケーーータタタががが作作作動動動しししたたた場場場
合合合ははは、、、可可可能能能ににになななりりり次次次第第第、、、エエエンンンジジジンンンをををシシシャャャッッットトトダダダウウウ
ンンンさささせせせてててくくくだだださささいいい。。。 用用用途途途ににによよよりりり、、、人人人身身身事事事故故故ををを避避避けけけ
るるるたたためめめ、、、特特特別別別ななな予予予防防防措措措置置置ををを取取取るるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

エンジンは次のモードに設定できます。

“““警告”””

“警告”ランプおよび警告信号（オレンジ色のラ
ンプ）が “ON”になり，警告信号が継続的に作動
して，1つ以上のエンジンパラメータが正常運
転範囲外にあることをオペレータに警告しま
す。

“““警告/出力低減”””

“診断”ランプが “ON”になり，警告信号（赤色の
ランプ）が作動します。警告の作動後，エンジ
ンの出力レベルが低下します。出力低下が行わ
れると，警告ランプが点滅を開始します。

エンジンの出力は，事前に設定された運転範囲
を超えると低下します。エンジンの出力は，噴
射ごとに使用できる燃料の量を制限することで
低下します。この燃料削減の量は，エンジンの
出力低下の原因となったエラーの重大性によっ
て異なり，通常は最大50 %が削減の限界です。
この燃料削減によって，事前に決定されたエン
ジン出力低下が行われます。

“““警告/出力低下/停止”””

“診断”ランプが “ON”になり，警告信号（赤色の
ランプ）が作動します。警告の作動後，エンジ
ンの出力レベルが低下します。エンジンは，エ
ンジンが停止するまで，設定された出力低下回
転数で運転を継続します。エンジンの停止後で
も，緊急時の使用であれば再始動することがで
きます。

エンジンの停止までには20秒ほどしかかかりま
せん。エンジンの停止後でも，緊急時の使用で
あれば再始動することができます。ただし，最
初の停止原因は解消されていません。エンジン
は20秒ほどで再び停止する恐れがあります。

油圧の低下またはクーラント温度の低下を示す
信号が表示された場合は，その状態を確認する
ために2秒間の遅延時間が設けられています。

プログラムされた各モードのインジケータラン
プの詳細については，トラブルシューティング
Indicator Lampsを参照してください。

詳細および修理の依頼については，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。
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モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

表 2

警告ランプ シャットダウン
ランプ ランプ状態 ランプ状態の説明 エンジンの状態

ON ON ランプチェック エンジン始動スイッチを「 “ON” 」位置にすると，両
方のランプが2秒間だけ点灯します。

エンジンは始動していません。

OFF OFF 不具合なし アクティブな診断エラーは存在しません。 エンジンは正常に運転していま
す。

ON OFF アクティブな診
断エラー

アクティブな診断エラーが検出されています。 エンジンは正常に運転していま
す。

ON 点滅 アクティブな診
断エラー

アクティブな重大診断エラーが検出され，エンジンの
出力低下が開始されています。

エンジンは運転していますが，
出力が低下しています。

点滅 OFF 警告 1つ以上のエンジン保護値を超えています。 エンジンは正常に運転していま
す。

点滅 点滅 出力低下および
警告

1つ以上のエンジン保護値を超えています。 エンジンは運転していますが，
出力が低下しています。

ON ON エンジン停止 1つ以上のエンジン保護値を超えているか，アクティ
ブな重大診断エラーが検出されています。

エンジンは停止しているか，間
もなく停止します。

i03297489

セセセンンンサササおおおよよよびびび電電電気気気構構構成成成部部部品品品

センサ配置
図23 は、エンジンのセンサおよびECMの代表的
な配置を示しています。エンジンによっては、
用途の違いにより図と異なることがあります。
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図

23

g01425443

(1) 冷却水温度センサ
(2) 吸気マニホールド圧力センサ
(3) 吸気温度センサ

(4) 燃料圧力センサ
(5) 電子制御モジュール

(6) プライマリ位置センサ
(7) セコンダリ位置センサ
(8) エンジン･オイル圧力センサ

図24 は、所定の位置にあるエンジンのセンサお
よびECMを示しています。
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図

24

g01425468

センサの故障

全センサ
センサの故障は、次のいずれかの異常が原因で
生じている可能性があります。

• センサ出力線が断線している。

• センサ出力線が、 “バッテリ（－）端子”または
“バッテリ（＋）端子”に短絡している。

• センサの測定値が仕様の範囲を超えている。

プログラム可能モニタリング･システ
ム(PMS)
プログラム可能モニタリング･システムは、エ
ンジンに損傷をもたらす恐れのある個々の状況
に応じて、電子制御モジュール(ECM)が取るべ
き作動レベルを決定します。 ECMは、次に示す
センサから受け取った信号に基づいてこれらの
状況を特定します。
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• 冷却水温度センサ

• 吸気マニホールド空気温度センサ

• 吸気マニホールド圧力センサ

• 燃料圧力センサ

• エンジン･オイル圧力センサ

• プライマリ回転数／タイミング･センサ

• セコンダリ回転数／タイミング･センサ

冷却水温度センサ (1)
冷却水温度センサは、エンジンの冷却水温度を
測定します。 ECM(5)からの出力によって、冷却
水温度の上昇がリレーまたはランプで表示され
ます。冷却水温度センサは、ECMが寒冷時始動
システムを作動させるかどうかを判断するため
にも使用されます。

冷却水温度センサの故障
冷却水温度センサが故障すると、ECM (5)がそれ
を検知します。冷却水温度センサの故障は、診
断ランプによってオペレータに警告されます。
冷却水温度センサが故障しても、エンジンが
シャットダウンしたり出力が変化することはあ
りません。センサが正しく作動しているか確認
する場合は、トラブルシューティングエンジン
温度センサ回路－試験を参照してください。

吸気マニホールド空気温度センサ (2)
注注記記::このセンサは、2つの配置個所のどちらかに配
置されます。 どちらの個所に配置されるかは、エン
ジンの種類により決まります。

吸気マニホールド空気温度センサは、吸気温度
を測定します。 ECM(5)に信号を送ります。吸
気マニホールド温度センサはまた、ECMが寒冷
時の始動手段を開始するかどうかを決定するた
めにも使用されます。

センサが正しく作動しているか確認する場合
は、トラブルシューティングエンジン温度セン
サ回路－試験を参照してください。

吸気マニホールド圧力センサ (3)
吸気マニホールド圧力センサは、マニホールド
の圧力を測定します。 ECM(5)に信号を送りま
す。

燃料圧力センサ (4)
燃料圧力センサは、燃料マニホールドの燃料圧
力を測定します。 ECM(5)に信号を送ります。

電子制御モジュール (5)
ECMはエンジンのコントロール用コンピュータ
です。 ECMは電子回路に電源を供給します。エ
ンジンのセンサから入力されるデータは、ECM
によりモニタされます。 ECMは、エンジンの回
転速度と出力をコントロールするためのガバナ
の役目も果たします。

ECMは、噴射タイミングと燃料圧力を調整し、
最高のエンジン性能、燃費、排気ガス･コント
ロールを実現します。

プライマリ回転数／タイミング･セン
サ (6)
ECM(5)が、プライマリ回転数／タイミング･セ
ンサからの信号を受信できない場合、
“DIAGNOSTIC（診断）”ランプが診断故障コード
を表示し、そのコードはECMメモリに記録され
ます。

ECMは、プライマリ回転数／タイミング･センサ
(7)からの信号を受信できない場合、ECMはセコ
ンダリ回転数／タイミング･センサ(8)からの信
号を読み取ります。 ECMは両方のセンサから信
号が送られているかどうかを絶えずチェックし
ています。

センサに故障が断続的に起こると、エンジンの
制御が不安定になる恐れがあります。

プライマリ回転数／タイミング･センサの故
障
プライマリ回転数／タイミング･センサは、適
切に作動しなければなりません。 ECMのソフト
ウェアは、エンジンの逆転を防ぎます。プライ
マリ回転数／タイミング･センサが故障する
と、逆転に対する自動保護機能が無効になりま
す。用途によっては、トランスミッションがエ
ンジンを逆転させることがあります。この状況
が生じた場合は、すぐにエンジンを停止してく
ださい。キースイッチを “OFF”位置に回してく
ださい。

センサが正しく作動しているか確認する場合
は、トラブルシューティングエンジン回転数／
タイミング･センサ－試験を参照してくださ
い。
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セコンダリ回転数／タイミング･セン
サ (7)
ECM(5)は、エンジンの始動時にセコンダリ回転
数／タイミング･センサからの信号に基づいて
ピストンのストロークを確認します。また、プ
ライマリ回転数／タイミング･センサに不具合
がある場合、ECMはセコンダリ回転数／タイミ
ング･センサを使用してエンジンを運転するこ
とができます。

センサが正しく作動しているか確認する場合
は、トラブルシューティングエンジン回転数／
タイミング･センサ－試験を参照してくださ
い。

エンジン･オイル圧力センサ (8)
注注注記記記:::このセンサは、2つの配置個所のどちらかに配
置されます。 どちらの個所に配置されるかは、エン
ジンの種類により決まります。

エンジン･オイル圧力センサは、メイン･オイ
ル･ギャラリーのエンジンオイル圧を測定する
絶対圧センサです。エンジン･オイル圧力セン
サは、故障診断のため、エンジン･オイル圧力
を測定します。エンジンオイル圧力センサによ
り、ECM(5)に信号が送られます。

オイル圧力低下による警告
オイル圧力低下による警告が出される設定値
は、エンジンの回転数により決まります。この
故障警告は、エンジンが8秒間以上運転されて
いる場合にのみアクティブになり、記録されま
す。

オイル圧力の著しい低下による警告
オイル圧力の著しい低下による警告が出される
設定値は、エンジンの回転数により決まりま
す。エンジン･モニタリング･システムにおいて
出力低減モードが選択されると、ECM(5)はエン
ジンの出力を低下させます。エンジン馬力が制
限されます。

エンジン･オイル圧力センサの故障
エンジン･オイル圧力センサが故障すると、ECM
(5)がそれを検知します。エンジン･オイル圧力
センサの故障は、診断ランプによってユーザに
警告されます。エンジン･オイル圧力センサが
故障すると、エンジン･オイル圧力に関連する
機能が無効になります。エンジン･オイル圧力
センサが故障しても、エンジンがシャットダウ
ンしたり出力が変化することはありません。セ
ンサが正しく作動しているか確認する場合は、
トラブルシューティング5ボルト･センサ供給回
路－試験を参照してください。

i03297495

エエエンンンジジジンンン停停停止止止おおおよよよびびびエエエンンンジジジンンン警警警
報報報

シャットオフ
シャットオフ機能は、電気制御または手動に
よって作動します。電気制御によるシャットオ
フは、ECMによってコントロールされます。

エンジンのシャットオフ機能は、次の条件が危
険なレベルに達したときに作動するように設定
されています。

• 運転温度

• 作動圧

• 運転レベル

• 運転回転数

特定のエンジン･シャットオフ機能は、エンジ
ンを再始動する前にリセットする必要がありま
す。

注意
エンジン･シャットダウンが発生したら、必ず原因
を究明してください。エンジンの始動を再び試みる
前に、必要な修理を行なってください。

以下の事項をよく把握しているようにしてくだ
さい。

• シャットオフの種類と位置

• 各シャットオフ機能が作動する条件

• エンジンを再始動するためのリセット手順

アラーム
アラーム機能は電気制御によって作動します。
アラーム機能の作動はECMによってコントロー
ルされます。

アラーム機能はセンサまたはスイッチによって
作動します。センサまたはスイッチが作動する
と、ECMに信号が送られます。 ECMによってイベ
ント･コードが生成されます。ランプを点灯さ
せるため、ECMによって信号が送られます。

ご使用のエンジンには、次のセンサまたはス
イッチが装備されている場合があります。

冷冷冷却却却水水水レレレベベベルルル –冷却水レベル低下スイッチは、
冷却水レベルの低下を示します。

冷冷冷却却却水水水温温温度度度 –冷却水温度センサは、ジャケッ
ト･ウォータ冷却水温度の上昇を示します。
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吸吸吸気気気マママニニニホホホーーールルルドドド空空空気気気温温温度度度 – 吸気マニホール
ド空気温度センサは、吸気温度の上昇を示しま
す。

吸吸吸気気気マママニニニホホホーーールルルドドド圧圧圧力力力 – 吸気マニホールド圧
力センサは、エンジン･マニホールドの定格圧
力をします。

燃燃燃料料料レレレーーールルル圧圧圧 – 燃料レール圧センサは、燃料
レールにおける圧力の増加または低下をチェッ
クします。

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル圧圧圧力力力 – エンジン･オイル圧力
センサは、設定されたエンジン回転数において
オイル圧力が定格システム圧を下回ると、それ
を知らせます。

エエエンンンジジジンンン過過過回回回転転転 – プライマリ回転数／タイミン
グ･センサは、エンジン回転数を確認します。
回転数が3000 rpmに達すると、アラームが作動
します。

エエエアアア･･･フフフィィィルルルタタタ詰詰詰まままりりり – このスイッチは、エン
ジンが作動しているときにエア･フィルタを点
検します。

ユユユーーーザザザ設設設定定定スススイイイッッッチチチ – このスイッチによっ
て、エンジンのリモート･シャットダウンが可
能です。

燃燃燃料料料内内内水水水分分分検検検査査査スススイイイッッッチチチ – このスイッチは、
エンジンが作動しているときにプライマリ燃料
フィルタにおける水分を検査します。

注注注記記記:::冷却水温度スイッチの感知エレメントが作動
するには、エレメントが冷却水に完全に浸かってい
る必要があります。

好ましくない運転状況が生じたときにオペレー
タにそれを知らせるため、アラーム機能がエン
ジンに装備されている場合があります。

注意
警報が作動したら、緊急事態に陥る前に是正措置を
取り、エンジンが損傷しないようにしてください。

適切な時間内に是正措置が取られないと、エン
ジンが損傷する恐れがあります。 アラームは状
況が是正されるまで作動し続けます。アラーム
をリセットする必要がある場合があります。

試験
キースイッチを「ON」位置に回すと、コント
ロール･パネルのインジケータ･ライトが点検さ
れます。キースイッチを作動させた後、インジ
ケータ･ライトが2秒間点灯します。問題がある
と思われる電球をすぐに交換してください。

詳細については、トラブルシューティングを参
照してください。

i05401112

過過過回回回転転転数数数

過回転の状態は，エレクトロニックコントロー
ルモジュール（Electronic Control Module，
ECM）で検出されます。エンジンスピードが
3,000 rpmを上回ると，イベントコードがログに
記録されます。 “診断”ランプによって，アク
ティブな診断コードが示されます。アクティブ
な診断コードは，エンジンスピードが2,800 rpm
を下回るまでアクティブなまま維持されます。
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エンジンの診断
i05156887

自自自己己己診診診断断断

Perkins 製の電子制御エンジンには，自己診断
テストの機能が装備されている。 システムがア
クティブな問題を検出すると，診断ランプが点
灯する。診断コードは，エレクトロニックコン
トロールモジュール（ECM）の固定メモリに保
存される。診断コードは，エレクトロニック
サービス工具を使用して取得できる。詳細につ
いては，TroubleshootingElectronic Service
Toolsを参照。

一部の製品では，エンジン診断コードを電子
ディスプレイ上に直接表示させることができ
る。エンジン診断コードの取得法の詳細につい
ては，OEMから提供されている説明書を参照す
ること。あるいは，詳細を記載した
TroubleshootingIndicator Lampsを参照するこ
と。

アクティブコードは，現在発生中の問題を示し
ている。これらの問題は，最初に調査しなくて
はならない。

記録されたコードは，次の事項を示している。

• 断続的問題

• 記録されたイベント

• 性能履歴

問題によっては，コードの記録後に解消されて
いる場合もある。これらのコードは，修理の必
要性を示しているのではない。コードは，特定
の状況が発生していることを示すガイドまたは
警告である。コードは，問題のトラブルシュー
ティングに役立つこともある。

問題が修正されると，該当する故障コードの記
録は消去される。

i05156879

診診診断断断ララランンンプププ
診断ランプは、アクティブな障害があるかどう
かを示すために使用されます。詳細は，
TroubleshootingIndicator Lampsを参照。故障
診断コードは、問題が修復されるまでアクティ
ブ状態になっています。診断コードは、電子式
サービス工具を使用して取得できます。詳細
は，TroubleshootingElectronic Service Tools
を参照。

i05401107

診診診断断断フフフラララッッッシシシュュュ･･･コココーーードドドののの読読読取取取
りりり

“““診断””” ランプ
診断フラッシュコードの確認には， “診断”ラン
プおよびエレクトロニックサービスツールを使
用します。

エンジンに “診断”ランプが装備されている場合
は，以下の手順でフラッシュコードを読み取り
ます。

111... キースイッチの “ON/OFF”切替え操作を3秒以
内に2回実行します。

“黄色”のランプの点滅が示しているのは，エン
ジンの3桁のコードです。点滅のシーケンス
は，システムの診断メッセージを表わします。
最初の点滅シーケンスを数え，フラッシュコー
ドの1桁目を特定します。 2秒間のポーズ後，第
2の点滅シーケンスによってフラッシュコード
の2桁目を特定します。 2回目のポーズ後，第3
の点滅シーケンスによってフラッシュコードを
特定します。

追加のフラッシュコードがある場合は，ポーズ
に続いて表示されます。これらのコードは，い
ずれも同様の方式で表示されます。フラッシュ
コード551は，イグニッションキースイッチを
「ON」位置にしてから検出された不具合はない
ことを意味します。

詳細，およびサポート，修理，トラブルシュー
ティングについては，整備解説書を参照する
か，認定Perkins ディーラにお問い合わせくだ
さい。

表3は，フラッシュコードをまとめたもので，
ここには各フラッシュコードの簡単な解説も記
載されています。

注注注記記記:::表3 には， “アクティブ”なフラッシュコード
の発生によってエンジン性能に及ぶ可能性のある影
響がまとめられています。

一部のコードでは，イベントが記録されます。
また一部のコードは，機械システムに対して注
意を払う必要があることを示す場合もありま
す。コード “551”についてはトラブルシュー
ティングの必要はありません。コード001につ
いては，フラッシュコードの表示は行われませ
ん。一部のコードでは，エンジンの作動や性能
が制限されることがあります。
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表3には，アクティブなフラッシュコードの発
生によってエンジン性能に及ぶ可能性のある影
響がまとめられています。表3は，電子診断
コードとその説明のリストでもあります。
表 3

産業用エンジンのフラッシュコード

診断フラッシュコード

エンジン性能に与える影響(1) 推奨されるオペレータの操作

エンジン
の失火 出力低下

エンジンス
ピードの低

下

エンジン
シャットダウ

ン

エンジンの
シャットダ
ウン(2)

サービス(3) サービスのスケ
ジュール(4)

111 シリンダ1の不具合 X X X

112 シリンダ2の不具合 X X X

113 シリンダ3の不具合 X X X

114 シリンダ4の不具合 X X X

133
インテークマニホールド
温度センサエラー (5) X X

141 プライマリスピード/タ
イミングセンサの不具合 X X

142 セカンダリスピード/タ
イミングセンサの不具合 X

143 タイミングキャリブレー
ションの不具合 X X

144 エンジン作動モード選択
スイッチの不具合 X X

151 エアフィルタの詰まりが
過度である X X

154 スロットルポジションセ
ンサの不具合 X X

155 セカンダリスロットルポ
ジションセンサの不具合 X X

157 油圧センサの故障(5) X X X X X

159 フュエルレール圧力セン
サの不具合 X X

162 高圧フュエルポンプの不
具合 X X X

168 クーラント温度センサの
故障 X X X

169 エンジンクーラント低下 X X

177 ウェイストゲートソレノ
イドの不具合 X

185 排気温度が高い X X

197 インテークマニホールド
圧力センサの不具合 X X

199 グロープラグ始動リレー
の不具合 X

415 エンジンソフトウェアの
不適合 X X X

(続き)
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(表 3、続き)

産業用エンジンのフラッシュコード

診断フラッシュコード

エンジン性能に与える影響(1) 推奨されるオペレータの操作

エンジン
の失火 出力低下

エンジンス
ピードの低

下

エンジン
シャットダウ

ン

エンジンの
シャットダ
ウン(2)

サービス(3) サービスのスケ
ジュール(4)

426
マシンセキュリティシス
テムモジュールの不具合
(6)

X

429 キースイッチの不具合 X

511 バッテリからECMへの
給電が断続的 X X X X

514 SAE J1939データリンク
の不具合 X X

516
5 Vセンサ用DC電源の不
具合(5) X X

517 8 Vセンサ用DC電源の不
具合 X X

527
カスタマパラメータまた
はシステムパラメータの
点検(5)

X X X

(1) “X” は，アクティブなコードの発生によりエンジン性能に影響が及ぶことを示します。
(2) エンジンのシャットダウン:エンジンは慎重に操作してください。直ちに点検整備を行ってください。エンジンの重大な損傷が生じる可

能性がある。
(3) 認定サービスプログラムを提供している最寄りの施設にまで車両を持ち込んでください。
(4) サービスのスケジュール:オペレータが認定サービスプログラムを利用する際に，問題を調査してもらう必要があります。
(5) これらのフラッシュコードは，寒冷時のエンジン始動や高緯度地域での寒冷時運用など，特定の環境下でシステムに影響する場合があり

ます。
(6) エンジンが始動しない。

i02657835

故故故障障障記記記録録録

このシステムは、故障記録機能が装備されてい
ます。電子制御モジュール（ECM）がアクティ
ブな診断コードを生成すると、そのコードは
ECMのメモリにログされます。 ECMによってログ
されたコードは、エレクトロニック・サービ
ス・ツールで識別することができます。ログさ
れたアクティブ・コードは、故障が修復される
か、または故障がアクティブでなくなると消去
されます。次のログ済み故障については、ファ
クトリ･パスワードを使用しないとECMのメモリ
から消去することができません。 オーバース
ピード,エンジン･オイル・プレッシャが低下
およびエンジン冷却水温度が上昇.

i05401120

アアアクククテテティィィブブブ診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエ
ンンンジジジンンン運運運転転転

エンジンの正常作動中に診断ランプが点灯した
場合，仕様の範囲を逸脱した状況がシステムで
検出されたことを示します。エレクトロニック
サービスツールを使用して，アクティブな診断
コードがないか点検します。

アクティブな診断コードを調べる必要がありま
す。問題の原因をできるだけ早く解消してくだ
さい。アクティブな診断コードが1つだけの場
合，その発生原因が解消されると診断ランプは
消灯します。

アクティブな診断コードが生成されると，その
結果としてエンジンの作動や性能が制限される
ことがあります。 加速率が大幅に低下したり，
出力が自動的に低減される場合もあります。
個々のアクティブな診断コードとエンジン性能
に及ぼす影響の詳細については，トラブル
シューティングTroubleshooting with a
Diagnostic Codeを参照してください。
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i02657817

間間間欠欠欠的的的ななな診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエンンン
ジジジンンン運運運転転転

エンジンが正常に運転されている時に、診断ラ
ンプが点灯し、そして消灯する場合は、故障が
断続的に発生している可能性があります。故障
が発生した場合、その故障は電子制御モジュー
ル（ECM）のメモリに記録されます。

ほとんどの場合、断続故障コードが表示されて
もエンジンを停止する必要はありません。但
し、オペレータはイベントの本質を特定するた
めに、記録されている故障コードを読み出し、
該当する情報を参照してください。オペレータ
は、ランプを点灯させた原因と思われるあらゆ
る所見をログに記録してください。

• 出力低下

• エンジン回転数の制限

• 過剰なスモーク、など

この情報は、状況のトラブルシュートに役立て
ることができます。この情報は、今後の参考の
ために利用することもできます。 診断コードの
詳細については、このエンジンのトラブル
シューティング・ガイドをご参照ください。
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エンジンの始動要領
i05401122

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

エンジンを始動する前には，必要な日常点検と
その他の定期点検を実施してください。詳細
は，取扱説明書給油整備間隔を参照してくださ
い。

• 燃料供給バルブ（装着の場合）を開きます。

注意
燃料圧力が上昇しないように、エンジンを運転する
前および運転中は燃料リターン配管内の全バルブを
開いておかなければなりません。燃料圧力が高くな
ると、フィルタ･ハウジングが故障または他に損傷
が生じる恐れがあります。

エンジンを数週間始動しなかった場合，フュエ
ルシステムから燃料が抜けている可能性があり
ます。フィルタハウジングにエアが混入してい
る場合があります。またフュエルフィルタの交
換を行うと，エンジン内にある程度の空気が取
り込まれてエアポケットが発生します。これら
の状況下では，フュエルシステムのプライミン
グが必要です。フュエルシステムのプライミン
グの詳細は，取扱説明書フュエルシステム，燃
料系統のプライミングを参照してください。

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは有有有害害害ななな燃燃燃焼焼焼酸酸酸化化化物物物ががが含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。エエエンンンジジジンンンははは常常常ににに換換換気気気ののの行行行ききき届届届いいいたたた場場場
所所所ででで始始始動動動さささせせせ、、、運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを屋屋屋
内内内ででで運運運転転転すすするるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススををを外外外部部部
へへへ排排排出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 始動スイッチやコントロール装置に， “運転禁止”
の警告タグまたは類似の警告タグが付けられてい
る場合は，エンジンを始動したりコントロール装
置を動かしたりしないでください。

• シャットオフおよびアラーム用のコンポーネント
（装着の場合）は，すべてリセットしておきま
す。

• エンジン駆動式の装置については，いずれもエン
ジンとの接続が解除されていることを確認しま
す。 電気的負荷については，最小化しておくか
完全に取り除いておきます。

i02570695

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

注注注記記記:::始動中にエンジン回転数の制御装置を調整し
ないでください。 始動時のエンジン回転数は、電子
制御モジュール (ECM) により制御されます。

エンジンの始動
111... エンジンによって駆動される装置の結合をす

べて取り外してください。

222... キースイッチを「RUN」位置に回してくださ
い。グロー･プラグの警告ランプが消えるま
で、キースイッチを「RUN」位置に保ってく
ださい。

333... グロー･プラグの警告ランプが消えたら、
キースイッチを「START」位置に回し、電気
式始動モータを連結するとともにエンジンを
クランキングしてください。

注注注記記記:::グロー･プラグの警告ランプが点灯している時
間は、エンジンの温度により異なります。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

444... エンジンが始動したら、キースイッチを
「RUN」位置に戻してください。

555... エンジンの始動に失敗したら、ステップ2か
ら4を繰り返してください。

i02570706

寒寒寒冷冷冷時時時ののの始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここのののよよようううななな行行行為為為ににによよよりりり、、、
爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。
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温度が−18 °C (0 °F) 以下の場合、ジャケッ
ト･ウォータ･ヒータを使用するか、または容量
の大きなバッテリを使用すれば、安定性を向上
させることができます。

グループ2のディーゼル燃料を使用する場合
は、以下を使用することで寒冷時の始動や燃料
に関する問題を少なくすることができます。エ
ンジン･オイル･パン･ヒータ,ジャケット･
ウォータ･ヒータ,燃料ヒータおよび燃料配管
断熱材。

寒冷時の始動用の手順を使用してください。

注注注記記記:::始動中にエンジン回転数の制御装置を調整し
ないでください。 始動時のエンジン回転数は、電子
制御モジュール (ECM) により制御されます。

111... 被駆動装置をすべて外してください。

222... キースイッチを「RUN」位置に回してくださ
い。グロー･プラグの警告ランプが消えるま
で、キースイッチを「RUN」位置に保ってく
ださい。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

333... グロー･プラグの警告ランプが消えたら、
キースイッチを「START」位置に回し、電気
式始動モータを連結するとともにエンジンを
クランキングしてください。

注注注記記記:::グロー･プラグの警告ランプが点灯している時
間は、エンジンの温度により異なります。

444... エンジンが始動したら、キースイッチを
「RUN」位置に戻してください。

555... エンジンの始動に失敗したら、ステップ2か
ら4を繰り返してください。

注注注記記記:::暖機運転の時間を短縮しようとして“空ぶか
し”のような運転をしないでください。

666... エンジンを3～5分間アイドル回転で運転する
か、ウォータ･テンペレチャ･インジケータが
上り始めるまでエンジンをアイドル回転数で
運転してください。寒冷時にエンジンを始動
した後のアイドリング運転では、エンジン回
転数を1000 rpmから1200 rpmに上げてくださ
い。これによって、エンジンを迅速に暖機す
ることができます。長時間にわたって低速ア
イドル回転を高めに維持する場合は、ハン
ド･スロットルを取り付けると操作が楽にな
ります。白煙が消えてから、正常運転に移っ
てください。

777... すべてのシステムが運転温度になるまでエン
ジンを低負荷で運転してください。暖機中に
すべてのゲージを点検してください。

i05401127

ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･ケケケーーーブブブルルルににに
よよよるるる始始始動動動

ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･ケケケーーーブブブルルルををを不不不適適適切切切ににに接接接続続続すすするるる
ととと、、、爆爆爆発発発ががが発発発生生生ししし、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす。。。

バババッッッテテテリリリののの付付付近近近ででではははスススパパパーーークククををを発発発生生生さささせせせななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。スススパパパーーークククににによよよっっっててて気気気化化化しししたたたガガガスススががが爆爆爆発発発すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。さささらららににに、、、ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･
ケケケーーーブブブルルルののの端端端どどどうううしししををを接接接触触触さささせせせたたたりりり、、、エエエンンンジジジンンンににに
接接接触触触さささせせせたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注記記記:::可能な場合は，始動が失敗する理由を最初に
特定します。 詳細については，トラブルシューティ
ングEngine Will Not Crank and Engine Cranks But
Will Not Startを参照してください。 必要であれば
修理する。 エンジンが始動しない原因がバッテリだ
けである場合は，バッテリを充電するか，ジャンプ
スタートケーブルを使用して別のバッテリによるエ
ンジン始動を行います。
バッテリの状態は，エンジンのスイッチを「OFF」
にした後で再点検できます。
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注意
電動スタータモータと同じ電圧のバッテリ電源を使
用します。 必ず、ジャンプ･スタートの電圧と同じ
電圧を使用してください。電圧が高いバッテリを使
用すると電気系統が損傷します。

バッテリ･ケーブルの極性を誤らないでください。
オルタネータが損傷する恐れがあります。接地ケー
ブルの取付けは最後に行い，取外しは最初に行う。

ジャンプスタートケーブルを取り付ける前に，すべ
ての電気部品を「OFF」にする。

始動させるエンジンへのジャンプスタートケーブル
接続前に，主電源スイッチが「OFF」位置になって
いることを確かめる。

111... ストールしたエンジンの始動スイッチを
「OFF」位置に回します。エンジンのアクセ
サリをすべてオフにします。

222... ジャンプスタートケーブルの一方の（+）側
を放電したバッテリのプラス（+）ケーブル
ターミナルに接続すること。ジャンプスター
トケーブルのもう一方の（+）側を電源のプ
ラス（+）ケーブル端子に接続する。

333... ジャンプスタートケーブルの一方の（-）側
を電源の（-）ケーブルターミナルに接続す
る。マイナス側ジャンプスタートケーブルの
もう一方の端を，エンジンブロックまたは車
体アースに接続します。この手順によって，
一部のバッテリから発生する可燃性ガスがス
パークによって着火するのを防止できます。

444... エンジンを始動します。

555... エンジンが始動したら，直ちに逆の手順で
ジャンプスタートケーブルを切り離します。

ジャンプスタートの実施後，過度に放電された
バッテリをオルタネータでは完全に再充電でき
ない場合があります。こうしたバッテリはエン
ジン停止後に交換するか，バッテリ充電器を使
用して正しい電圧まで充電する必要がありま
す。使用不可能と思われるバッテリであって
も，その多くは再充電が可能です。詳細は，取
扱説明書バッテリの交換および試験と調整マ
ニュアルBattery - Testを参照してください。

i02570684

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動後後後

注注注記記記:::周囲温度が0～60°C (32～140°F)の場合、暖
気運転の時間は約3分間です。外気温度が0°C
(32°F)より低い場合は、さらに暖気運転を続ける
必要がある場合もあります。

エンジンをアイドル回転数で暖機運転している
間に、次の状態を調べてください。

高圧燃料配管の点検は、エンジンや始動モータ
の運転中に行わないでください。運転中のエン
ジンを点検する場合は、液体による貫通事故を
防止するため、必ず正しい手順に従ってくださ
い。本取扱説明書安全に関する一般事項をご参
照ください。

• エンジンに負荷をかける前に、アイドル回転と半
速回転（エンジン負荷なし）で液体や空気の漏れ
を点検してください。 エンジンの用途によって
は、この方法が使用できない場合もあります。

• エンジンを3～5分間アイドル回転で運転するか、
ウォータ･テンペレチャ･インジケータが上り始め
るまでエンジンをアイドル回転数で運転してくだ
さい。 暖機中にすべてのゲージを点検してくだ
さい。

注注注記記記:::エンジンを運転している間は、頻繁にゲージ
の表示値を観測してデータを記録してください。 長
期間にわたって得られたデータを比較することによ
り、各ゲージの正常値がわかります。 長期間にわ
たって得られたデータを比較することにより、異常
な運転状態の発生を検知することもできます。 測定
値が著しく変化する場合は、検査を行ってくださ
い。
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エンジンの運転
i05401123

エエエンンンジジジンンンののの運運運転転転

適切な運転およびメンテナンスは，エンジンの
耐用年数と効率を最大化させる重要な要素で
す。取扱説明書の指示に従うことにより，最少
のコストでエンジン耐用年数を最大化できま
す。

エンジンを定格回転数で運転できるのは，エン
ジン作動温度への到達後です。エンジンは，エ
ンジンをローアイドル回転数や負荷が低い状態
で運転することで，通常の作動温度に到達しま
す。この方法は，エンジンを無負荷状態でアイ
ドリングさせるよりも効率的です。エンジンは
通常，数分程度で作動温度に到達します。

エンジン運転中に計器が示す値を監視し，でき
るだけ頻繁にデータを記録するようにしてくだ
さい。長期的なデータを比較することで，各計
器の正常値が特定できるはずです。長期的な
データ比較は，異常な運転状態の発生の検出に
も寄与します。測定値の著しい変化が認められ
た場合は，問題がないか調査してください。

i05156934

燃燃燃料料料節節節減減減のののたたためめめののの推推推奨奨奨方方方法法法

エンジンの効率を上げると燃費が悪化する恐れ
があります。 Perkins の設計と製造技術は，あ
らゆる用途で最高の燃料効率を実現している。
推奨手順に従って、エンジンの耐用年数中は最
適性能を達成することができるようにしてくだ
さい。

• 燃料をこぼさないでください。

燃料は暖まると膨張します。フュエル・タンク
から燃料があふれ出る恐れがあります。フュエ
ル･ラインに漏れが生じていないか点検してく
ださい。必要に応じて、フュエル･ラインを修
理してください。

• 異なる燃料の特性に注意してください。 推奨燃
料のみを使用してください。

• 不必要なアイドル回転数での運転は避けてくださ
い。

長時間のアイドル回転数運転は避けて、エンジ
ンを停止してください。

• エアクリーナのサービスインジケータは頻繁に確
認すること。 エア・クリーナ･エレメントはきれ
いな状態に維持してください。

• 電気系統は正常な状態に維持すること。

バッテリセルが1個でも不良だと，オルタネー
タに過剰な負荷が加わる。その結果、余分な電
力と燃料が消費されます。

• ドライブベルトの調整が正しいことを確認する。
ドライブベルトは正常な状態に維持すること。

• ホースの接続部がすべて十分に締め付けられてい
ることを確認してください。 接続部に漏れがな
いようにしてください。

• 被駆動装置が正常に稼動していることを確認して
ください。

• エンジンが冷めていると余分な燃料が消費されま
す。 可能な場合は、ジャケット･ウォータ･シス
テムおよび排気系統の熱を利用してください。
クーリング・システムのコンポーネントを清潔に
維持し、適切な修理を施してください。 水温調
整器なしに、絶対にエンジンを運転しないでくだ
さい。 これらすべての品目は作動温度を維持す
るのに役立ちます。
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エンジン停止
i02570697

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートしてエンジンの構成部品の早期
摩耗を生じる恐れがあります。

シャットダウンの前にエンジンを加速することはし
ないでください。

高温のままのエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトとベアリングの耐用年
数を最長にできます。

注注注記記記:::制御システムは、個々の用途によって異なり
ます。 遮断手順を理解しているか確かめてくださ
い。 エンジンを停止するには、次の一般ガイドライ
ンに従ってください。

111... エンジンの負荷を取り除いてください。 エ
ンジン回転数を低速アイドル回転数(rpm)ま
で下げてください。 5分間アイドル運転し、
エンジンを冷ましてください。

222... 5分間のアイドル運転の後、シャットオフ･シ
ステムにてエンジンを停止し、イグニッショ
ン･キー･スイッチを「OFF」位置に回してく
ださい。必要に応じて、OEMが供給する説明
書をご参照ください。

i02657830

非非非常常常停停停止止止

注意
非常停止ボタンは非常時専用です。通常のエンジン
停止用に非常停止装置や非常停止ボタンを使用しな
いでください。

OEMによっては、非常停止ボタンを装備してい
る場合があります。非常停止ボタンの詳細につ
いては、OEMからの資料をご参照ください。

エンジン停止後は、エンジンの作動をサポート
する外部システム用構成部品がしっかり固定さ
れていることを確かめてください。

i03334299

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止後後後

注注注記記記:::エンジン･オイルの点検をする前に、最低10分
間はエンジンを停止してオイル･パンにエンジン･オ
イルを戻してください。

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

• エンジンが停止したら、エンジンの燃料配管の整
備や修理を行う前に60秒間待ち、燃料の圧力が解
放されるようにしてください。 必要に応じて、
微調整をしてください。 低圧燃料系統、冷却系
統、潤滑系統、またはエア系統の漏れはすべて修
理してください。 漏れが起きている高圧配管は
すべて交換してください。 分解および組立説明
書燃料噴射配管 - 取付けをご参照ください。

• クランクケースのオイル･レベルを点検してくだ
さい。 オイル･レベルを、エンジン･オイル･レベ
ル･ゲージの “MIN（最低）”と “MAX（最高）”の
マークの間に維持してください。

• エンジンにサービス･アワー･メータが装備されて
いる場合は、表示値を記録しておいてください。
取扱説明書保守整備間隔計画に記載されている保
守整備を実施してください。

• 燃料内に水分が入るのを防ぐため、燃料タンクを
満量にしておいてください。 ただし、燃料タン
クに燃料を入れすぎないでください。

注意
取扱説明書の冷却水仕様内で推奨されている不凍液
／冷却水の混合液のみを使用してください。これを
怠るとエンジンを損傷する恐れがあります。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。
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• エンジンが冷めるまで待ってください。 冷却水
レベルを点検してください。

• 冷却水が凍結および腐食を防止する機能を維持し
ているか、点検してください。 必要に応じて、
適切な冷却水／水混合液を追加補充してくださ
い。

• すべての被駆動装置に対し、必要な定期保守整備
を実施してください。 この保守整備について
は、OEMの説明書に要点がまとめられています。
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寒冷時の運転
i05156927

寒寒寒冷冷冷時時時ののの運運運転転転

Perkins 製ディーゼルエンジンは，寒冷時でも
効率的な運用ができる。寒冷時のディーゼル･
エンジンの始動と運転は、以下の項目によって
異なります。

• 使用する燃料タイプ

• エンジン･オイルの粘度

• グロー･プラグの動作

• オプションの寒冷始動補助装置

• バッテリ状態

この項の内容は次の通りです。

• 寒冷時の運転に伴う潜在的な諸問題

• 外気温度が0～−40 °C (32～-40 °F)の場合に，
始動時と運転時の問題を最小限に抑えるための推
奨手順。

凍結温度域になっているエンジンを運転したり
保守整備することは容易ではありません。この
理由は次の要因による。

• 天候状態

• エンジンの用途

Perkins ディーラまたはPerkins の代理店から
の推奨事項は，過去の経験に基づいて得られた
ものである。ここに記載されている情報は，寒
冷時で運転する際のガイドラインになる。

寒冷時の運転に於けるヒント
• エンジンが始動したら，最低作動温度である

81 °C (177.8 °F)に達するまでエンジンを運転
し続ける。 運転温度になれば、吸気と排気バル
ブが固着するのを回避できます。

• エンジンのクーリング･システムと潤滑系統は、
シャットダウン後もすぐに冷めることはありませ
ん。 従って，ある程度の期間停止していたエン
ジンでも，比較的容易に始動することができる。

• 寒冷な時期が始まる前に適切なエンジン潤滑の仕
様を導入してください。

• ゴム製の部品（ホース，ファンドライブベルトな
ど）は，すべて毎週点検する。

• 電気配線と電気接続部に摩損または絶縁材の損傷
がないか点検してください。

• バッテリは十分に充電して保温した状態を保って
ください。

• 各作業の終了時には、フュエル･タンクを満タン
にしてください。

• エア･クリーナとエアインテイクは毎日点検して
ください。 雪が降る中で運転する場合は、エア
インテイクの点検を更に頻繁に実施してくださ
い。

• グロー･プラグが正常に作動することを確かめて
ください。 試験と調整マニュアルGlow Plug -
Testを参照。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ににによよよりりり、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ははは、、、可可可燃燃燃性性性ががが高高高くくく有有有毒毒毒
なななのののででで不不不適適適切切切ななな方方方法法法ででで保保保管管管すすするるるととと、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここのののよよようううななな行行行為為為ににによよよりりり、、、
爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

• 寒冷時でのケーブルによるジャンプ･スタートの
手順については、取扱説明書ジャンプ･スタート･
ケーブルによる始動 を参照してください。
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エンジン潤滑油の粘度
エンジン･オイル粘度を適正に保つことは不可
欠です。オイルの粘性により、エンジン始動回
転に必要となるトルクの大きさが左右されま
す。推奨されるオイルの粘度については、本取
扱説明書液体に関する推奨事項を参照してくだ
さい。

クーラントの推奨事項
クーリング･システムには予想最低外気温度に
見合った保護策を講じてください。推奨される
クーラント混合液については、本取扱説明書液
体に関する推奨事項を参照してください。

寒冷時には、頻繁にクーラントの適正グリコー
ル濃度を確認して凍結防止の備えとしてくださ
い。

エンジン･ブロック･ヒータ
エンジン･ブロック･ヒータ（装着している場
合）は、燃焼室の周囲にあるエンジン･ジャ
ケット･ウォーターを温めます。これにより，
次の利点が得られる。

• 始動性が向上します。

• 暖機時間が短縮されます。

電気式ブロック･ヒータは、エンジン停止と同
時に作動し始めます。通常，有効に機能するブ
ロックヒータは1,250/1,500 Wの装置である。
詳細については，Perkins ディーラまたは
Perkins の代理店に問い合わせること。

エンジンのアイドル回転
寒冷時にエンジンを始動した後にアイドリング
をするときは、エンジンrpmを1000～1200 rpmで
上げてください。そうすることによって、エン
ジンを迅速に暖機することができます。長い時
間にわたってロー･アイドル回転を高めに維持
するときは、ハンド･スロットルを固定位置に
設定すると容易になります。暖機運転の手順を
急ぐあまり、“空ぶかし”のような運転をしな
いでください。

エンジンのアイドリング中に、軽量負荷（寄生
的負荷）をかけることは最低作動温度の達成に
有益です。最低作動温度は，82 °C
(179.6 °F)である。

クーラント暖機の推奨事項
通常の作動温度よりも低下して不活性になって
いるエンジンは、暖機してください。これは，
エンジンを通常運転に戻す前に必ず実施するこ
と。極寒温度環境で運転しているときに、短い
間隔でエンジンの運転と停止を繰り返している
とエンジンのバルブ機構が損傷する恐れがあり
ます。通常運転をすることなく，暖機運転の完
了前にエンジンの始動と停止を何度も繰り返す
と，こうした事態が発生する恐れがある。

通常運転温度よりも低い温度でエンジンを運転
しているときは、燃料とオイルが燃焼室で完全
燃焼をしていません。不完全燃焼の燃料とオイ
ルにより、バルブ･ステムに軟性カーボンの付
着物が形成されます。通常運転温度のエンジン
では、これらの付着物が燃焼して消滅するので
問題になることはありません。

完全に暖機運転が完了する前に、エンジンの始
動と停止を何度も繰り返すとカーボンの付着物
が厚くなっていきます。その結果，次の問題が
発生する恐れがある。

• バルブの自由な動きが抑制されます。

• バルブの固着が起こります。

• プッシュロッドが曲がる可能性があります。

• バルブ･トレーンのコンポーネントにも損傷を及
ぼす恐れがあります。

これらの理由から、エンジンを始動するとき、
エンジンはクーラントの温度が最低71 °C
(160 °F)に達するまで作動する必要がありま
す。バルブ･ステムに付着するカーボン量は最
小限に維持して、バルブとバルブコンポーネン
トがいつも自由に動くようにしてください。

また十分なエンジンの暖機は，エンジンを構成
する他の部品を良好な状態に保ち，エンジンの
耐用年数を延ばすためにも実行する必要があ
る。潤滑も促進されます。オイルの酸化とス
ラッジの促進も遅延されます。その結果，エン
ジンベアリングやピストンリングなど，各種部
品の寿命も延長されるはずである。ただし，摩
耗や使用燃料を減らすため，不要なアイドル時
間は10分までに制限すること。
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水温調整器および断熱ヒータ回路
エンジンには水温調整器が装備されています。
エンジンクーラントが適切な作動温度以下であ
れば，ジャケットウォータはエンジンシリンダ
ブロックを通過してエンジンシリンダヘッドま
で循環する。その後、クーラントは、クーラン
ト温度調整器のバルブをバイパスする内部通路
を経由してシリンダ･ブロックに戻ります。こ
れにより、クーラントは温度の低い運転状態で
エンジンの周囲を流れます。エンジン･ジャ
ケット･ウォーターが適切な最低作動温度に達
すると水温調整器が開き始めます。ジャケッ
ト･ウォーターのクーラント温度が最低作動温
度以上に上昇すると、水温調整器がさらに開
き、より多くのクーラントがラジエータを介し
て流れて余分な熱を取り除きます。

水温調整器を段階的に開くことで、シリンダ･
ブロックとシリンダ･ヘッド間のバイパス通路
を段階的に閉じます。これにより，ラジエータ
に流れるクーラントの量が最大化され，最も効
率的に放熱を行うことができる。

注注注記記記:::Perkins 社は，ラジエータシャッターなどの空
気流量制限装置は，いずれも使用しないことを推奨
している。 空気流量の制限は、排気温度の上昇, 出
力低下, ファンの過剰使用 および 燃費低下の原因に
なります。

キャブ･ヒータは、極度の寒冷時に役立ちま
す。エンジンの供給口とキャブのリターン･ラ
インを断熱して、外気による熱損失を減らす必
要があります。

エア取入口とエンジン･コンパートメントの
断熱
−18 °C (−0 °F)を下回る温度を頻繁に経験す
る場合は、エア･クリーナ吸入口をエンジン･コ
ンパートメントの中に置くように指定する必要
があります。また、エア･クリーナがエンジン･
コンパートメント内にあると、エア･クリーナ
に入る雪を最小限に抑えることができます。さ
らに、エンジンで遮断された熱は吸気を暖める
のに役立ちます。

エンジン･コンパートメントを断熱すること
で、エンジン周囲の余熱が維持されます。

i05156905

燃燃燃料料料おおおよよよびびび寒寒寒冷冷冷時時時ののの影影影響響響

注注注記記記:::燃料は，Perkins の推奨する等級のものだけを
使用すること。 本取扱説明書Fluid
Recommendationsを参照。

寒冷環境で生じる問題は，次のコンポーネント
を使用することで最小限にできる。

• グロープラグ（装着の場合）

• エンジンクーラントヒータ（OEM オプションの場
合あり）

• 燃料ヒータ（OEM オプションの場合あり）

• フュエルラインの絶縁（OEM オプションの場合あ
り）

曇り点とは，燃料中でワックスの結晶が析出し
始める温度を指す。これらの結晶により燃料
フィルタが目詰まりする恐れがあります。

流動点とは、ディーゼル燃料の粘度が増す温度
を指します。フュエルライン，フュエルフィル
タ，フュエルポンプ中で，ディーゼル燃料は動
きにくさを増すことになる。

ディーゼル燃料の購入時は，この点に注意する
必要がある。エンジンの運用環境については，
平均の外気温度を考慮すること。ある気候の下
で給油したエンジンを異なる気候の土地へ移動
すると正常に運転できなくなることがありま
す。温度差によって不具合が生じることがあり
ます。

出力の低下あるいは冬季の性能低下に関するト
ラブルシューティングをする場合は，その前に
燃料のワックス化を確認しておくこと。

温度が0°C (32 °F)を下回る環境でエンジン
を作動させる場合は，低温用燃料の利用もでき
る。こうした燃料は，低温時に燃料がワックス
化するのを抑制する。

寒冷環境での運用の詳細は，取扱説明書Cold
Weather Operation and Fuel Related Components
in Cold Weatherを参照。

i05156872

寒寒寒冷冷冷時時時にににおおおけけけるるる燃燃燃料料料関関関連連連構構構成成成部部部
品品品

フュエル･タンク
燃料が満タンではないフュエル･タンクでは、
結露が発生する恐れがあります。エンジンの運
転後はフュエル･タンクを満タンにしてくださ
い。

フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿
物を排出する仕組みがあるはずです。
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フュエル･タンクには、供給配管の位置によっ
て水と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる
構造のものがあります。

一部のフュエル･タンクでは、タンク底部から
直接供給配管に燃料を送り出す構造のものもあ
ります。エンジンにそうしたシステムが装備さ
れている場合は、燃料系統フィルタを定期的に
メンテナンスすることが大切です。

週次,整備間隔およびフュエル･タンクの補充
時で燃料貯蔵タンクから水および沈殿物を抜き
取ります。このようにすれば、水および/ある
いは沈殿物が燃料貯蔵タンクから、エンジンの
燃料タンクへ送り出されるのを防ぐことができ
ます。

フュエル･フィルタ
プライマリフュエルフィルタは，フュエルタン
クとエンジンフュエルインレットの間に配置さ
れている。フュエル･フィルタを交換した後
は、フュエル･システムから空気泡を取り除く
ために常にフュエル･システムのプライミング
をします。フュエル･システムのプライミング
の詳細については、取扱説明書保守整備編を参
照してください。

プライマリフュエルフィルタの位置は，寒冷時
の運用で重要となる。プライマリフュエル･
フィルタとフュエル供給ラインは、低温燃料の
場合に影響する良く知られた構成要素です。

燃料ヒータ
注注記記::OEMの製品では，燃料ヒータが装備されている
ものもある。 その場合，フュエルトランスファポン
プでの燃料温度は73 °C (163 °F)を超えてはいけ
ない。

燃料ヒータ（装備されている場合）の詳細につ
いては，OEM情報を参照。
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給油整備編

交換容量
i05196286

補補補充充充容容容量量量

潤滑系統
エンジン･クランクケースの交換容量は、クラ
ンクケースまたはオイル･サンプ容量に標準的
なオイル･フィルタ容量を加えた概略容量で表
されています。補助オイル･フィルタ･システム
があると、さらに追加のオイルが必要になりま
す。オグジュアリ･オイル･フィルタの容量につ
いては、OEMの仕様書をご参照ください。潤滑
剤の仕様の詳細については，取扱説明書
Maintenance Sectionを参照。
表 4

エンジン
充填容量

コンパートメントまたはシス
テム 最小(1) 最大(2)

クランクケース･オイル･サンプ
6 L1

(.32 Imp gal)
14 L3

(.1 Imp gal)

(1) 最小値は、出荷時に取り付けられている標準オイル･フィルタ
を含む、クランクケース･オイル･サンプ（アルミ製）の概算
容量です。補助オイル･フィルタを装着したエンジンには追加
のオイルが必要です。オグジュアリ･オイル･フィルタの容量
については、OEMの仕様書をご参照ください。オイル･パン
の設計によって、オイル･パンのオイル容量が変わることがあ
ります。

(2) 最大クランクケース･オイル･サンプの概算容量。詳細につい
ては、OEMにお問い合わせください。

クーリング・システム
外部システム容量については、OEMの仕様書を
参照してください。この容量に関する情報は、
クーリング･システム全体に必要な冷却水/不凍
液の量を把握するために必要です。
表 5

エンジン
充填容量

コンパートメントまたはシステム リットル

エンジン エンジン

エンジン本体のみ TA(1) TTA(2)

9 L (1.97 Imp gal) 9.4 L (2.07 Imp gal)

OEMの外部システム(3)

(1) シングル･ターボチャージャ
(2) シリーズ･ターボチャージャ
(3) 外部システムには、熱交換器およびパイプなどのコンポーネントが取り付けられたラジエータあるいは補助タンクなどがあります。

OEMの仕様を参照してください。外部システムの容量の値をこの行に入力してください。
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i05401141

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項

潤滑油の一般情報
エンジン排出ガスの認証に対する政府規制に準
拠するため，潤滑油に関する推奨事項を遵守す
る必要があります。

• EMA エンジン製造業者協会（Engine
Manufacturers Association）

• API 米国石油協会（American Petroleum
Institute）

• SAE 自動車技術者協会（Society Of
Automotive Engineers Inc.）

EMAのガイドライン

Perkins はディーゼルエンジンオイルに関する
エンジン製造業者協会推奨ガイドラインを了承
しています。このガイドラインの詳細について
は，最新版のEMA刊行物, EMA DHD -1を参照して
ください。

APIのライセンス

米国石油協会（API，American Petroleum
Institute）から提示されているエンジンオイ
ルのライセンスおよび認証システムをPerkins
は了承をしています。このシステムの詳細につ
いては，最新版のAPI刊行物No. 1509を参照して
ください。 APIのマークが付いたエンジンオイ
ルは，APIの認定品です。

図
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代表的なAPI記号

用語
一部の略語は，SAE J754の命名規則に従ってい
ます。一部の等級はSAE J183の略語に従ったも
のがあり，同じく，ディーゼルエンジンオイル
に関するEMA推奨ガイドラインに従ったものも
あります。 Perkins による定義以外にも，潤滑
油の購入時に参考になる定義が存在します。オ
イルの推奨粘度については，本刊行物液体の推
奨事項/エンジンオイル（保守整備編）を参照
してください。

エンジンオイル

市販のオイル

注意
168 kWを上回る用途ではCI-4オイルを使用する必要
があります。

表 6

1104D産業用エンジンのAPI等級

オイルの仕様 給油整備間隔

CH-4/CI-4 500時間

CI-4 500時間

CG-4 250時間

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル使使使用用用エエエンンンジジジンンンののの給給給油油油整整整備備備間間間
隔隔隔 –バイオディーゼルの使用は，オイルの交換
間隔を短くすることがあります。エンジンオイ
ルの状態をモニタするには，オイル分析を利用
します。最適なオイル交換間隔の判定について
も，オイル分析を利用します。

注注注記記記:::PPPeeerrrkkkiiinnnsss はははCCCCCC,,, CCCDDD,,, CCCDDD---222 おおおよよよびびび CCCFFF---444エエエンンンジジジ
ンンンオオオイイイルルルををを承承承認認認しししててておおおらららずずず，，，こここれれれらららのののエエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

市販ディーゼルエンジンオイルの性能は，API
等級に基づいています。こうしたAPI等級は，
様々な条件下で運転される多様なディーゼルエ
ンジン用の市販潤滑油を提供する目的で制定さ
れたものです。

次の等級に適合する市販オイルのみを使用して
ください。

• API CH-4CI-4

正しい市販オイルの選択については，次の解説
を参照してください。

EEEMMMAAA DDDHHHDDD---111 – EMAからは，APIのオイル等級の代
替となる潤滑油についての推奨事項が策定され
ています。 DHD-1は，高速, 4ストロークサイク
ル,ヘビーデューティ およびライトデューティ
に分類されるディーゼルエンジンに関するオイ
ル性能レベルを定義した推奨ガイドラインで
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す。 DHD-1オイルは，推奨オイルがAPI CH-4 お
よび API CG-4の場合に，Perkins 製エンジンで
使用できます。 DHD-1オイルは，API CG-4と比
較して，優れた性能を発揮するよう開発されて
います。

DHD-1オイルは，各種の用途で運転される
Perkins 製高性能ディーゼルエンジンに必要と
される要件に適合します。 DHD-1の定義に使用
されている試験および試験限界値は，新しい
API CH-4等級のものと同等です。そのため，こ
れらのオイルは，低排出ガスである必要がある
ディーゼルエンジンの要件も満たしています。
DHD-1オイルは，有害なスート排出を抑制する
よう開発されており，耐摩耗性能およびオイル
フィルタの目詰まり防止能力が改善されていま
す。これらのオイルは，2分割鉄製ピストンお
よびアルミ製ピストンを用いたエンジンにおけ
るピストン堆積物の抑制でも優れた性能を発揮
します。

すべてのDHD-1オイルは，ベースストックおよ
び最終的な市販オイルの粘度グレードについ
て，包括的な試験プログラムを実施していなけ
ればなりません。 APIベースオイル互換性ガイ
ドラインのDHD-1オイルに適用するのは適切で
はありません。これは，市販オイルの製造過程
におけるベースストック変更に起因した性能の
変動を抑制するためのものです。

DHD-1オイルは，オイル寿命を最適化する延長
オイル交換間隔プログラムでの利用が推奨され
ます。これらのオイル交換間隔プログラムは，
オイル分析を基に実施されます。 DHD-1オイル
は，高品質オイルが求められる場合に利用が推
奨されます。オイル交換間隔の具体的な最適化
ガイドラインについては，Perkins の代理店に
お問い合わせください。

AAPPII CCHH--44 – API CH-4オイルは，新しい高性能
ディーゼルエンジンの要件に適合するように開
発されたものです。また，このオイルは低排出
ガスディーゼルエンジンの要件に適合するよう
にも設計されています。さらに，API CH-4オイ
ルは，旧型ディーゼルエンジンおよび高硫黄
ディーゼル燃料を使用するディーゼルエンジン
にも使用できます。 API CH-4オイルは，API CG-
4およびAPI CF-4オイルを使用するPerkins 製エ
ンジンで使用できます。 API CH-4オイルとAPI
CG-4オイルを比較すると，前者はピストンへの
体積,オイル消費量の制御,ピストンリングの
摩耗,バルブトレーンの摩耗,粘性の制御およ
び腐食性の点で総合的に後者を上回っていま
す。

API CH-4オイルについては，新たに3種類のエン
ジン試験が開発されました。 1番目の試験で
は，特に2分割鉄製ピストン式エンジンにおけ
るピストン堆積物を評価します。この試験（ピ
ストン堆積物）では，オイル消費量の制御性も
測定します。 2番目の試験は，オイルに中程度
のスートを混入して実施されます。この2番目
の試験で測定する基準は，ピストンリングの摩
耗,シリンダライナの摩耗および腐食の耐性で
す。新しい3番目の試験では，オイル中のスー
ト（すす）濃度を高めた状態で，バルブトレー
ンの摩耗,オイルフィルタの目詰まりに対する
耐性およびスラッジの制御が計測されます。

新しい試験の他に，API CH-4オイルでは，多量
のスートが発生する用途における粘度制御につ
いて，より厳格な基準が設定されています。こ
のオイルでは，耐酸化性能も向上しています。
API CH-4オイルは，アルミ製ピストン（非分
割）を使用するエンジンでの追加試験（ピスト
ン堆積物）に合格する必要があります。オイル
性能は，高硫黄ディーゼル燃料の利用地域で運
転されるエンジンについても策定されていま
す。

以上のような改良が加えられたことで，API CH-
4オイルはオイル交換間隔の最適化を実現して
います。 API CH-4オイルは，オイル交換間隔の
延長を目的とした利用が推奨されます。 API
CH-4オイルは，高品質オイルが求められる場合
に利用が推奨されます。オイル交換間隔の具体
的な最適化ガイドラインについては，Perkins
の代理店にお問い合わせください。

API等級に適合した一部の市販オイルについて
は，オイル交換間隔を短くする必要が生じるこ
とがあります。オイル交換間隔を決定するに
は，オイルの状態を詳しくモニタし，摩耗金属
に関する分析を行ってください。

注意
上記のオイル推奨事項に従わないと，堆積物や過度
の摩耗が原因でエンジン寿命が短くなる恐れがあり
ます。

直噴（DI）ディーゼルエンジンの全塩基価
（TBN）と燃料硫黄レベル
オイルの全塩基価（TBN，Total Base Number ）
は，燃料内の硫黄濃度に依存します。蒸溜燃料
を使用する直噴エンジンでは，新品オイルの
TBNが燃料内硫黄濃度の10倍以上になっている
必要があります。 TBNはASTM D2896に定義され
ています。オイルの最低TBNは，燃料内硫黄濃
度に関係なく5です。図26 にTBNの関係を示し
ます。
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図
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(Y) ASTM D2896に定義されているTBN
(X) 燃料内硫黄の重量比
(1) 新品オイルのTBN
(2) TBNが元の値の50 %に劣化したらオイルを交換します。

燃料内硫黄濃度が1.5 %を上回る場合は，次のガ
イドラインに従ってください。

• 選択すべきオイルは，EMA DHD-1 および API CH-4
のいずれかの等級を満たす中で最大TBNのもので
す。

• オイル交換間隔を短くします。 オイル分析に基
づいてオイル交換間隔を決定します。 オイル分
析には必ず，オイルの状態分析および金属摩耗分
析を含めてください。

TBNの値が大きいオイルを使用すると，ピスト
ン堆積物が過剰に発生することがあります。こ
うした堆積物は，オイル消費量の制御性やシリ
ンダボア内の摩耗性に悪影響を及ぼす可能性が
あります。

注意
直噴（DI，Direct Injection）式ディーゼルエンジン
で硫黄レベルが0.5 %を超える燃料を使用する場合
は，適切な磨耗対策を行うために，オイル交換の間
隔を短くする必要があります。

表 7

燃料中の硫黄濃度 オイル交換間隔

0.5未満 通常

0.5 ~ 1.0 通常の0.75

1.0を超過 通常の0.50

直噴（DI）ディーゼルエンジンの推奨潤滑
油粘度
オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエ
ンジンの始動時の最低外気温および，エンジン
運転中の最高外気温によって決まります。

冷えたエンジンの始動に必要なオイル粘度を判
断するには，表8（最低温度）を参照してくだ
さい。

予想される最高外気温度でのエンジンの作動に
必要なオイル粘度を選択するには，表8（最高
温度）を参照してください。

一般に，始動時の温度条件に適合する，粘度が
最高のオイルを使用することを推奨します。
表 8

エンジンオイル粘度

EMA LRG-1
API CH-4
粘度等級

外気温

最小値 最大値

SAE 0W20 −40 °C (−40 °F) 10 °C (50 °F)

SAE 0W30 −40 °C (−40 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 0W40 −40 °C (−40 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 5W30 −30 °C (−22 °F) 30 °C (86 °F)

SAE 5W40 −30 °C (−22 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 10W30 −20 °C (−4 °F) 40 °C (104 °F)

SAE 15W40 −10 °C (14 °F) 50 °C (122 °F)

合成ベースストックオイル
合成ベースオイルが使用できるのは，各エンジ
ンに課された性能要件を満たしている場合で
す。

一般に合成ベースオイルは次の2点において従
来型オイルよりも優れています。

• 合成ベースオイルは低温時の流動性が改善されて
おり，この性質は極寒条件では特に顕著です。

• 合成ベースオイルは酸化安定性が改善されてお
り，この性質は高温運転時に特に顕著です。

一部の合成ベースオイルは，オイル寿命を延ば
す特性を有しています。 Perkins はどのタイプ
のオイルであっても，オイル交換間隔の自動的
な延長を推奨していません。

再精製ベースストックオイル
再精製ベースストックオイルをPerkins 製エン
ジンで使用できるのは，Perkins の課した性能
要件を満たしている場合です。再精製ベースス
トックオイルは，最終製品オイル単独で使用す
ることも，新しいベースストックオイルと併用
することもできます。米国の軍用仕様および他
の重機メーカーの仕様も，同じ基準を満たす再
精製ベースストックオイルの使用を認めていま
す。
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再精製ベースストックオイルの製造工程では，
使用済みオイルに残留する摩耗金属および添加
剤が適切なレベルにまで除去される必要があり
ます。通常の再精製ベースストックオイルの製
造工程では，使用済みオイルに対する真空蒸溜
と水素処理が行われています。濾過の実施は，
再精製ベースストックオイルの品質維持におけ
る有効的な手法です。

寒冷時の潤滑油
エンジンの始動と運転を−20 °C (−4 °F)を下
回る外気温度で行う場合は，低温でも流動性の
あるマルチグレードオイルを使用してくださ
い。

これに該当するのはSAE 0WまたはSAE 5Wの粘度
グレードを有するオイルです。

エンジンの始動と運転を−30 °C (−22 °F)を下
回る外気温度で行う場合は，粘度グレードが0W
または5Wである合成ベースストックのマルチグ
レードオイルを使用してください。流動点が
−50 °C (−58 °F)よりも低いオイルを使用して
ください。

Perkins からは，寒冷時における次の潤滑油の
使用が推奨されています。

市販オイルを用いる場合は，API:CI-4, CI-4
PLUS, CH-4 および CG-4を使用してください。
オイルの潤滑粘度グレードは，SAE 0W-20, SAE
0W-30, SAE 0W-40, SAE 5W-30 および SAE 5W-40の
いずれかである必要があります。

市販のオイル添加剤
Perkins からは，市販の添加剤をオイルに添加
することは推奨されていません。 エンジン寿命
の最大化や定格性能の達成にあたって，市販の
添加剤の使用は必要ありません。 完全調合式の
製品オイルは，ベースオイルと市販の添加剤
パッケージから成り立っています。これらの添
加剤パッケージは，工業規格に則した特性を製
品オイルに持たせる目的で，精密な割合にて
ベースオイルに配合されています。

製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，
その性能や適合性を評価するための業界標準試
験は存在していません。市販の添加剤の利用
は，製品オイルで用いられている添加剤パッ
ケージとの互換性がない場合に，製品オイルの
性能を低下させる可能性があります。市販の添
加剤は，製品オイルとうまく混ざらない可能性
があります。これは，クランクケース内のス
ラッジ発生の原因になります。 Perkins から
は，市販の添加剤を製品オイルに使用しないこ
とが推奨されています。

Perkins 製エンジンの性能を最大限に引き出す
には，次のガイドラインに従ってください。

• 適切なオイルを選択するか，ディーゼルエンジン
オイルに関するEMA推奨ガイドラインないし推奨
されるAPI等級に適合する市販オイルを選択しま
す。

• 該当する“推奨油粘度”の表を参照して，各エン
ジンに適した適切なオイルの粘度グレードを確認
します。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。 オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書給油整備間隔に規定されている間隔
で，メンテナンスを実施します。

オイル分析
一部のエンジンには，オイルサンプリング用の
バルブが装着されています。分析が必要な場合
は，オイルサンプリングバルブを用いてエンジ
ンオイルのサンプルを取得してください。オイ
ル分析の実施は，予防メンテナンスプログラム
を補完するものです。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネ
ントの摩耗速度を調べるための診断ツールとし
て機能します。オイル分析を利用して，汚染を
特定して測定することができます。オイル分析
には，次の試験が含まれます。

• 磨耗率分析では，エンジンの金属磨耗がモニタさ
れます。 ここで分析されるのは，オイルに含ま
れる摩耗金属の量と種類です。 オイルに含まれ
るエンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増加
速度も重要です。

• オイルに対する水，グリコール，燃料の混入によ
る汚染を検出する試験が行われます。

• オイル状態分析では，オイルの潤滑特性の劣化具
合が確認されます。 赤外線分析が使用され，新
品のオイルと使用済みオイルのサンプルの特性が
比較されます。 整備担当者は，この分析を基に
して，オイル使用中の劣化度を確認できます。
同じく整備担当者は，交換前のオイルが仕様値に
対して実際にどのような性能を発揮しているか
を，この分析によって確認できます。

i05401137

液液体体にに関関すするる推推奨奨事事項項
(燃料の仕様)
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• 用用用語語語ののの説説説明明明

• ISO 国際標準化機構（International Standards
Organization）

• ASTM米国材料試験協会（American Society for
Testing and Materials）

• HFRR高周波往復リグ（High Frequency
Reciprocating Rig） ，ディーゼル燃料の潤滑試
験用

• FAME脂肪酸メチルエステル（Fatty Acid Methyl
Ester）

• CFR共同燃料研究（Co-ordinating Fuel
Research）

• LSD 低硫黄ディーゼル（Low Sulfur Diesel）

• ULSD超低硫黄ディーゼル（Ultra Low Sulfur
Diesel）

• RME菜種油メチルエステル（Rape Methyl Ester）

• SME大豆油メチルエステル（Soy Methyl Ester）

• EPA 米国環境保護庁（Environmental Protection
Agency）

一般情報
注意

ここでの情報は，正確かつ最新の内容を提供するよ
うに努めています。本資料を使用することにより，
Perkins Engines Company Limitedが過失や不作為に
対して一切責任を負わないことに，同意するものと
します。

注意
これらの推奨事項は，予告なしに変更されることが
あります。 最新の推奨事項については，Perkinsの
代理店にお問い合わせください。

ディーゼル燃料の要件
満足できるエンジン性能を引き出せるかは，良
質な燃料の使用にかかっています。良質な燃料
の使用は，長いエンジン寿命および許容可能
な排出ガスレベルをもたらします。燃料は，
表9にまとめた最小要件を満たす必要がありま
す。

注意
脚注は，Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様表にお
いて重要な部分 です。 脚注はすべて読んでくださ
い。
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表 9

Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様(1)

特性 UNITS（測定単位） 要件 AASSTTMM試験 IISSOO試験

芳香化合物 容量パーセント 最大 35% D1319 ISO3837

灰分 %質量 最大0.01 % D482 ISO6245

残油10 %でのカーボン残
留物

%質量 最大0.35 % D524 ISO4262

セタン価(2) - 最低40 D613/D6890 ISO5165

曇り点 °C 曇り点は予想最低周囲温度
を下回らないこと。

D2500 ISO3015

銅断片の腐食 - 最大No.3 D130 ISO2160

密度（温度15 °C (59 °F)
時）(3)

kg/m3 最小801，最大876 該当試験なし ISO 3675ISO 12185

蒸留 °C 282 °C (539.6 °F)で最大10
%
360 °C (680 °F)で最大90 %

D86 ISO3405

引火点 °C 法定制限内 D93 ISO2719

熱安定性 - 150 °C (302 °F)で180分エ
イジングした後、最低80%
の反射率

D6468 該当試験なし

流動点 °C 外気温度から最低6 °C
(42.8 °F)以下

D97 ISO3016

硫黄(1) (4) %重量 最大1 % D5453/D26222 ISO 20846ISO 20884

動粘度(5) “MM”2“/S（cSt）” 燃料の粘度は，フュエルイ
ンジェクションポンプへの
供給時点の値です。 “最小
1.4/最大4.5”

D445 ISO3405

水と沈殿物 %質量 最大0.1 % D1796 ISO3734

水 %質量 最大0.1 % D1744 該当試験なし

沈殿物 %質量 最大0.05 % D473 ISO3735

粘性物質と樹脂 (6) mg/100 ml 最大100 mL当たり10 mg D381 ISO6246

潤滑補正後の摩耗痕径（
60 °C (140 °F)）。(7)

mm 最大0.52 D6079 ISO12156-1

(1) この仕様には，超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra Low Sulfur Diesel）の要件が含まれます。 ULSD燃料中の硫黄分は≤ 15 ppm（0.0015
%）です。試験法はASTM D5453，ASTM D2622，またはISO 20846，ISO 20884を参照してください。この基準には，低硫黄ディーゼル
（LSD）の性能要件が含まれています。 LSD燃料中の硫黄分は≤ 500 ppm（0.05%）です。詳細については，“ASTM 5453，ASTM
D2622”, “ISO 20846”および “ISO 20884試験法”を参照してください。

(2) 高所または寒冷地での運用時は，高セタン価燃料の使用を推奨します。
(3) “標準表による等価なAPI比重は，最小密度801 kg/m3（立方メートル当たりキログラム）については45，最大密度876 kg/m3については

30”です。
(4) 燃料に対して硫黄分の制限を定めている法規は，地域，国家，国際レベルで存在しています。特定のエンジン用途に用いる燃料の選択時

は，事前に該当するすべての規制事項を検討してください。 Perkins 製のフュエルシステムおよびエンジンコンポーネントは，高硫黄燃
料で運転することができます。燃料の硫黄レベルは排気ガスに影響を与えます。さらに，高濃度の硫黄は内部コンポーネントを腐食させ
る危険性を高めます。燃料中の硫黄レベルが0.5 %を超えると，オイル交換間隔が著しく短縮する可能性があります。詳細は，本書液体
の推奨事項（潤滑油の一般情報）を参照してください。

(5) 燃料の粘度値は，燃料が燃料噴射ポンプに供給された時点での値です。燃料はASTM D445またはISO 3104の試験法にて40 °C (104 °F)におけ
る最低粘度と最大粘度の要件も満たす必要があります。低粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を1.4 cSt以上
に維持するため，燃料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を4.5 cStに下
げるため，燃料ヒータが必要な場合もあります。

(6) ガソリン（エンジン）用の試験条件や試験方法に従ってください。
(7) 低硫黄および超低硫黄の燃料では，燃料の潤滑性が問題になります。燃料の潤滑性はISO 12156-1またはASTM D6079高周波往復リグ

（HFRR，High Frequency Reciprocating Rig）試験で判断します。燃料の潤滑性が最低条件に適合しない場合，燃料の供給元にご相談くだ
さい。燃料の供給元に相談しないで燃料を処理しないでください。一部の添加剤は互換性がありません。これらの互換性のない添加剤を
使うと，フュエルシステム内で問題が発生するおそれがあります。
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注意
Perkinsの推奨燃料を使用しない場合，始動の困難,
燃焼の不備,フュエルインジェクタでの堆積,フュエ
ルシステム寿命の低下,燃焼室での堆積およびエン
ジン寿命の低下が生じる場合があります。

ディーゼル燃料の特性
Perkins による推奨事項

セタン価
高セタン価の燃料は，点火遅れが短くなりま
す。これによりイグニッション特性は向上しま
す。セタン価の値は，標準CFRエンジンにおけ
るセタンとヘプタメチルノナンの燃料成分比を
基に決められます。試験法についてはISO 5165
を参照してください。

現行のディーゼル燃料では通常，45を超えるセ
タン価が期待されています。ただし一部地域で
は，セタン価40の燃料が使われている場合もあ
ります。アメリカ合衆国も，こうした低セタン
価の該当地区の1つです。平均的な始動条件で
あれば，最低40のセタン価が要求されます。高
所または寒冷地での運用時は，高セタン価が要
求される場合があります。

寒冷条件での始動が失敗する場合，低セタン価
燃料が根本原因となっていることがあります。

粘度
液体の粘度とは，分割や流動の動きに対して抵
抗しようとする特性のことです。 粘度は，温度
が上がると低下します。通常の化石燃料の場
合，こうした粘度の低下は対数関数的な関係と
なります。通常参照されるのは，動粘度です。
これは，粘度を密度で割った比率として定めら
れます。一般に動粘度の測定には，標準の温度
環境にて重力粘度計を使用します。試験法に
ついてはISO 3104を参照してください。

燃料の粘度が重要なのは，燃料はフュエルシス
テムのコンポーネントに対する潤滑油としても
働くためです。こうしたフュエルシステムに対
する潤滑を，極端な低温および極端な高温の両
環境にて果たすため，燃料には十分な粘度が必
要とされます。フュエルインジェクションポン
プでの動粘度が1.4 cStを下回っていると，フュ
エルインジェクションポンプが損傷する場合が
あります。このような損傷は，過度なスカフィ
ングや固着の発生原因となります。低い粘度に
起因した問題には，エンジン再始動の困難，ス
トール，性能低下などもあります。高い粘度に
起因した問題としては，ポンプの固着がありま
す。

Perkins の推奨する動粘度は，フュエルイン
ジェクションポンプ到達時にて1.4および4.5
mm2/secという値です。

密度
燃料の密度とは，特定温度における単位体積あ
たりの重量を意味します。このパラメータが直
接的な影響を及ぼすのは，エンジン性能および
排出ガスです。これは，噴射される一定の燃料
体積に対する熱出力を規定します。この値は
通常15°C (59 °F)でのkg/mで示されます。

Perkins は適切な出力を得るための密度として
841 kg/mを推奨しています。より軽い燃料も使
用できますが，その場合に定格出力は得られま
せん。

硫黄

硫黄レベルを規定しているのは，排出ガスの規
制法です。燃料に対して硫黄分の制限を定め
ている法規は，地域，国家，国際レベルで存在
しています。燃料の硫黄分と品質については，
当該地域にて適用される，すべての排ガス関連
法規に準拠している必要があります。

試験法ASTM D5453，ASTM D2622，またはISO
20846 ISO 20884を用いた値として，低硫黄
ディーゼル（LSD，Low Sulfur Diesel）燃料の
硫黄分は500 PPM（0.05 %）未満である必要があ
ります。試験法ASTM D5453，ASTM D2622，また
はISO 20846 ISO 20884を用いた値として，超低
硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra Low Sulfur
Diesel）燃料の硫黄分は15 PPM（0.0015 %）未
満である必要があります。 LSDおよびULSD燃料
の利用が許容されるのは，表9にまとめた最小
要件を満たしている場合です。これらの燃料の
潤滑性については，摩耗痕径が0.52 mm
(0.0205 in)を下回っている必要があります。
燃料の潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施されます。詳細はISO
12156-1を参照してください。

一部の地域および一部の用途では，重量比0.5 %
を超える高硫黄燃料のみしか入手できない場合
があります。硫黄分の非常に高い燃料は，エン
ジン摩耗の原因となります。高硫黄燃料は，排
出粒子に関して悪影響を及ぼします。当該地域
の排出ガスの規制法で許可されている場合，高
硫黄燃料の利用が可能です。排出ガス規制が施
されていない地域では，高硫黄燃料の利用が可
能です。

高硫黄燃料しか利用できない場合は，エンジン
での高アルカリ潤滑オイルの使用あるいは，潤
滑オイルの交換間隔の短縮が必要となります。
燃料中の硫黄分の詳細については，本取扱説明
書液体に関する推奨事項（潤滑油の一般情報）
を参照してください。
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潤滑性

燃料が有すこの特性は，ポンプの摩耗を防止す
るよう機能します。液体の潤滑性とは，負荷の
かかった接触面間に生じる摩擦を抑制しようと
する能力です。摩擦に起因する損傷は，この能
力によって低減されます。フュエルインジェク
ションシステムは，その機構上，燃料の潤滑特
性に依存しています。燃料中の硫黄分が規制さ
れる以前の定説では，燃料の潤滑性は粘度に
よって賄うものとされていました。

潤滑性の占める重要性が高まった背景には，現
在流通している低粘度燃料，低硫黄燃料およ
び，芳香族分が低い化石燃料の登場がありま
す。こうした燃料が製造されるようになった理
由は，排出ガスに対して厳格な規制が課される
ようになったからです。ディーゼル燃料の潤滑
性を測定するために試験法が開発され，この試
験はHFRR上にて60 °C (140 °F)で実施されま
す。試験法の詳細については，ISO 12156パー
ト1およびCECドキュメントF06-A-96を参照して
ください。

潤滑性については，摩耗痕径が0.52 mm
(0.0205 in)を下回っている必要があります。
燃料の潤滑性試験は，HFRR上にて60°C
(140 °F)の温度で実施されます。詳細はISO
12156-1を参照してください。

燃料の潤滑性は，添加剤の追加により改善され
る場合があります。添加剤の使用が必要な場合
は，その状況について燃料サプライヤにご相談
ください。燃料サプライヤが'添加剤の使用お
よび適切な扱い方を推奨をします。

蒸留

この方式で留出された燃料には通常，複数の炭
化水素成分が混在しています。高い比率での軽
量炭化水素の存在は，燃焼特性に影響を及ぼし
ます。

燃料の分類

ディーゼルエンジンには，さまざまな種類の燃
料を燃焼する能力があります。これらの燃料は
表10 に示した4つの一般グループに分類されま
す。
表 10

燃料グループ 分類

グループ1 推奨される燃料 製品の寿命を保持
します

グループ2 適切な燃料添加剤と
の併用で許容される
燃料

これらの燃料はエ
ンジンの性能や寿
命を低下させる可
能性があります

(続き)

(表 10、続き)

グループ3 適切な燃料添加剤と
の併用で許容される
燃料

これらの燃料はエ
ンジンの性能や寿
命を低下させます

グループ4 バイオディーゼル

グループ1仕様（推奨される燃料）
このグループの燃料仕様は，許容範囲と見なさ
れます。

• EN590 DERVグレードA, B, C, E, F, クラス, 0, 1,
2, 3 および 4

• BS2869クラスA2オフハイウェイガスオイルレッド
ディーゼル

• ASTM D975, クラス1D および クラス2D

• JIS K2204グレード1，2，3および特殊グレード
3。このグレードの燃料は，表9 に示した最小の
潤滑性要件 を満たす必要があります。

• 5% FAME ~ EN14214については，表9 に示した要件
を満たす燃料と混合することができます。 この
ブレンドは一般にB5と呼ばれています。

注注記記::LSDおよびULSD燃料の利用が許容されるのは，
表9 にまとめた最小要件を満たしている場合です。
これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕径 が
0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要がありま
す。 潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C (140 °F)の
温度で実施されます。 詳細はISO 12156-1を参照し
てください。 試験法ASTM D5453，ASTM D2622，また
はISO 20846 ISO 20884を用いた値として，LSD燃料の
硫黄分は500 PPM（0.05 %）未満である必要がありま
す。 試験法ASTM D5453，ASTM D2622，またはISO
20846 ISO 20884を用いた値として，ULSD燃料の硫黄
分は15 PPM（0.0015 %）未満である必要がありま
す。

グループ2仕様（許容される燃料）
このグループの燃料仕様は許容範囲と見なされ
ますが，適切な燃料添加剤との併用が前提であ
り，またこれらの燃料はエンジン寿命と性能を
低下させる可能性があります。

• JP7（MIL-T-38219）

• NATO F63

• JP8

• JP5

• Jet A1（ASTM D1655）

• Jet A（ASTM D1655）

• NATO F34
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注注記記::これらの燃料は，適切な燃料添加剤との併用
を前提としてのみ，許容されます。 これらの燃料
は，表9 にまとめた要件を満たす必要があります。
準拠した燃料であるかについてのサンプル分析が必
要です。 これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕
径 が0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。 燃料の潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施されます。 詳細はISO 12156-
1を参照してください。 フュエルインジェクション
ポンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチス
トークスである必要があります。 フュエルインジェ
クションポンプ到達時の最小粘度が1.4センチス
トークスとなるよう，燃料冷却が必要となる場合が
あります。

グループ3仕様（許容される燃料）

このグループの燃料仕様については，適切な燃
料添加剤との併用が必須です。この燃料はエン
ジン寿命と性能を低下させます。

JIS 2203#1および#2灯油

注注記記::これらの燃料は，適切な燃料添加剤との併用
を前提としてのみ，許容されます。 これらの燃料
は，表9 にまとめた要件を満たす必要があります。
準拠した燃料であるかについてのサンプル分析が必
要です。 これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕
径 が0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。 燃料の潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施されます。 詳細はISO 12156-
1を参照してください。 フュエルインジェクション
ポンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチス
トークスである必要があります。 フュエルインジェ
クションポンプ到達時の最小粘度が1.4センチス
トークスとなるよう，燃料冷却が必要となる場合が
あります。

グループ4バイオディーゼル

バイオディーゼルとは，脂肪酸のモノアルカリ
エステルを基にした燃料だと規定できます。
バイオディーゼルは，様々な種類の原材料から
作ることのできる燃料です。欧州で最も一般的
なバイオディーゼルは菜種油メチルエステル
（REM，Rape Methyl Ester）です。このバイオ
ディーゼルは菜種油がその製造原料となってい
ます。大豆油メチルエステル（SME，Soy
Methyl Ester）は，米国で最も一般的なバイオ
ディーゼルです。このバイオディーゼルは大豆
油がその製造原料となっています。大豆油と
菜種油は代表的な原料です。これらの燃料は
まとめて脂肪酸メチルエステル（FAME，Fatty
Acid Methyl Ester）と総称されています。

単に植物油として絞り出しただけの状態は，ど
のような濃度であっても圧縮エンジンでの使用
には適しません。 エステル加工をしないと，こ
れらの油分はクランクケースやフュエルタンク
内でゲル化してしまいます。現在製造されてい
るエンジンではエラストマーという弾性高分子
が使われていますが，その多くはこの種の燃料
と親和性がない可能性があります。これらの油
分は，その本来の組成のままでは圧縮エンジン
用の燃料には適しません。バイオディーゼルの
代替ベースストックとなる候補としては，獣脂
，食用油の廃油など，各種の原材料が存在しま
す。いずれの候補にせよ，燃料としての使用に
はエステル化が必須となります。

注注記記::Perkins が製造したエンジンは，米国環境保護
庁（EPA，Environmental Protection Agency）およ
び欧州認証（European Certification） が定めた燃
料の使用が認定されています。 Perkins は，これら
以外の燃料を使用したエンジンを認めていません。
エンジンの使用者は，製造元が推奨し，EPAその他
の該当する規制事項に適合した燃料を使用する責任
があります。

バイオディーゼルの使用に関する推奨事項
FAMEの使用は許容されます。ただし，次の条件
を満たすことが前提です。

• FAME燃料はEN14214に準拠している必要がありま
す。

• 最大5 %のFAMEと鉱油ディーゼル燃料 の混合が可
能ですが，それには表9 に示した燃料仕様に準拠
した燃料である必要があります。 このブレンド
は一般にB5と呼ばれています。 5 %を上回る混合
は許容範囲外となります。 濃度が5 %を上回る
と，製品寿命 が短くなり，フュエルインジェク
ションシステムが故障する危険性が生じます。

注注記記::排出ガス基準が適用されるPerkins 製エンジ
ンでのバイオディーゼルの使用について，適切な免
除が地域または国家レベルで必要となる場合，そう
した許諾を得る責任は，バイオディーゼルおよび混
合バイオディーゼルの利用者が負うものとします。
EN 14214に適合したバイオディーゼルは許容されま
す。 バイオディーゼルについては，許容される蒸溜
ディーゼル燃料を指定された割合 の上限にて混合す
る必要があります。 ただし，次に示す運用上の推奨
事項を遵守しなければなりません。
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• バイオディーゼルの使用は，オイルの交換間隔に
影響することがあります。 エンジンオイルの状
態をモニタするには，オイル分析サービスを利用
します。 最適なオイル交換間隔の判定について
も，オイル分析サービスを利用します。

• バイオディーゼルの使用が許容されるかについて
は，フュエルフィルタの製造元に確認してくださ
い。

• 蒸溜燃料とバイオディーゼルを比較した場合，バ
イオディーゼルのエネルギー放出量はガロン当た
り5 % ~ 7 %少なくなります。 この出力損失を補う
目的で，エンジンの定格を変えないでください。
これは，エンジンで使用する燃料を100 %蒸溜
ディーゼルに戻した場合の問題発生を防止するた
めの措置です。

• バイオディーゼルとエラストマーの親和性につい
ては，現在検証中の段階です。 シールおよび
ホースの状態は，定期的にモニタしてください。

• バイオディーゼルの貯蔵中や運転中に外気温度が
下がると，問題が発生する可能性があります。
低い外気温度では，この燃料をヒータ付きの建物
内や貯蔵タンクに保管しておく必要がある場合が
あります。 フュエルシステムについては，ヒー
タ付きのフュエルライン，フィルタ，タンクが必
要になる場合があります。 これらの予防措置を
怠ると，低い外気温度によりフィルタの目詰まり
やタンク内での燃料の凝固が発生する恐れがあり
ます。 燃料の混合および適切な曇り点を得る た
めのサポートについては，バイオディーゼルのサ
プライヤ にお問い合わせください。

• バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低く，
これは長期保存する際の問題 となります。 酸化
安定性の低さに起因して，フュエルシステムでの
燃料の酸化が促進される可能性があります。 特
に電子制御式フュエルシステム装備のエンジンで
は，より高温でエンジンが運転されるため，この
傾向は顕著になります。 酸化安定性を向上させ
るための添加剤については，燃料サプライヤにお
問い合わせください。

• バイオディーゼルは，様々な種類の原材料から作
ることのできる燃料です。 使用されている原材
料は，製品の性能に影響する可能性があります。
影響を受ける燃料の特性は，低温時の流動性およ
び酸化安定性 の2つです。 必要な情報について
は，燃料サプライヤにお問い合わせください。

• 運転頻度の低いエンジンについては，バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンド の
使用は推奨されません。 これは酸化安定性が低
いためです。 ある程度のリスクを承知した上で
バイオディーゼルを利用する場合は，最大B5を上
限としてください。 バイオディーゼルの使用を
制限するべき用途としては，スタンバイ発電装置
および 緊急用車両が例として挙げられます。

• バイオディーゼルは，微生物の混入と成長に非常
に適した媒体です。 微生物の混入と増殖は，
フュエルシステムの腐食およびフュエルフィルタ
の早期目詰まりを起こす危険性があります。 バ
イオディーゼルに対する従来の抗菌添加剤 を使
用，およびバイオディーゼルに対する従来の抗菌
添加剤 の有効性については不明な段階です。 サ
ポートについては，燃料および添加剤のサプライ
ヤにお問い合わせください。

• フュエルタンクからの水分の排出については，慎
重に実施してください。 水分の存在は，微生物
の混入と増殖を助長します。 バイオディーゼル
を留出燃料と比較すると，本質的にバイオディー
ゼルにはより多くの水分が混入している可能性が
高くなっています。

寒冷環境用の燃料
欧州基準のEN590には，気候に応じた要件およ
び複数のオプションが定められています。この
オプションは，地域ごとに異なったものが適用
できます。極寒気候や厳しい冬季気候につい
ては，5つのクラスが用意されています。（0,
1, 2, 3 および 4）。

EN590 CLASS 4準拠の燃料は−44 °C (−47.2 °F)
の低温環境で使用できます。燃料の物理的性質
の詳細については，EN590を参照してくださ
い。

米国で使用されているディーゼル燃料ASTM D975
1-Dは，−18 °C (−0.4 °F)を下回る極低温環境
で使用できる場合もあります。

極端な低温環境の場合は，表11に示した燃料の
使用も可能です。 これらの燃料は−54 °C
(−65.2 °F)まで低下する温度環境での使用を意
図したものです。
表 11

軽質蒸溜燃料(1)

整備基準値 勾配

MIL-T-5624R JP-5

MIL-T-83133D JP-8

ASTM D1655 Jet-A-1
(1) これらの燃料の利用が許容されるのは，適切な燃料添加剤の

利用が前提であり，表9にまとめた最低要件も満たしている必
要があります。準拠した燃料であるかについてのサンプル分
析が必要です。燃料の潤滑性については，HFFR上で試験され
る摩耗痕径が0.52 mmを下回っている必要があります。試験
は60 °Cの温度で実施される必要があります。詳細について
は，ISO 12156-1を参照してください。フュエルインジェク
ションポンプに到達時の燃料の粘度は，最低1.4センチストー
クスである必要があります。フュエルインジェクションポン
プ到達時の最小粘度が1.4センチストークスとなるよう，燃料
冷却が必要となる場合があります。
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デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料にににアアアルルルコココーーールルルあああるるるいいいはははガガガソソソリリリンンンををを
混混混ぜぜぜるるるととと，，，エエエンンンジジジンンンのののクククララランンンクククケケケーーースススやややフフフュュュエエエルルル
タタタンンンクククににに爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままま
すすす。。。 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの希希希釈釈釈にににアアアルルルコココーーールルルやややガガガソソソリリリ
ンンンははは用用用いいいななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 こここののの指指指示示示ににに従従従わわわななないいい
ととと，，，傷傷傷害害害まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ののの原原原因因因とととなななるるる場場場合合合がががああありりり
ままますすす。。。

ディーゼル燃料に関する仕様は，政府や技術協
会から公開されているものが他にも数多く存在
しています。一般にそうした仕様の多くは，表
9に示した要件の一部しか評価していません。
エンジン性能を最適化するにあたっては，エン
ジンの運用開始前に完全な燃料分析データを入
手しておく必要があります。そうした燃料分析
では，表9に示したすべての特性を網羅してい
るべきです。

燃料添加剤

ディーゼル燃料用補助添加剤は，通常は推奨さ
れません。それは，フュエルシステムやエンジ
ンに損傷を与える危険性があるためです。適切
なディーゼル燃料用補助添加剤の追加について
は，ディーゼル燃料のサプライヤまたは燃料の
製造元が行うはずです。

Perkins は，一部環境における添加剤の必要性
について，その事実を把握しています。燃料添
加剤は，十分に注意して使用してください。添
加剤の使用が必要な場合は，その状況について
燃料サプライヤにご相談ください。使用すべき
添加剤および適切な扱い方についての推奨事項
を，燃料サプライヤが用意している場合もあり
ます。

注注注記記記:::添加剤が必要な場合に最善の結果を得る方法
は，そうした燃料の処理を燃料サプライヤ側にて行
うことです。 処理後の燃料は，表9 にまとめた要件
を満たす必要があります。

i05401110

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項
(クーラントの仕様)

クーラントの一般情報
注意

オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。

注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要
となります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関
係しています。クーリングシステムの不具合と
関連した故障には，オーバーヒート,ウォータ
ポンプでの漏洩およびラジエータや熱交換器
の目詰まりがあります。

これらの故障は，クーリングシステムの適切な
メンテナンスによって回避できます。クーリン
グシステムのメンテナンスは，フュエルシステ
ムおよび潤滑システムのメンテナンスと同様に
重要です。クーラントの品質は，燃料および潤
滑オイルの品質と同様に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリ
コールの3要素で構成されています。

水
クーリングシステムにおける水の役割は，熱を
伝達することです。

エエエンンンジジジンンンクククーーーリリリンンングググシシシススステテテムムムにににははは，，，蒸蒸蒸溜溜溜水水水ままま
たたたははは脱脱脱イイイオオオンンン水水水ののの使使使用用用ががが推推推奨奨奨ささされれれままますすす。。。

クーリングシステムには，硬水,塩分を含む軟
水および海水を使用しないでください。

蒸溜水または脱イオン水が入手不可能な場合
は，表12 に記載の特性を備えた水を使用しま
す。
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表 12

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0

水の分析については，次のいずれかの機関にお
問い合わせください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添加剤
添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面
を保護することです。クーラントに添加剤が加
えられていない，あるいは量が不十分な場合
は，次の状態が発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化して
いきます。こうした添加剤は，定期的に交換す
る必要があります。

添加剤は適切な濃度で加える必要があります。
添加剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈
殿する原因になります。これらの沈殿物は，次
のような問題を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩

• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

グリコール
クーラント中のグリコールは，次の状態の防止
に効果を発揮します。

• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins 社では，最適な性能を得るにあたって
水とグリコールの1:1混合液を推奨していま
す。

注注記記::混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注注記記::100パーセントの純粋グリコールは−23 °C
(−9 °F)の温度で凍結します。

一般的な凍結防止剤としては，エチレングリ
コールが最も多く利用されています。同じく，
プロピレングリコールが使用される場合もあり
ます。水との1:1混合液においてエチレングリ
コールとプロピレングリコールは，凍結と沸騰
に対して同様の保護性能を発揮します。表13
および14 を参照してください。
表 13

エチレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −36 °C (−33 °F)

60 % −51 °C (−60 °F)

注意
熱伝導性の劣化を防ぐため、プロピレン･グリコー
ルは50%を超える濃度で使用しないでください。沸
騰または凍結に対する保護性能強化が求められる条
件下では、エチレン･グリコールを使用してくださ
い。

表 14

プロピレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −29 °C (−20 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クー
ラントの比重計測で行います。

推奨冷却水

• ELC エクステンドライフクーラント
（Extended Life Coolant）

• SCA 補助クーラント添加剤（Supplement
Coolant Additive）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

Perkins 製ディーゼルエンジンでは，次の2種
類のクーラントが使用されています。
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推推奨奨 – Perkins ELC

良良好好 –市販のヘビーデューティ不凍液でASTM
D4985仕様に適合するもの

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkins では，水とグリコールの1:1混合液を
推奨しています。水とグリコールのこの配合
は，不凍液として最適なヘビーデューティ性能
を発揮します。より強力な凍結防止能力が必要
な場合，この水とグリコールの比率は1:2まで
増やすことができます。

注注記記::ASTM D4985規格に適合した市販のヘビーデュー
ティ不凍液については，最初の充填時にSCAでの処
理が必要になる場合があります。 各製品のOEM資料
またはラベルを参照してください。

沸騰防止や凍結防止が不要な定置エンジンや舶
用エンジンの場合，SCAと水の混合液が使用で
きます。 Perkins では，これらのクーリングシ
ステムに対して，SCAの濃度6 ~ 8 %を推奨してい
ます。好ましいのは，蒸溜水または脱イオン水
の使用です。その他の水も，推奨された特性を
有していれば使用できます。
表 15

クーラントの使用期間

クーラントの種類 使用寿命

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

市販のヘビーデューティ不凍
液でASTM D4985に適合するも

の
3,000サービス時間または2年

Perkins POWERPART SCA 3,000サービス時間または2年

市販SCAと水 3,000サービス時間または2年

ELC

Perkins からは，次の用途で用いるELCが提供
されています。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン

• 自動車用途

ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント
用のものと同じではありません。 ELCは，エチ
レングリコールをベースにしたクーラントで
す。ただしELCでは，有機腐食抑制剤と消泡剤
が使用されており，少量の亜硝酸塩を含んでい
ます。 Perkins ELCにおけるこれらの添加剤の
量は，エンジンクーリングシステム内のあらゆ
る金属を腐食から保護するための最適な配合に
されています。

ELCは，蒸溜水との調製済み溶液として提供さ
れています。 ELCの混合比は1:1です。調製済
みELCは−36 °C (−33 °F)までの凍結防止機能
を有しています。 クーリングシステムの初回充
填時には，この調製済みELCの使用が推奨され
ます。同じくこの調製済みELCは，クーリング
システムの補充にも推奨されます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号
については，Perkins の代理店にお問い合わせ
ください。

ELCクーリングシステムのメンテナ
ンス

エクステンドライフクーラントと正しい添
加剤

注意
調製済みまたは濃縮クーラント用のPerkins製品のみ
を使用すること。

エクステンドライフクーラントに他の製品を混ぜる
と，エクステンドライフクーラントの耐用年数は短
くなる。推奨事項に従わないと，適切な是正を施さ
ない限り，クーリングシステムのコンポーネントの
耐用年数を縮める恐れがある。

不凍液と添加剤の適正なバランスを保つには，
ELCの推奨濃度を維持する必要があります。不
凍液の割合が低下すると，添加剤の割合も低下
します。その結果，クーラントがシステムを，
ピッティング，キャビテーション，エロージョ
ン，堆積物から保護する能力が低下します。

注意
エクステンドライフクーラント（ELC）が充填され
ているクーリングシステムの補充に，通常のクーラ
ントを使用しないこと。

標準の補助クーラント添加剤（SCA）は使用しない
こと。

Perkins製ELCを使用する場合は，標準のSCAやSCA
フィルタを使用しないこと。
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ELCクーリングシステムの清掃

注注記記::ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。 洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必
要となる洗浄液は，清浄な水だけです。

クーリングシステムの充填前には，ヒータコン
トロール（装着の場合）を「ホット」位置に合
わせておく必要があります。ヒータコントロー
ルの設定については，OEMを参照してくださ
い。クーリングシステムの排出と再充填を行っ
たら，クーラントが通常の作動温度に到達して
クーラントレベルが安定するまで，エンジンを
運転します。必要に応じて，システムが所定の
レベルに達するようクーラント混合液を充填し
てください。

Perkins ELCへの変更

ヘビーデューティ不凍液をPerkins ELCに変更
する場合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

11.. クーラントを適切な容器に排出する。

22.. クーラントを，各地域の法規制に従った方法
で処分します。

33.. 異物を除去するため，システムを清水でフ
ラッシュ（洗浄）します。

44.. Perkins 製クリーナを使用してシステムを洗
浄します。手順はラベルの指示に従ってくだ
さい。

55.. クリーナを適切な容器に排出させます。
クーリングシステムをきれいな水でフラッシ
ングします。

66.. クーリングシステムに清水を充填して，エン
ジン温度が49 ~ 66 °C (120 ~ 150 °F)に達す
るまで運転します。

注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

クーリングシステムの損傷を防止するには，清水を
用いてクーリングシステムを完全に洗い流さなけれ
ばなりません。システムのすすぎは，残存する洗浄
剤が完全に除去されるまで続けてください。

77.. クーリングシステムを適当な容器に排出さ
せ，清水を使ってクーリングシステムを洗い
流します。

注注記記::洗浄に使用したクリーナは，クーリングシス
テムから完全に洗い流さなければなりません。 クー
リングシステムにクリーナが残留していると，クー
ラントが汚染されます。 またこうしたクリーナは，
クーリングシステムを腐食する場合もあります。

88.. システムが完全に浄化されるまで，手順6と7
を繰り返します。

99.. クーリングシステムに，Perkins 調製済み
ELCを充填します。

ELCクーリングシステムの汚染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。 それが
できない場合は，クーリングシステムのコンポーネ
ントの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムに対する汚染
については，通常のヘビーデューティ不凍液ま
たはSCAでは，最大10パーセントまでが許容さ
れます。不純度がシステム総容積の10パーセン
トを超えた場合は，次の手順のいずれかを実施
してください。
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• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。 クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。 システムを清水で洗
い流します。 システムにPerkins ELCを充填しま
す。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。 次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。 これにより不純度が10パー
セント未満になるはずです。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。 システムをSCA
で処理します。 システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。

市販のヘビーデューティ不凍液とSCA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。

注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分になされて
いることを確認するため，不凍液（グリコール
濃度）をチェックします。 Perkins からは，屈
折計を用いたグリコール濃度の点検が推奨され
ています。

Perkins 製エンジンのクーリングシステムで
は，500時間間隔でSCAの濃度試験を行う必要が
あります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
液体のSCAについては，500時間の間隔が必要と
なる場合があります。

SCAの部品番号および数量については，表16を
参照してください。
表 16

Perkins 液体SCA

部品番号 容量

21825735 10

初回充填時におけるヘビーデューティクー
ラントへのSCAの追加

ASTM D4985仕様に適合する市販ヘビーデュー
ティ不凍液には，初回充填時にSCAの追加が必
要なことがあります。各製品のOEM資料または
ラベルを参照してください。

クーリングシステムの初回充填時における
Perkins 製SCAの必要量は，表17 の計算式を用
いて特定できます。
表 17

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表18 には，表17 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 18

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メンテナンス時におけるヘビーデューティ
クーラントへのSCAの追加

どのタイプのヘビーデューティ不凍液でも，
SCAの定期的な補充は不可欠です。

不凍液を定期的に試験し，SCAの濃度を確認し
ます。実施間隔については，取扱説明書給油整
備間隔（保守整備編）を参照してください。
SCAの濃度を試験します。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
SCAの必要量は，クーリングシステムの容積に
よって異なります。

必要に応じて，表19 の計算式に従いPerkins
SCAの必要量を特定します。
表 19

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表20 には，表19 の計算式の適用例が示してあ
ります。
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表 20

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘビーデューティ不凍液のシステムの清掃
Perkins 製クーリングシステムクリーナは，
クーリングシステムに有害な沈着や腐食を除去
するように製造されています。 Perkins 製クー
リングシステムクリーナは，無機物の沈着，腐
食性の生成物，軽質油の汚染，スラッジを溶か
します。

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。
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保守整備推奨項目
i04191160

電電電子子子制制制御御御エエエンンンジジジンンンををを装装装備備備しししたたたユユユ
ニニニッッットトトににに溶溶溶接接接すすするるる

注意
フレームの強度が弱くなる可能性があるため、製造
者の中にはシャーシやレールに直接溶接することを
推奨していません。 シャーシ･フレームやレールの
溶接については、その装置のOEMかPerkins社の
ディーラにご相談下さい。

エンジンのECM、センサ、関連コンポーネント
の損傷を防ぐため、適正な手順で溶接を行う必
要があります。できればユニットからコンポー
ネントを取り外し、その後コンポーネントを溶
接してください。コンポーネントを取り外すこ
とができない場合、電子制御エンジンを装備し
たユニットに溶接するときは必ず次の手順に
従ってください。次の方法が最も安全なコン
ポーネントの溶接手順と考えられます。この手
順に従えば電子コンポーネントへの損傷のリス
クが最小になるはずです。

注意
ECMやセンサのような電気部品に溶接機を接地しな
いでください。不適切な接地をすると、駆動系のベ
アリング、油圧部品、電気部品、その他の構成部品
を損傷する恐れがあります。

溶接機の接地ケーブルは、溶接する構成部品にクラ
ンプしてください。クランプはできるだけ溶接個所
に近い位置に取り付けてください。これにより損傷
の恐れを少なくします。

注注注記記記:::溶接は爆発の危険のない場所で行ってくださ
い。

111... エンジンを停止してください。スイッチを
「OFF」位置に回し、電源を切ります。

222... エンジンへの燃料供給がオフになっているこ
とを確かめてください。

333... バッテリから（－）側のバッテリ･ケーブル
を切離してください。バッテリ･ディスコネ
クト･スイッチが付いている場合は、スイッ
チを切ってください。

444... ワイヤ･ハーネスからすべての電子コンポー
ネントを外してください。次のコンポーネン
トが含まれます。

• 被駆動装置の電子コンポーネント

• ECM

• センサ

• 電子制御バルブ

• リレー

• 後処理IDモジュール

注意
電気コンポーネント（ECMまたはECMセンサ）また
は溶接機の接地用の電子コンポーネント接地端子を
使用しないでください。

図

27
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上図の例をご参照ください。 溶接機から溶接機の接
地クランプへの電流によってどの関連コンポーネン
トも損傷することはありません。

(1) エンジン
(2) 溶接電極
(3) 「OFF」位置にあるキースイッチ
(4) 開放位置にあるバッテリ･ディスコネクト･スイッチ
(5) 接続が遮断されたバッテリ･ケーブル
(6) バッテリ
(7) 電気/電子コンポーネント
(8) 溶接中のコンポーネントと電気/電子コンポーネントとの最小

距離
(9) 溶接中のコンポーネント
(10) 溶接機の電流パス
(11) 溶接機の接地クランプ
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55.. 溶接接地ケーブルを溶接される部分に直接接
続してください。溶接の電流によって次のコ
ンポーネントが損傷しないようにするには、
接地ケーブルを溶接部のできるだけ近くに置
いてください。ベアリング、油圧コンポーネ
ント、電気コンポーネント、および接地スト
ラップ。

注注記記::電気/電子コンポーネントが溶接機の接地端子
に使用される場合や、溶接機の接地端子と溶接部の
中間にある場合は、溶接機からの電流によってコン
ポーネントがかなり損傷する恐れがあります。

66.. ワイヤ･ハーネスを、溶接屑や飛び散る火花
から保護してください。

77.. 素材を溶接する場合は標準的な溶接方法で行
なってください。
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i05401143

給給給油油油整整整備備備計計計画画画

不定期の整備
バッテリ－交換 . ....................... 74
バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し75
エンジン－清掃 . ....................... 83
エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュア
ル･エレメント) - 清掃／交換 . ........... 83

エンジン･オイル･サンプル -採取 ......... 88

燃料系統－プライミング . ............... 93

過酷な使用条件 -点検 . ................ 105

毎日
オルタネータ･ベルト－点検／調整／交換 . 73
冷却系統冷却水レベル -点検 . ........... 80
被駆動装置 -点検 . ..................... 82
エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケー
タ -点検 . ............................. 86

エンジン･エア･プレクリーナ -清浄 ....... 86
エンジン･オイル･レベル -点検 ........... 87
燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セ
パレータ－排出 . ...................... 99

V-ベルト－点検／調整／交換 . .......... 107

見回り点検 . .......................... 108

50サービス時間毎または毎週 燃料タン

ク内の水および沈殿物 -排出 .... 102

250サービス時間ごと エンジン･オイルお

よびフィルタ -交換 .... 91

最初の500サービス時間 エンジン･バル

ブ･ラッシュ -点検／調整 ... 91

500サービス時間ごと
ファン･クリアランス－点検 .............. 92

V-ベルト－点検／調整／交換 . .......... 107

500サービス時間、または1年毎
バッテリ電解液レベル－点検 ............. 74

冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／添加 81

クランクケース･ブリーザ（キャニスタ）‐交
換 . ................................... 82
エンジン･エア･クリーナ･エレメント(デュア
ル･エレメント) - 清掃／交換 ............. 83

エンジン･オイルおよびフィルタ -交換 .... 88
燃料系統プライマリ･フィルタ（ウォータ･セパ
レータ）エレメント－交換 . ............ 95

燃料系統セコンダリ･フィルタ－交換 .... 100

ホースおよびクランプ－点検／交換 ..... 103

ラジエータ -清掃 . .................... 104

1000サービス時間毎 エンジン･バルブ･

ラッシュ -点検／調整 ... 91

2000サービス時間毎
アフタクーラ･コア－ 点検 . ............. 72

オルタネータ－点検. ................... 73

ベルト･テンショナ－ 点検 . ............. 75

エンジン･マウント（防振装置) - 点検 ..... 87

排気マニホールド -点検 . ............... 91

始動モータ－点検 . ................... 105

ターボチャージャ－点検 . .............. 106

ウォータ･ポンプ -点検 . ............... 110

3000サービス時間毎 オルタネータ･ベル

ト－ 点検／調整／交換 . 73

3000サービス時間または2年毎 冷却系
統冷却水（市販ヘビー・デューティ）－交換 .
....................................... 76

4000サービス時間毎 アフタクーラ･コア

－ 清掃／試験 . ......................... 72

12 000サービス時間毎または6年毎
冷却系統冷却水(ELC) － 交換 ............. 78

試運転
ファン･クリアランス－点検 . ............ 92
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i05156953

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 清清清掃掃掃／／／試試試
験験験

111... コアを取り外ししてください。手順の詳細
については，OEM 情報を参照。

222... アフタクーラ・コアを上下逆さまにして異物
を取り除きます。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

333... 粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取
り除くことを推奨します。ファンの空気流と
反対方向から圧縮空気を吹き付ける。エア･
ノズルはフィンから約6 mm (0.25インチ)離れ
た位置を保ってください。エア･ノズルを
チューブに沿って平行にゆっくり動かしてく
ださい。このようにして、チューブ間の異物
を取り除きます。

444... 清掃には、加圧水を使用することもできま
す。清掃用に使用する加圧水は、275 kPa
(（40 psi）)より低くなくてはなりません。
付着した泥を柔らかくするには、加圧水を使
用してください。両側からコアの汚れを落と
してください。

注意
コアを洗浄する際は、高濃度の苛性クリーナを使用
しないでください。高濃度の苛性クリーナは、コア
の内部金属に作用して漏れが起こる原因となりま
す。推奨濃度のクリーナのみを使用してください。

555... 適切なクリーナを用いて，コアを逆流洗浄す
る。

666... コアをスチーム洗浄して、残留物をすべて取
り除いてください。アフタクーラ･コアの
フィンをフラッシュします。詰まっている異
物をすべて取り除きます。

777... コアを高温の石鹸水で洗ってください。コ
アを入念に上水ですすいでください。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

888... 圧縮空気を使ってコアを乾燥させてくださ
い。圧縮空気の吹きつけ方向は、通常の流れ
と逆方向にします。

999... コアが完全にきれいになっているか点検しま
す。コアの圧力試験を実施します。必要に
応じコアを修理してください。

111000... コアを取付けてください。手順の詳細につ
いては，OEM 情報を参照。

111111... 清掃が終わったら、エンジンを始動してハ
イ・アイドルrpmまで加速します。これを行
うと、異物の除去とコアの乾燥に役立ちま
す。エンジンを停止してください。コアの
汚れを検査するために、コアの後ろ側から電
球で照らします。 必要に応じて、清掃を繰り
返してください。

i05156889

アアアフフフタタタクククーーーラララ･･･コココアアア －－－ 点点点検検検

注注注記記記:::運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

損傷したフィン,腐食,汚れ,グリース,虫,葉,
オイルおよび他の異物がないかどうかアフタ
クーラを点検します。必要に応じて、フィルタ
を清掃してください。

エア･ツー･エア･アフタクーラの清掃は、ラジ
エータと同じ手順で行ってください。
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圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

清掃が終わったら、エンジンを始動してハイ・
アイドルrpmまで加速します。これを行うと、
異物の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジ
ンを停止してください。コアの汚れを検査する
ために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要に応じて、清掃を繰り返してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“「コーム」”を使って元の形
状に戻すことができます。

注注注記記記:::アフタクーラ系統の部品を修理したり交換し
た場合は、漏れ試験の実施を推奨します。

溶接,マウンチングブラケット,エア配管,接
続,クランプおよびシールの状態を点検する。
必要に応じて、修理してください。

i05156910

オオオルルルタタタネネネーーータタタ －－－点点点検検検

Perkins は，オルタネータの定期点検を推奨し
ている。オルタネータを点検し，接続部にゆる
みが生じていないか，バッテリ充電状態が適切
かを点検する。エンジンの作動中に電流計（装
備されている場合）を観察し，バッテリおよび
電気系統が所定の性能を発揮しているかを点検
する。必要に応じて修理を行ってください。

オルタネータとバッテリ充電器が正常に作動し
ているかを確認する。バッテリの充電状態が適
正な場合，電流計の表示値はほぼゼロになる。
全てのバッテリを充電済みの状態で維持してく
ださい。クランキング能力は温度の影響を受け
るため，バッテリは暖かい場所で保管する。
バッテリの温度が低すぎる場合、バッテリを
使ってエンジンのクランキングができなくなり
ます。エンジンが長期間運転されていない場合
やエンジンの作動時間が短い場合、バッテリが
十分に再充電されていない可能性があります。
充電不足のバッテリは完全に充電されたバッテ
リよりも容易に凍結します。

i03297499

オオオルルルタタタネネネーーータタタ･･･ベベベルルルトトト －－－ 点点点検検検／／／
調調調整整整／／／交交交換換換
(ポリV字型ベルト)

点検
エンジンの性能を最大に引き出すだめ、ベルト
(1)に摩耗および亀裂がないか点検してくださ
い。ベルトが摩耗または破損している場合は、
ベルトを交換してください。

• 　ベルト(1)において、25.4000 mm (1 inch)につ
き4箇所以上の亀裂が見られる場合は、ベルトを
交換しなければなりません。

• ベルトに亀裂、裂け目、焼付き、グリースの付着
などがないか点検してください。

図

28
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代表例

調整
このタイプのベルトには、自動ベルト･テン
ショナが付いています。

交換
分解および組立説明書オルタネータ･ベルト－
取外しおよび取付けを参照してください
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i02570716

バババッッッテテテリリリ－－－交交交換換換

バババッッッテテテリリリははは爆爆爆発発発すすするるる恐恐恐れれれのののあああるるる可可可燃燃燃性性性ガガガスススををを放放放出出出
しししままますすす。。。火火火花花花ははは可可可燃燃燃性性性ガガガスススににに点点点火火火すすするるる原原原因因因とととなななるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。こここれれれににによよよりりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死
亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリがががエエエンンンクククロロローーージジジャャャににに納納納めめめららられれれててていいいるるる場場場合合合
ははは、、、適適適切切切ななな換換換気気気ををを確確確保保保しししてててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリののの
近近近くくくででで電電電気気気アアアーーークククまままたたたははは火火火花花花ががが発発発生生生ををを防防防ぐぐぐたたためめめ正正正
しししいいい手手手順順順ににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリ作作作業業業ををを行行行っっっ
ててていいいるるるととときききははは、、、喫喫喫煙煙煙しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... エンジンのスイッチを「OFF」位置にしてく
ださい。電気的負荷をすべて取り除いてくだ
さい。

222... バッテリ･チャージャのスイッチを切ってく
ださい。バッテリ･チャージャを切り離して
ください。

333... マイナス “－”ケーブルが、バッテリの “－”
端子から始動モータのマイナス “－”端子に接
続されています。このケーブルを、バッテリ
“－”端子から切り離してください。

444... ケーブル “+”側がバッテリ “+”端子から始動
モータの “+”端子に接続されています。この
ケーブルを、バッテリ “+”端子から切り離し
てください。

注注注記記記:::バッテリは、必ずリサイクルしてください。
バッテリは、絶対に廃棄しないでください。 使用済
みバッテリは、適切なリサイクル施設に返却してく
ださい。

555... 使用済みバッテリを取り外してください。

666... 新しいバッテリを取り付けてください。

注注注記記記:::ケーブルを接続する前に、エンジン始動ス
イッチが「OFF」位置になっていることを確認して
ください。

777... ケーブルを始動モータからバッテリ “+”端子
に接続してください。

888... ケーブル “－”側をバッテリ “－”端子に接続
してください。

i05156908

バババッッッテテテリリリ電電電解解解液液液レレレベベベルルル－－－点点点検検検

エンジンが長期間運転されていない場合やエン
ジンの作動時間が短い場合，バッテリが十分に
再充電されていない可能性がある。バッテリの
凍結を回避するため，完全に充電されているか
確認する。バッテリの充電状態が適正な場合，
エンジンの運転中に電流計の表示値はほぼゼロ
になる。

全全全てててののの鉛鉛鉛バババッッッテテテリリリにににははは、、、肌肌肌ややや衣衣衣類類類ををを焦焦焦がががすすす硫硫硫酸酸酸ががが
含含含まままれれれててていいいままますすす。。。 バババッッッテテテリリリののの近近近くくくででで作作作業業業すすするるる場場場合合合
ははは、、、常常常ににに保保保護護護マママスススクククととと保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

111... フィラ・キャップを取り外してください。
電解液のレベルは，バッテリの “FULL”（上
限）マークに維持する。

水の補充が必要な場合，蒸溜水を使用する。
蒸溜水が手に入らない場合，ミネラル分の少
ないきれいな水を使用する。人為的に軟水化
処理された水は使用しないこと。

222... 適切なバッテリテスタを使用して，電解液の
状態を点検する。

333... キャップを取付ける。

444... バッテリを清掃する。

バッテリケースの清掃には，次のいずれかの
洗剤を使用する。

• 重曹（ベーキングソーダ）0.1 kg
(0.2 lb)ときれいな水1 L (1 qt)の混合液

• 水酸化アンモニウムの水溶液

バッテリケースは，きれいな水で完全に洗い
流すこと。
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i02570672

バババッッッテテテリリリまままたたたはははバババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーー
ブブブルルル －－－ 切切切離離離ししし

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... 始動スイッチを「OFF」位置に回してくださ
い。イグニション･スイッチ（装備の場合）
を「OFF」位置に回し、キーを抜き、全ての
電気負荷を取り除いてください。

222... バッテリ（－）端子を取り外してください。
ケーブルが端子に接触しないようにしてくだ
さい。 12ボルトのバッテリが4個ある場合
は、2個のマイナス端子を取り外してくださ
い。

333... プラス側の接続部を取り外してください。

444... 取り外した接続部およびバッテリの端子の汚
れを落としてください。

555... 微細級のサンドペーパを使用して端子および
ケーブル･クランプ金具を磨いてください。
表面に光沢が生じるまでこれらの部品を磨い
てください。このとき、生地を削りすぎない
ようにしてください。生地を削りすぎると、
クランプが正しくはまらなくなります。 クラ
ンプおよび端子に、適切なシリコン潤滑剤ま
たはワセリンを塗ってください。

666... ケーブルの接続部をテープで巻いて、偶発的
な始動を防止してください。

777... 必要なシステムの修理を行ってください。

888... バッテリを接続するには、プラスの接続を先
にし、マイナスの接続をその後にしてくださ
い。

i03297493

ベベベルルルトトト･･･テテテンンンシシショョョナナナ －－－ 点点点検検検
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代表例

ベルトを取り外してください。分解および組立
オルタネータ･ベルト－取外しおよび取付けを
参照してください。

ベルト･テンショナがしっかり取り付けられて
いるか確認してください。ベルト･テンショナ
(１)に損傷がないか目視点検してください。テ
ンショナのローラが自由に回転するか点検して
ください。エンジンによっては、ガイド･ロー
ラ(2)が装備されています。ガイド･ローラが
しっかり取り付けられているか確認してくださ
い。ガイド･ローラに損傷がないか目視点検し
てください。ガイド･ローラが自由に回転する
か確認してください。

ベルトを取り付けてください。分解および組立
オルタネータ･ベルト－取外しおよび取付けを
参照してください。
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i05401134

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水（（（市市市販販販ヘヘヘビビビーーー・・・
デデデュュューーーテテティィィ）））－－－交交交換換換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムを洗浄する時は，清浄な
水のみを使用します。

ドレーン

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

図
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代表例

222... エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。ラジエータ
のドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに
関する詳細については，Perkins の代理店にお
問い合わせください。

フラッシング
111... 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

222... エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。
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注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。
クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

44.. エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローア
イドルで運転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。エンジンのドレーンプラグを
取り外すか，ドレーンコックを開きます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り外すか，ド
レーンコックを開きます。水を排出させま
す。クーリングシステムをきれいな水でフ
ラッシングします。

燃料充填
11.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，

ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

22.. クーリングシステムに市販のヘビーデュー
ティクーラントを充填します。クーラントに
補助クーラント添加剤を追加します。適正量
については，クーリングシステムの仕様の詳
細を解説している取扱説明書液体の推奨事項
（保守整備編）を参照してください。クーリ
ングシステムフィラキャップは取り付けない
でください。

33.. エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。エンジン回転数をハイアイドルに上げ
る。エンジンブロックのすき間からエア抜き
をするため，エンジンをハイアイドルで1分
間運転します。エンジンスピードをローアイ
ドルに下げる。エンジンを停止してくださ
い。

44.. クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。補助ボトル（装着の場
合）のクーラントレベルを適切な状態に維持
します。

図
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フィラキャップ

55.. クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検します。ガスケットが
損傷している場合は，古いフィラキャップを
廃棄して，新しいフィラキャップを取り付け
ます。ガスケットに損傷がない場合は，適切
な加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧
力試験を行います。適正圧力は，フィラ
キャップの表面に刻印されています。フィラ
キャップが適正圧力を保持できない場合は，
新しいフィラキャップを取り付けます。

66.. エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがなく，作動温度が適正であるかを
点検します。
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i05401128

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水(((EEELLLCCC))) －－－ 交交交換換換

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• クーラントの発泡が確認された。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際にきれいな水のみを使用します。

注注注記記記:::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温調整器を点検します。 このと
き，必要に応じてウォータポンプ，水温調整器，
ホースを交換します。

ドレーン

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

図
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代表例

222... エンジンのドレーンプラグ(1)を取り外す
か，ドレーンコックを開きます。ラジエータ
のドレーンプラグを取り外すか，ドレーン
コックを開きます。

クーラントを排出させます。

注意
使用済みエンジン冷却水は廃棄するか、またはリサ
イクルしてください。使用済み冷却水をエンジン冷
却系統で再利用するための様々な再生方法が提案さ
れています。パーキンス社で容認できる使用済み冷
却水の再生方法は、完全蒸溜法だけです。

使用済みクーラントの廃棄およびリサイクルに
関する詳細については，Perkins ディーラまた
はPerkins の代理店にお問い合わせください。

フラッシング
111... 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。
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22.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，
ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。
クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

44.. エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローア
イドルで運転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。エンジンのドレーンプラグを
取り外すか，ドレーンコックを開きます。ラ
ジエータのドレーンプラグを取り外すか，ド
レーンコックを開きます。水を排出させま
す。クーリングシステムをきれいな水でフ
ラッシングします。

燃料充填
11.. エンジンのドレーンプラグを取り付けるか，

ドレーンコックを閉じます。ラジエータのド
レーンプラグを取り付けるか，ドレーンコッ
クを閉じます。

注意
エア･ロックを避けるため、冷却系統への充填速度
は、1分当たり5 L (1.3 US gal)を超えないようにし
てください。

冷却系統にエア･ロックが起きると、エンジンが損
傷する恐れがあります。

22.. クーリングシステムにエクステンデッドライ
フクーラント（ELC）を充填します。クーリ
ングシステムの仕様の詳細については，取扱
説明書Fluid Recommendations（Maintenance
の項）を参照してください。クーリングシス
テムフィラキャップは取り付けないでくださ
い。

33.. エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。エンジン回転数をハイアイドルに上げ
る。エンジンブロックのすき間からエア抜き
をするため，エンジンをハイアイドルで1分
間運転します。エンジンスピードをローアイ
ドルに下げる。エンジンを停止してくださ
い。

44.. クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。補助ボトル（装着の場
合）のクーラントレベルを適切な状態に維持
します。

図
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フィラキャップ

55.. クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検します。ガスケットが
損傷している場合は，古いフィラキャップを
廃棄して，新しいフィラキャップを取り付け
ます。ガスケットに損傷がない場合は，適切
な加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧
力試験を行います。適正圧力は，フィラ
キャップの表面に刻印されています。フィラ
キャップが適正圧力を保持できない場合は，
新しいフィラキャップを取り付けます。

66.. エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがなく，作動温度が適正であるかを
点検します。
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i05156920

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水レレレベベベルルル --- 点点点検検検

クーラント回収タンクのあるエンジ
ン
注注注記記記:::クーリングシステムはPerkins 提供のものでな
い場合もある。 以降の手順は，一般的なクーリング
システムに関するものである。 手順の詳細について
は，OEM情報を参照。

エンジンを停止して冷やしてからクーラント・
レベルをチェックします。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、平らな地面上にエンジンを置いた状態で
手順を実施する必要があります。これにより、クー
ラント･レベルを正確に点検できます。 また、クー
ラント･システムにエア･ロックが取り込まれる危険
を回避することもできます。

111... クーラント回収タンクのクーラント･レベル
を確かめます。クーラントレベルは，クーラ
ント回収タンクの “COLD FULL”（冷間時上
限）マークのレベルに維持する。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

222... フィラキャップをゆっくり緩めて圧力を解放
する。フィラ･キャップを取り外します。

333... 適切なクーラント混合液をタンクに充填す
る。適切なクーラントの種類と混合液につい
ては，取扱説明書Refill Capacities and
Recommendationsを参照。クーリングシステ
ムの容量については，取扱説明書Refill
Capacities and Recommendationsを参照。
クーラントは，クーラント回収タンクの
“COLD FULL”（冷間時上限）マークを超えて充
填しないこと。

図
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フィラ･キャップ

444... フィラキャップおよびソケットを清掃する。
フィラ･キャップを再度取り付け、クーリン
グ･システムに漏れがないか確認します。

注注注記記記:::クーラントは、エンジンの通常作動時に加熱
されて膨張します。 エンジンの作動時に、さらなる
量のクーラントがクーラント回収タンクに送り込ま
れます。 エンジンを停止して冷却すると、クーラン
トはエンジンに戻ります。

クーラント回収タンクがないエンジ
ン
エンジンを停止して冷やしてからクーラント・
レベルをチェックします。

図
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クーリング・システム・フィラ・キャップ
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加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... 圧力を解放するため、クーリング・システ
ム・フィラ・キャップをゆっくり取り外しま
す。

222... 用途に適した最大のマークでクーラント･レ
ベルを維持します。エンジンにサイト･ガラ
スが装着されている場合は、クーラント･レ
ベルをサイト･ガラスの適正なレベルに維持
してください。

333... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検する。ガスケットが損
傷していた場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付け
る。ガスケットに損傷がない場合は，適切な
加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧力
試験を行う。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されている。フィラキャップが適
正圧力を維持できない場合は，新しいフィラ
キャップを取り付ける。

444... クーリング・システムに漏れがないか点検し
ます。

i05156876

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤（（（SSSCCCAAA）））
－－－ 試試試験験験／／／添添添加加加

冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤にににはははアアアルルルカカカリリリががが含含含まままれれれててて
いいいままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめににに、、、皮皮皮膚膚膚ややや目目目ににに触触触れれれ
ななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加
剤剤剤ははは飲飲飲まままななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

SCA濃度の試験

ヘビーデューティクーラント/不凍液および
SCA

注意
冷却水添加剤の濃度は、推奨値である6%を下回らな
いようにしてください。

SCA濃度の確認には，クーラントコンディショ
ナテストキットを使用する。

必要に応じた、SCAの追加
注意

冷却水添加剤濃度は、推奨値を超えないようにして
ください。冷却水添加剤の濃度が高すぎる場合は、
冷却系統の高温部表面に堆積物が形成され、エンジ
ンの熱伝導率が低下することがあります。熱伝導の
低下はシリンダへット等の高温になる部分に亀裂を
発生させる原因となる恐れがあります。また冷却水
添加剤の濃度が高すぎると、ラジエータ･チューブ
の閉塞、オーバーヒート、ウォータ･ポンプ･シール
摩耗の促進などが発生する恐れもあります。冷却水
液体添加剤とスピン･オン･エレメント（装着の場
合）を同時に使用しないでください。これらの添加
剤を一緒に使用すると、冷却水添加剤の濃度が推奨
値の上限を超えることがあります。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、エンジンが平地にある状態でこの手順を
実施する必要があります。 これにより、クーラン
ト･レベルを正確に点検できます。 また、クーラン
ト･システムにエア･ロックが取り込まれる危険を回
避することもできます。

111... クーリング･システムのフィラ･キャップを
ゆっくりゆるめ、圧力を解放してください。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取
り外します。

注注注記記記:::抜取った液体類については、 必ず地域の法規
則に従って廃棄してください。
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222... 必要に応じて、クーリング･システムから
クーラントを適切な容器に一部抜取り、SCA
の追加容量を確保してください。

333... 適正量のSCAを追加する。 SCAの要件に関す
る詳細は取扱説明書再充填容量と推奨事項を
参照。

444... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検する。ガスケットが損
傷していた場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付け
る。ガスケットに損傷がない場合は，適切な
加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧力
試験を行う。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されている。フィラキャップが適
正圧力を維持できない場合は，新しいフィラ
キャップを取り付ける。

i03297503

クククララランンンクククケケケーーーススス･･･ブブブリリリーーーザザザ
（（（キキキャャャニニニスススタタタ）））‐‐‐ 交交交換換換

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

注注注記記記:::すべてのエンジンにブリーザ･アッセンブリが
取り付けられているとは限りません。

111... 容器をキャニスタ(1)の下に置いてくださ
い。

222... キャニスタの外側の汚れを落としてくださ
い。適切なツールを使用してキャニスタを取
り外してください。

図
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代表例

333... 新しいキャニスタ(3)のO－リング･シール(2)
に清浄なエンジン･オイルを塗布してくださ
い。新しいキャニスタを取り付けてくださ
い。キャニスタを12 N·m (8 lb ft)のトルク
で締め付けてください。キャニスタを締め付
け過ぎないようにしてください。

444... 容器を取り外してください。古いキャニス
タおよびこぼれたオイルをすべて安全な場所
に廃棄してください。

i05156902

被被被駆駆駆動動動装装装置置置 --- 点点点検検検

被駆動装置に対する次のメンテナンスで推奨さ
れる事項の詳細については，OEM仕様を参照。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他のメンテナンスの推奨事項
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被駆動装置についてOEMの推奨するメンテナン
スは，すべて実施すること。

i02657816

エエエンンンジジジンンン－－－清清清掃掃掃

高高高電電電圧圧圧ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

湿湿湿気気気のののたたためめめににに導導導電電電パパパスススががが形形形成成成ささされれれるるるここことととがががああありりりままま
すすす。。。

電電電気気気系系系統統統がががOOOFFFFFFににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確かかかめめめてててくくくだだだ
さささいいい。。。始始始動動動制制制御御御装装装置置置をををロロロッッックククししし、、、制制制御御御装装装置置置ににに “““運運運
転転転禁禁禁止止止”””ののの札札札ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。

注意
一部のエンジン構成部品は、エンジン清浄の際に洗
浄されないよう保護しないと、エンジンの保証が無
効になる場合があります。エンジンは洗浄前に、1
時間冷ましてください。

エンジンを定期的に洗浄することを推奨しま
す。エンジンをスチーム洗浄することによっ
て、堆積したオイルやグリースを除去できま
す。エンジンを洗浄することで、次の利点が得
られます。

• 液体漏れを容易に検知できる

• 熱伝導率を最大化できる

• 保守整備が容易になる

注注注記記記:::エンジンを洗浄する際には、水を使いすぎて
電気構成部品を損傷しないよう、注意を払ってくだ
さい。 加圧水やスチームをケーブル・コネクタやコ
ネクタ後部のケーブル分岐点に向けないようにして
ください。 洗浄水がオルタネータ、スタータ、ECM
といった電装部品にかからないようにしてくださ
い。 エンジン洗浄の際、燃料噴射ポンプに洗浄水が
かからないように、保護してください。

i05156895

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト(((デデデュュュアアアルルル･･･エエエレレレメメメンンントトト)))
--- 清清清掃掃掃／／／交交交換換換

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

エア･クリーナ･エレメントの整備
注注注記記記:::エアフィルタシステムはPerkins 提供のもの
でない場合もある。 以降の手順は，一般的なエア
フィルタシステムに関するものである。 手順の詳細
については，OEM情報を参照。

エア･クリーナ･エレメントが詰まった場合、エ
ア圧力によってクリーナ･エレメント材が裂け
る恐れがあります。ろ過されていないエアは、
エンジン内部の摩耗を著しく早めます。各自の
用途に適したエアクリーナエレメントについて
は，OEM情報を参照。

• プレクリーナ（装着の場合）およびダストボウル
に汚れや異物が溜まっていないかを毎日点検す
る。 必要に応じて汚れおよび異物をすべて除去
します。

• 異物の多い環境で運用する場合は，より頻繁なエ
アクリーナエレメントの整備が必要になることが
ある。

• エア･クリーナ･エレメントは少なくとも年に1回
は交換します。 この交換は清掃回数に関わりな
く実施してください。
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汚れたエアクリーナエレメントを，清浄なもの
と交換する。取り付ける前に、エア･クリーナ･
エレメントのフィルタ材質に裂け目や穴がない
か十分に点検してください。エア･クリーナ･エ
レメントのガスケットまたはシールが損傷して
いないか点検します。エア･クリーナ･エレメン
トは、交換用として適正数量を維持しておきま
す。

二重エレメント･エア･クリーナ
二重エレメント･エア･クリーナは、プライマ
リ･エアクリーナ･エレメントならびにセコンダ
リ･エア･クリーナ･エレメントから構成されて
います。

プライマリエアクリーナエレメントは，清掃と
点検を適切に行うことで，最大6回まで使用で
きる。プライマリ･エア･クリーナ･エレメント
は、少なくとも1年に1度交換してください。こ
の交換は清掃回数に関わりなく実施してくださ
い。

セカンダリエアクリーナエレメントについて
は，部品供給ができない。セカンダリエアク
リーナエレメントの交換が必要な場合は，OEM
情報を参照すること。

エンジンをホコリのある汚れた環境で運転して
いる時は、より頻繁にエア･クリーナ･エレメン
トを交換する必要があります。

図
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(1) カバー
(2) プライマリ･エア･クリーナ･エレメント
(3) セカンダリ･エア･クリーナ･エレメント
(4) エア・インレット

11.. カバーを取り外します。プライマリ･エア･
クリーナ･エレメントを取り外します。

22.. セコンダリ･エア･クリーナ･エレメントは、
プライマリ･エア･クリーナ･エレメントを3回
清掃する度に取り外して廃棄してください。

注注記記::“プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの清
掃”を参照してください。

33.. ゴミが入らないよう，エアインレットをテー
プで塞いでおく。

44.. エア･クリーナ･カバーおよび本体の内部を清
潔で乾いた布で清掃します。

55.. エアインレットからテープを取り外す。セ
コンダリ･エア･クリーナ･エレメントを取り
付けます。新品もしくは清掃済みのプライマ
リ･エア･クリーナ･エレメントを取り付けま
す。

66.. エア･クリーナ･カバーを取り付けます。

77.. エア･クリーナ･サービス･インジケータをリ
セットします。

プライマリ･エア･クリーナ･エレメン
トの清掃
プライマリフィルタエレメントで行える清掃回
数の上限については，OEM情報を参照するこ
と。プライマリ･エア･クリーナ･エレメントを
清掃する時は、フィルタ材にはがれや破れがな
いか点検します。 プライマリ･エア･クリーナ･
エレメントは、少なくとも1年に1度交換してく
ださい。この交換は清掃回数に関わりなく実施
してください。

注意
エアクリーナエレメントを叩いたり，強い衝撃を与
えたりしないこと。

プライマリエアクリーナエレメントは水で洗浄しな
いこと。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃は，低圧
（最大207 kPa; 30 psi）の圧縮空気またはバキュー
ム掃除機を用いて行う。

エアクリーナエレメントを損傷させないように十分
な注意を払うこと。

プリーツ，ガスケット，シールが損傷したエアク
リーナエレメントは使用しないこと。

プライマリエアクリーナエレメントで行える清
掃回数の上限については，OEM情報を参照する
こと。プライマリエアフィルタエレメントの清
掃は3回以上行わない。プライマリエアクリー
ナエレメントは，少なくとも1年に1度交換す
る。

エアフィルタエレメントを清掃しても，その寿
命が延びるわけではない。
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プライマリエアクリーナエレメントを清掃する
前には，目視点検を実施する。エアクリーナエ
レメントについては，プリーツ，シール，ガス
ケット，アウタカバーに損傷がないかを確認す
る。損傷のあるエアクリーナエレメントは廃棄
する。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃法は
2種類存在する。

• 圧縮空気を使用した清掃

• バキューム掃除機での清掃

圧縮空気を使用した清掃

圧圧縮縮空空気気にによよっっててはは、、人人身身事事故故をを起起ここすす恐恐れれががああ
りりまますす。。

正正ししいい手手順順にに従従わわなないいとと、、人人身身事事故故をを起起ここすす恐恐れれ
ががあありりまますす。。圧圧縮縮空空気気をを使使用用すするる場場合合はは、、保保護護ママ
ススククおおよよびび保保護護服服をを着着用用ししててくくだだささいい。。

清清掃掃にに使使用用すするる場場合合はは、、ノノズズルルのの最最高高空空気気圧圧はは
220055 kkPPaa ((3300 ppssii))未未満満ででななけけれればばななりりまませせんん。。

清掃を3回以上行っていないプライマリエアク
リーナエレメントは，清掃に圧縮空気を使用で
きる。フィルタ処理した最大圧力207 kPa
(30 psi)の乾燥圧縮空気を使用してください。
圧縮空気でカーボンやオイルの付着を除去する
ことはできません。

図
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注注記記::プライマリ･エア･クリーナ･エレメントを清掃
する時は、汚れの粒子を汚れた面（外側）に押し出
すために常に汚れていない面（内側）から清掃を始
めてください。

圧縮空気がフィルタの縦方向に沿って流れるよ
う，エアホースをフィルタに向ける。紙のプ
リーツを傷めないよう，プリーツの方向に沿っ
て作業する。紙のプリーツ表面には，圧縮空気
を直接吹き付けないこと。

注注記記::“プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの点
検”を参照してください。

バキューム掃除機での清掃
プライマリエアクリーナエレメントで汚れる面
（外側）からの異物除去には，バキューム掃除
機が適している。 特にバキューム掃除機の利用
は，乾燥してホコリの多い環境でプライマリエ
アクリーナエレメントを毎日清掃する必要があ
る時に便利である。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃で，
汚れていない面（内側）に対する圧縮空気の吹
きつけは，汚れる面（外側）に対するバキュー
ム掃除機の適用よりも先に行うことが推奨され
る。

注注記記::“プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの点
検”を参照してください。

プライマリ･エア･クリーナ･エレメントの点
検

図
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汚れのない乾燥したプライマリ･エア･クリー
ナ･エレメントを点検します。暗室あるいは同
様の施設では、60ワットの青色電灯を使用して
ください。青色電灯をプライマリ･エア･クリー
ナ･エレメントの内側に置きます。プライマリ･
エア･クリーナ･エレメントを回転させます。プ
ライマリ･エア･クリーナ･エレメントの破れお
よび/あるいは穴を点検します。プライマリ･エ
ア･クリーナ･エレメントのフィルタ材を通して
明かりが漏れてくる箇所がないかを点検しま
す。必要に応じて、同じ部品番号の新しいプラ
イマリ･エア･クリーナ･エレメントを使った比
較で結果の確認をしてください。
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フィルタ材に破れおよび/あるいは穴があるプ
ライマリ･エア･クリーナ･エレメントは使用し
ないでください。プリーツ、ガスケットまたは
シールが損傷しているプライマリ･エア･クリー
ナ･エレメントは使用しないでください。損傷
しているプライマリ･エア･クリーナ･エレメン
トは廃棄してください。

i02570708

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･フフフィィィルルルタタタ･･･サササーーー
ビビビススス･･･イイインンンジジジケケケーーータタタ --- 点点点検検検

一部のエンジンには、異なるサービス･インジ
ケータが装備されている場合があります。

一部のエンジンには、吸気圧力の差圧ゲージが
装備されています。吸気圧力の差圧ゲージは、
エア･クリーナ･エレメントの前で測定された圧
力およびエア･クリーナ･エレメントの後で測定
された圧力差を表示します。エア･クリーナ･エ
レメントが汚れると、圧力差が大きくなりま
す。ご使用のエンジンのサービス･インジケー
タがここに記載されているものと異なる場合
は、OEMの推奨事項に従ってエア･クリーナ･
サービス･インジケータの手入れを行ってくだ
さい。

サービス･インジケータはエア･クリーナ･エレ
メントに取り付けられている場合もあれば、離
れた場所に取り付けられている場合もありま
す。

図
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代表的なサービス･インジケータ

サービス･インジケータの表示を見てくださ
い。以下のいずれかの状態になったら、エア･
クリーナ･エレメントを清掃するか交換してく
ださい。

• 黄色のダイアフラムが赤い領域に入っている。

• 赤色のピストンが目に見える位置でロックされて
いる。

サービス･インジケータの試験
サービス･インジケータは重要な計器です。

• 簡単にリセットできるかどうか確認してくださ
い。 サービス･インジケータは、2回以下の押し
操作でリセットできなければなりません。

• エンジンが定格速度に達したとき、黄色いコアの
動きを点検してください。 黄色いコアは、到達
する最大負圧付近でラッチするはずです。

サービス･インジケータが容易にリセットしな
い場合、または黄色のコアが最大負圧でラッチ
しない場合は、サービス･インジケータを交換
してください。新しいサービス･インジケータ
がリセットしない場合は、サービス･インジ
ケータの穴が詰まっている可能性があります。

ホコリが非常に多い環境では、サービス･イン
ジケータは頻繁に交換する必要があります。

i05156885

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･プププレレレクククリリリーーーナナナ ---
清清清浄浄浄

図
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代表例

(1) 羽付ナット
(2) カバー
(3) ボディー

蝶ナット(1)とカバー(2)を外します。ボディー
(3)の汚れと残滓の堆積を点検します。必要で
あればボディーを清掃します。
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プレクリーナを清掃した後に、カバー(2)と蝶
ナット(1)を取り付けます。

注注注記記記:::ホコリなどの多い環境でエンジンが使用され
ている場合は，より頻繁な清掃が必要になる。

i05156891

エエエンンンジジジンンン･･･マママウウウンンントトト（（（防防防振振振装装装置置置)))
--- 点点点検検検

注注注記記記:::エンジンマウントは，Perkins から提供されて
いない場合もある。 エンジンマウントおよび適切な
ボルトの締付けトルクについては，OEMの資料を参
照。

エンジンマウントが劣化していないか，またボ
ルトが適切なトルクで締め付けられているかを
点検する。エンジンの振動が起こる原因として
は，次の状況が考えられる。

• エンジン取付けの不備

• エンジンマウントの劣化

• エンジンマウントの緩み

劣化の兆候が確認されたエンジンマウントは，
すべて交換する必要がある。推奨トルクについ
ては，OEMの資料を参照。

i02570718

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･レレレベベベルルル --- 点点点検検検

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図
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(Y) “Min（最低）” マーク。 (X) “Max（最高）” マー
ク。

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注注注記記記:::正しいオイル･レベルを読み取るため、エンジ
ンが水平になっているか、または通常の運転時と同
じように置かれていることを確かめてください。

注注注記記記:::エンジンのスイッチを「OFF」位置にした後、
オイルがオイル･パンに戻るまで10分間待ってから
オイル･レベルを点検してください。

111... オイル･レベルは、エンジン･オイル･ディッ
プスティックの “ADD（追加）” マーク(Y)と
“FULL（上限）”マーク (X)の間に維持してく
ださい。クランクケースの “FULL（上限）”
マーク(X)よりも上にオイルを入れないでく
ださい。

注意
オイル･レベルが “FULL（上限）”マーク以上でエン
ジンを運転すると、クランクシャフトがオイル中に
入る恐れがあります。クランクシャフトがオイル中
に浸かったときに生じる気泡によって、オイルの潤
滑特性が低下し、出力の損失が生じる恐れがありま
す。

222... フィラー･キャップを外し、必要に応じてオ
イルを補充してください。フィラー･キャッ
プの汚れを落としてください。フィラー･
キャップを取り付けてください。
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i05156914

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･サササンンンプププルルル --- 採採採
取取取

エンジン潤滑用のオイルの状態は，予防メンテ
ナンスプログラムの一部として定期的に点検す
ることもできる。 Perkins は，オプションの1
つとしてオイルサンプリングバルブを用意して
いる。オイルサンプリングバルブ（装着の場
合）の目的は，エンジン潤滑オイルのサンプル
収集を定期的に行うことである。 オイルサンプ
リングバルブは，フィルタヘッドまたはシリン
ダブロックに配置されている。

Perkins は，オイルのサンプル採取について，
サンプリングバルブの使用を推奨している。サ
ンプリングバルブを使用することで，サンプル
の品質および一貫性が向上する。 サンプリン
グ・バルブの場所により、通常のエンジンの運
転中に加圧されて流れているオイルを入手する
ことができます。

サンプルおよび分析の入手

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

最大限に正確な分析結果を得るには，オイルの
サンプル収集前に次の情報を記録しておくこ
と。

• サンプル収集の実行日

• エンジン･モデル

• エンジン番号

• エンジンの稼働時間

• 最終オイル交換以降の累積時間

• 最終オイル交換以降の充填オイル量

サンプルの格納容器に汚れや水分がないことを
確認する。同じくサンプルの格納容器について
は，適切なラベル表示がされている必要があ
る。

クランクケース内のオイルを代表するサンプル
を採取するために、よく攪拌された暖かいオイ
ルをサンプルとして採取します。

オイル・サンプルへの異物混入を避けるため
に、サンプル採取に使用されるツールや備品に
汚れがないようにします。

このサンプル試験では，オイルの品質,オイル
に混入したクーラントの有無,オイルに混入し
た金属粒子（鉄分）の有無およびオイルに混
入した金属粒子（鉄分以外）の有無を確認でき
る。

i05401133

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルおおおよよよびびびフフフィィィルルル
タタタ --- 交交交換換換

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整、修理作業中に
液体類がこぼれないようにしてください。液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

エンジンが冷めているときにエンジン潤滑油を
抜き取らないでください。エンジン潤滑油が冷
めていると，浮遊廃物粒子がオイルパンの底に
沈殿します。オイルを冷めた状態で排出する
と，こうした廃物粒子を取り除くことができま
せん。オイルパンからの排出は，エンジンが停
止した状態で行ってください。オイルパンから
の排出は，オイルが温かいうちに行ってくださ
い。この抜き取り手順に従うことで，オイル中
に浮遊している廃物粒子を適切に排出させるこ
とができます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充
填しても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循
環することになります。

エンジン潤滑油の排出
注注注記記記:::使用する容器に，廃棄オイルの回収に十分な
容量があることを確認します。
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通常の作動温度でのエンジン回転後，エンジン
を停止させます。下記のいずれかの方法によ
り，エンジンオイルパンのオイルを排出させま
す。

図
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代表例

• ドレーンバルブの装備エンジンの場合，ドレーン
バルブのノブを反時計回り方向に回してオイルを
排出させます。 オイルの排出後，ドレーンバル
ブのノブを時計回り方向に回してドレーンバルブ
を閉じます。

• エンジンにドレーンバルブが装備されていない場
合は，オイルドレーンプラグ(1)を取り外してオ
イルを排出できます。 エンジンに浅型オイルパ
ンが装備されている場合は，下部のオイルドレー
ンプラグをオイルパンの両端から取り外します。

オイルの排出後，オイルドレーンプラグを清掃
して取り付けます。必要に応じて，Oリング
シールを交換します。ドレーンプラグを34 N·m
(25 lb ft)のトルクで締め付けます。

オイル･フィルタの交換
注意

Perkinsのオイルフィルタは，Perkinsの仕様に準拠
して製造されています。 Perkins推奨品以外のオイ
ルフィルタを使用すると，未濾過オイルに由来する
サイズの大きい廃物粒子がエンジン潤滑システムに
侵入して，エンジンベアリングやクランクシャフト
などに重大な損傷が起きる恐れがあります。オイル
フィルタは，Perkins推奨のものだけを使用してく
ださい。

11.. 適切な工具を用いてオイルフィルタを取り外
します。水平方向に取り付けられたオイル
フィルタは，取外し前に排出ができます。

注注記記::予防メンテナンスプログラムの一環として以
下の作業を行うことができます。

22.. 適切な工具を用いて，オイルフィルタを切り
開きます。プリーツを押し広げ，オイルフィ
ルタに残された金属片を確認します。オイル
フィルタに金属片が多く残っている場合，早
期摩耗や未修理の故障が存在している可能性
があります。

磁石を用いて，エレメントに残された金属が
鉄類か非鉄金属かを確認します。鉄類であれ
ば，摩耗したエンジン部品は，鋼鉄または鋳
鉄で作られた部分である可能性が示唆されま
す。

非鉄金属であれば，摩耗したエンジン部品
は，アルミニウム，黄銅，青銅で作られた部
分である可能性が示唆されます。影響を受け
ている恐れがある部品には，メインベアリン
グ,ロッドベアリング およびターボチャー
ジャベアリングなどが該当します。

正常な状態でもある程度の摩耗や摩擦は生じ
ているので，オイルフィルタに少量の破片が
見つかるのは異常ではありません。
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図
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代表例

33.. オイルフィルタヘッドのシール面(2)を清掃
します。フィルタヘッドのユニオンが固定さ
れていることを確認します。

44.. 清浄なエンジンオイルを，新しいオイルフィ
ルタのOリングシール(3)に塗布します。

注意
取り付ける前にオイル･フィルタにオイルを上限ま
で充填しないでください。このオイルはろ過されて
おらず、汚れていることがあります。汚れたオイル
によって、エンジン構成部品の摩耗が進みます。

55.. オイルフィルタを取り付けます。オイル
フィルタを12 N·m (8.8 lb ft)のトルクで締め
付けます。オイルフィルタを締め付け過ぎな
いでください。

水平オイルフィルタ

図
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代表例

注注記記::一部のオイルフィルタは，水平方向に取り付
けられている場合があります。 図45 をご参照くだ
さい。 このタイプのオイルフィルタアセンブリにつ
いては，フィルタの取外し前に排出できます。 この
オイルフィルタについても，手順1からの取外しお
よび取付け操作を行ってください。

オイルパンの充填
11.. フィラキャップを取り外す。適切なオイル

の詳細については，本取扱説明書液体に関す
る推奨事項を参照してください。適切な量の
新しいエンジン潤滑油を，オイルパンに充填
します。充填容量の詳細については，本取扱
説明書交換時の容量を参照してください。

注意
補助オイルフィルタシステムやリモートフィルタシ
ステムを装着している場合は，OEMまたはフィルタ
製造メーカからの推奨事項に従ってください。クラ
ンクケースに充填されるオイルに過不足があると，
エンジンが損傷する原因になる場合があります。
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222... エンジンを始動し， “ローアイドル”で2分間
運転します。この手順は，潤滑系統およびオ
イルフィルタにオイルを充填させるためのも
のです。オイルフィルタにオイル漏れがない
か点検します。

333... エンジンを停止し，オイルがオイルパンに戻
るまで最低10分間待機します。

図
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(Y) “Min”（最低）マーク。 (X) “Max”（最大）マー
ク。

444... エンジンオイルレベルゲージを抜いて，オイ
ルレベルを点検します。オイルレベルは，エ
ンジンオイルレベルゲージの「 “MIN”」（最
低）マークと「 “MAX”」（最大）マークの間
になるよう維持します。

i03297494

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルおおおよよよびびびフフフィィィルルル
タタタ --- 交交交換換換
(CG-4オイル)

CG-4エンジン･オイルを使用することができま
す。このグレードのエンジン･オイルが使用さ
れている場合、エンジン･オイルおよびエンジ
ン･オイル･フィルタは250時間ごとに整備して
ください。

i05401126

エエエンンンジジジンンン･･･バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ --- 点点点
検検検／／／調調調整整整

エンジン耐用年数を最大限に延ばすため，潤滑
および予防メンテナンス計画の一環として
Perkins ではこのメンテナンスを推奨していま
す。

注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス 社販売店、またはパー
キンス 社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。

こここののの保保保守守守整整整備備備中中中ははは、、、エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動ででできききななないいいよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、始始始動動動モモモーーー
タタタををを使使使っっってててフフフララライイイホホホイイイーーールルルををを回回回さささななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

高高高温温温のののエエエンンンジジジンンン構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて、、、火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ･･･クククリリリアアアラララ
ンンンスススののの測測測定定定／／／調調調整整整ををを行行行ううう前前前ににに、、、充充充分分分にににエエエンンンジジジンンンををを
冷冷冷ままましししてててくくくだだださささいいい。。。

バルブラッシュを測定する前には，エンジンを
停止したことを確かめる。エンジンバルブクリ
アランスの点検と調整は，エンジン温度が高い
状態でも低い状態でも行えます。

詳細については，作動原理，試験および調整
Engine Valve Lash - Inspect/Adjustを参照して
ください。

i03297518

排排排気気気マママニニニホホホーーールルルドドド --- 点点点検検検
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111... 排気マニホールドに損傷がないか点検してく
ださい。必要に応じて、排気マニホールドを
交換してください。分解および組立説明書排
気マニホールド－取外しおよび取付けを参照
してください。

222... すべてのボルト(1)のトルクを点検してくだ
さい。図48 に示されている順番にボルトを
締め付ける必要があります。

図
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333... ボルトを40 N·m (29.5 lb ft)のトルクで締め
付けてください。

i03297492

フフファァァンンン･･･クククリリリアアアララランンンススス－－－点点点検検検

冷却系統には、いくつかの異なるタイプがあり
ます。ファンの清掃に関する詳細については、
OEMにお問い合わせください。

エンジンが停止していることを確認してくださ
い。冷却系統に冷却水が充填されていることを
確認してください。カバー(1)とファン(2)の間
のクリアランスを点検する必要があります。カ
バーの端とファン･ブレードの先の間のギャッ
プ(A)を、等間隔の4箇所で点検してください。
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図
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カバーの端とファン･ブレードの間のクリアラ
ンス（隙間）は、カバーを調節することで変更
できます。カバーの中心がファンの中心に合っ
ていることを確認してください。

最大クリアランスは、12.5 mm (0.4921 in)で
す。最小クリアランスは、6 mm (0.2362 in)で
す。

i03297509

燃燃燃料料料系系系統統統－－－プププララライイイミミミンンングググ

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

調整や修理を行う前に、本取扱説明書安全に関
する一般事項および高圧燃料配管の項を参照し
てください。

注注注記記記:::燃燃燃料料料系系系統統統でででののの作作作業業業全全全般般般ででで守守守るるるべべべききき清清清浄浄浄度度度ののの基基基
準準準ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは、、、試試試験験験おおおよよよびびび調調調整整整説説説明明明書書書燃燃燃料料料
系系系統統統構構構成成成部部部品品品ののの清清清浄浄浄度度度ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

すべての調整および修理が、適切なトレーニン
グを受け、資格が与えられている人物によって
必ず行われるようにしてください。

注意
連続して30秒以上エンジンをクランキングしないで
ください。エンジンを再びクランキングする前に、
2分間待って始動モータを冷ましてください。

燃料系統に空気が混入した場合は、エンジンを
始動する前に燃料系統から空気を抜く必要があ
ります。以下の状況が生じた場合、空気が燃料
系統に混入することがあります。
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• 燃料タンクが空の状態にある、または燃料タンク
から燃料の一部が排出されている場合。

• 低圧燃料配管が外れている場合。

• 低圧燃料系統に漏れがある場合。

• 燃料フィルタを交換した場合。

手動燃料プライミング･ポンプ
次の手順を実施して、燃料系統から空気を排除
してください。

11.. 燃料系統が良好な作動状態にあることを確認
してください。燃料供給バルブ（装備の場
合）が “ON”位置にあることを確認してくださ
い。

図
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代表例

22.. 燃料プライミング･ポンプ(1)を押して作動さ
せてください。燃料プライミング･ポンプを
押して作動させた回数を数えておいてくださ
い。 100回押すと、燃料プライミング･ポンプ
は止まります。

33.. この時点で、エンジンの燃料系統のプライミ
ングが完了し、エンジンは始動できるはずで
す。

44.. エンジン･スタータを操作し、エンジンをク
ランキングしてください。燃料系統から空気
を排除した直後にエンジンを始動し、低速ア
イドル回転数で5分以上エンジンを運転して
ください。

注注記記::このようにして5分以上エンジンを運転するこ
とにより、燃料系統に空気が混入していないことを
確実にすることができます。

注注記記::燃料系統から空気を抜くために高圧燃料配管
をゆるめることはしないでください。 この手順は必
要ありません。

高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

エンジンが停止したら、エンジンの燃料配管の
整備や修理を行う前に60秒間待ち、燃料の圧力
が解放されるようにしてください。必要に応じ
て微調整を行なってください。低圧燃料系統お
よび冷却、潤滑、吸気系統の漏れをすべて修理
してください。漏れが起きている高圧燃料配管
はすべて交換してください。分解および組立説
明書燃料噴射配管－取付けを参照してくださ
い。

運転中のエンジンを点検する場合は、液体によ
る貫通事故を防止するため、必ず正しい手順に
従ってください。 本取扱説明書安全に関する一
般事項を参照してください。
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i05401113

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
（（（ウウウォォォーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタ）））エエエレレレ
メメメンンントトト －－－ 交交交換換換

タイプ1フィルタ

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注注注記記記:::フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムににに対対対すすするるるすすすべべべてててののの作作作業業業ででで従従従
ううう必必必要要要がががあああるるる清清清浄浄浄度度度ののの基基基準準準ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは，，，試試試
験験験おおおよよよびびび調調調整整整マママニニニュュュアアアルルルCCCllleeeaaannnllliiinnneeessssss ooofff FFFuuueeelll
SSSyyysssttteeemmm CCCooommmpppooonnneeennntttsssををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。必要な場合は，細部の
調整を行う。低圧フュエルシステムからの漏れ
および冷却，潤滑またはエアシステムからの漏
れをすべて修理する。漏れが生じている高圧燃
料ラインはすべて交換する。分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照
してください。

111... このメンテナンスは，燃料供給バルブ（装着
の場合）を「OFF」位置に回してから実施し
ます。

222... ウォータセパレータの下には適切な容器を置
き，流出する燃料を受けるようにしておきま
す。こぼれた燃料はすべて拭き取ってくださ
い。ウォータセパレータの外側を清掃しま
す。

図
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代表例

333... ドレーン(1)に適切なチューブを取り付けま
す。ドレーン(1)を開きます。溶液を容器に
排出させます。チューブを取り外します。

444... ドレーン(1)を手のみで締め付けます。

555... ガラス製ボウル底部のセンサから，ワイヤリ
ングハーネスを取り外します（装着の場
合）。

666... ガラス製ボウル(3)を保持して，ネジ(2)を取
り外します。ガラス製ボウル(3)をキャニス
タ(4)から取り外します。

777... キャニスタ(4)の取外しには，適切なツール
を使用してください。使用済みのシール(5と
6)およびキャニスタを，安全な場所に廃棄し
ます。

888... ガラス製ボウル(3)を清掃します。
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代表例

99.. 新しいキャニスタを取り付ける。キャニス
タの取付けには，ツールを使用しないでくだ
さい。キャニスタを手で締め付けます。

1100.. 新しいOリングシール(5)をセットスクリュ
(2)に取り付けます。 新しいOリングシール
(6)をガラス製ボウルに取り付けます。

1111.. ガラス製ボウルとキャニスタの位置を合わ
せます。センサ（装着の場合）が正しい位置
になっていることを確認します。セットスク
リュ(2)を取り付けます。 セットスクリュを
5 N·m (44 lb in)のトルクで締め付けます。

1122.. ワイヤリングハーネスをセンサに取り付け
ます（装着の場合）。

1133.. 容器を取り除き，安全な場所に燃料を廃棄
します。

1144.. セカンダリフィルタは，プライマリフィル
タと同時に交換する必要があります。取扱説
明書フュエルシステムフィルタ -交換を参照
してください。

タイプ2フィルタ
注注記記::フフュュエエルルシシスステテムムにに対対すするるすすべべててのの作作業業でで従従
うう必必要要ががああるる清清浄浄度度のの基基準準のの詳詳細細ににつついいててはは，，試試
験験おおよよびび調調整整ママニニュュアアルルCClleeaannlliinneessss ooff FFuueell
SSyysstteemm CCoommppoonneennttssをを参参照照ししててくくだだささいい。。

エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。必要な場合は，細部の
調整を行う。低圧フュエルシステムからの漏れ
および冷却，潤滑またはエアシステムからの漏
れをすべて修理する。漏れが生じている高圧燃
料ラインはすべて交換する。分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照
してください。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

11.. このメンテナンスは，燃料供給バルブ（装着
の場合）を「OFF」位置に回してから実施し
ます。

22.. ウォータセパレータの下には適切な容器を置
き，流出する燃料を受けるようにしておきま
す。こぼれた燃料はすべて拭き取ってくださ
い。ウォータセパレータの外側を清掃しま
す。
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33.. ドレーン(1)に適切なチューブを取り付けま
す。ドレーン(1)を開きます。溶液を容器に
排出させます。チューブを取り外します。

44.. ドレーン(1)を手のみで締め付けます。

55.. ボウル底部のセンサから，ワイヤリングハー
ネスを取り外します（装着の場合）。

図
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66.. ボウル(3)を反時計回り方向に回し，ボウル
を取り外します。 Oリングシール(2)を取り外
します。ボウルを清掃します。
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77.. 適切なツールを使用して，使用済みキャニス
タ(4)を取り外します。

図
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88.. 新しいキャニスタのOリングシール(5)を清浄
なエンジンオイルで潤滑します。新しいキャ
ニスタ(6)を取り付けます。キャニスタを回
転させて，Oリングシールをシール面に接触
させます。次にキャニスタを360 °回転させ
ることで，キャニスタが適切に締め付けられ
た状態になります。

99.. 新しいキャニスタのネジ部側からキャップ
(8)を取り外し，新しいOリングシール(7)を
取り外します。新しいOリングシールをボウ
ル(3)に取り付けます。

1100.. Oリングシール(7)を清浄なエンジンオイル
で潤滑します。ボウルを，新しいキャニスタ
に取り付けます。 ボウルを15 N·m (11 lb ft)
のトルクで締め付けます。

1111.. ワイヤリングハーネスをセンサに取り付け
ます（装着の場合）。燃料供給バルブを開
く。

1122.. 容器を取り除き，安全な場所に溶液を廃棄
します。
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111333... セカンダリフィルタは，プライマリフィル
タと同時に交換する必要があります。取扱説
明書フュエルシステムフィルタ -交換を参照
してください。

i03297515

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
／／／ウウウォォォーーータタタ／／／セセセパパパレレレーーータタタ －－－ 排排排
出出出

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

エンジンが停止したら、エンジンの燃料配管の
整備や修理を行う前に60秒間待ち、燃料の圧力
が解放されるようにしてください。必要に応じ
て微調整を行なってください。低圧燃料系統お
よび冷却、潤滑、吸気系統の漏れをすべて修理
してください。漏れが起きている高圧燃料配管
はすべて交換してください。分解および組立説
明書燃料噴射配管－取付けを参照してくださ
い。

注意
ウォータ･セパレータ･エレメントは、通常のエンジ
ン運転中は吸引状態になっています。燃料系統に空
気が入るのを防ぐため、ドレーン･バルブがしっか
り締まっていることを確かめてください。

111... ウオータ･セパレータの下に適切な容器を置
き、こぼれ落ちる燃料を受けてください。こ
ぼれた燃料はすべて拭取ってください。

図
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代表例

222... 適切なチューブをドレーン(1)に取り付けて
ください。ドレーン(1)を開いてください。
液体を容器に排出してください。

333... ドレーン(1)を手の力だけで締め付けてくだ
さい。チューブを取り外し、排出した液体を
安全な場所に廃棄してください。

ベント･スクリュ付きプライマリ･
フィルタ

SJBU8172 99
保守整備推奨項目

燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セパレータ－排出



図

58

g01371846

代表例

注注注記記記:::すべてのプライマリ･フィルタにベント･スク
リュ(2)が必要とは限りません。 ベント･スクリュが
付いているこのプライマリ燃料フィルタは、低い位
置に燃料タンクを備えた燃料系統に取り付けること
ができます。

111... 適切なチューブをドレーン(1)に取り付けて
ください。ベント･スクリュ(2)をゆるめてく
ださい。

222... ドレーン(1)を開いてください。液体を容器
に排出してください。

333... ドレーン(1)を手の力だけで締め付けてくだ
さい。チューブを取り外し、排出した液体を
安全な場所に廃棄してください。

444... ベント･スクリュを6 N·m (53 lb in)のトルク
で締め付けてください。

i05401142

燃燃燃料料料系系系統統統セセセコココンンンダダダリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
－－－ 交交交換換換

タイプ1

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注注注記記記:::フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムににに対対対すすするるるすすすべべべてててののの作作作業業業ででで従従従
ううう必必必要要要がががあああるるる清清清浄浄浄度度度ののの基基基準準準ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは，，，試試試
験験験おおおよよよびびび調調調整整整マママニニニュュュアアアルルルCCCllleeeaaannnllliiinnneeessssss ooofff FFFuuueeelll
SSSyyysssttteeemmm CCCooommmpppooonnneeennntttsssををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

このフュエルフィルタは，フィルタに排出用の
穴が6個あることで識別できます。図59 をご参
照ください。

図
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代表例
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エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。必要な場合は，細部の
調整を行う。低圧フュエルシステムからの漏れ
および冷却，潤滑またはエアシステムからの漏
れをすべて修理する。漏れが生じている高圧燃
料ラインはすべて交換する。分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照
してください。

11.. 燃料供給バルブ（装着の場合）が「OFF」位
置になっていることを確認します。フュエル
フィルタの下には適切な容器を置き，流出す
る燃料を受けるようにしておきます。こぼれ
た燃料はすべて拭き取ってください。

図
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代表例

22.. フュエルフィルタの外側を清掃します。 適
切なツールを使用してキャニスタ(2)をエン
ジンから取り外し，安全な場所にキャニスタ
を廃棄します。

33.. 新しいキャニスタに汚れが侵入していないこ
とを確認します。キャニスタへの燃料充填
は，キャニスタの取付け前に実施しないでく
ださい。新しいキャニスタのOリングシール
(1)を清浄なエンジンオイルで潤滑します。

44.. 新しいキャニスタを取り付ける。キャニス
タの取付けには，ツールを使用しないでくだ
さい。キャニスタを手で締め付けます。

55.. キャニスタを回転させて，Oリングシールを
シール面に接触させます。キャニスタを4分
の3回転させることで，キャニスタが適切に
締め付けられた状態になります。

66.. フュエルシステムのプライミングを行いま
す。詳細は，取扱説明書フュエルシステム，
燃料系統のプライミングを参照してくださ
い。

タイプ2

燃燃料料がが高高熱熱のの表表面面ままたたはは電電気気回回路路部部品品のの上上にに漏漏れれ
たたりり、、ここぼぼれれたたりりすするるとと、、火火災災がが発発生生すするる恐恐れれがが
あありりまますす。。人人身身事事故故をを防防ぐぐたためめ、、燃燃料料フフィィルルタタまま
たたははウウオオーータタ･･セセパパレレーータタをを交交換換すするる場場合合はは、、始始動動
ススイイッッチチをを「「OOFFFF」」位位置置にに回回ししててくくだだささいい。。燃燃料料
ががここぼぼれれたた場場合合はは直直ちちにに取取除除いいててききれれいいににししててくく
だだささいい。。

注注記記::フフュュエエルルシシスステテムムにに対対すするるすすべべててのの作作業業でで従従
うう必必要要ががああるる清清浄浄度度のの基基準準のの詳詳細細ににつついいててはは，，試試
験験おおよよびび調調整整ママニニュュアアルルCClleeaannlliinneessss ooff FFuueell
SSyysstteemm CCoommppoonneennttssをを参参照照ししててくくだだささいい。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

図

61

g01429532

このフュエルフィルタは，フィルタに排出用の
穴が12個あることで識別できます。図61 をご
参照ください。
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エンジン停止後にエンジンフュエルラインの整
備または修理をする場合，必ずその前に60秒間
待機して高圧フュエルラインから燃料圧力を解
放しなければならない。必要な場合は，細部の
調整を行う。低圧フュエルシステムからの漏れ
および冷却，潤滑またはエアシステムからの漏
れをすべて修理する。漏れが生じている高圧燃
料ラインはすべて交換する。分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照
してください。

111... 燃料供給バルブ（装着の場合）が「OFF」位
置になっていることを確認します。フュエル
フィルタの下には適切な容器を置き，流出す
る燃料を受けるようにしておきます。こぼれ
た燃料はすべて拭き取ってください。

図
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代表例

222... フュエルフィルタの外側を清掃します。 適
切なツールを使用してキャニスタ(2)をエン
ジンから取り外し，安全な場所にキャニスタ
を廃棄します。

333... 新しいキャニスタに汚れが侵入していないこ
とを確認します。キャニスタへの燃料充填
は，キャニスタの取付け前に実施しないでく
ださい。新しいキャニスタのOリングシール
(1)を清浄なエンジンオイルで潤滑します。

444... 新しいキャニスタを取り付ける。キャニス
タの取付けには，ツールを使用しないでくだ
さい。キャニスタを手で締め付けます。

555... キャニスタを回転させて，Oリングシールを
シール面に接触させます。次にキャニスタを
360 °回転させることで，キャニスタが適切
に締め付けられた状態になります。

666... 容器を取り除き，安全な場所に燃料を廃棄し
ます。装着されている場合は，燃料供給バル
ブを開きます。

777... フュエルシステムのプライミングを行いま
す。詳細は，取扱説明書フュエルシステム，
燃料系統のプライミングを参照してくださ
い。

i05156938

燃燃燃料料料タタタンンンククク内内内ののの水水水おおおよよよびびび沈沈沈殿殿殿物物物
--- 排排排出出出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整および修理作業中
に液体類がこぼれないようにしてください。液体類
の入っている部分を開いたり、液体類の入っている
構成部品を分解する際には、液体類を回収する適切
な容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

フュエルタンク
燃料の品質はエンジンの性能と耐用年数に係わ
る重要な要素です。燃料中の水分は、燃料系統
に極度の摩耗を起こすことがあります。

水分混入は，フュエルタンクの充填時に起こる
場合がある。

燃料の加熱および冷却中に結露が起きます。こ
の結露は、燃料が燃料系統を通過してフュエ
ル･タンクに戻るときに発生します。 これによ
りフュエル･タンクに水が溜まります。フュエ
ル･タンクの水抜きを定期的に実施し、信頼で
きる燃料供給元から燃料を入手することによ
り、燃料に水分が溜まるのを除去すのに役立ち
ます。

水分および沈殿物を排出してくださ
い。
フュエル･タンクにはタンク底部から水と沈殿
物を排出できる設備があります。

水と沈殿物を排出するために、フュエル･タン
クの底部にあるドレーン･バルブを開きます。
ドレーン・バルブを閉じます。
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燃料は毎日点検します。フュエルタンク充填後
の水分と沈殿物の排出は，5分間待ってから実
行する。

毎日、運転後には燃料補給を行い、湿った空気
をタンクから追い出します。これは結露の防止
に役立ちます。タンクの一番上まで燃料を充填
しないでください。燃料は温まると膨張しま
す。タンクから燃料がこぼれる可能性がありま
す。

フュエル･タンクには、供給配管の位置によっ
て水と沈殿物が、燃料供給配管の末端に溜まる
構造のものがあります。一部のフュエル･タン
クでは、タンク底部から直接供給配管に燃料を
送り出す構造のものもあります。 エンジンにそ
うしたシステムが装備されている場合は、燃料
系統フィルタを定期的にメンテナンスすること
が大切です。

燃料貯蔵タンク
次の間隔にて，燃料貯蔵タンクから水分と沈殿
物を排出する。

• 毎週

• サービス間隔

• タンク充填時

これにより水分や沈殿物が、燃料貯蔵タンクか
らエンジンのフュエル･タンクに汲み出される
ことを防止できます。

大型貯蔵タンクを移動した場合や補給した場合
は、沈殿物が落ち着くよう、エンジンのフュエ
ル･タンクに補給するまでに充分時間を置きま
す。大容量貯蔵タンク中の内部バッフルも沈殿
物を捕捉するのに役立ちます。貯蔵タンクから
ポンプ圧送される燃料を濾過すると、燃料の品
質確保に役立ちます。可能な場合は、ウォー
タ･セパレータを使用してください。

i05196300

ホホホーーースススおおおよよよびびびクククララランンンプププ －－－ 点点点検検検
／／／交交交換換換

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

運転中のエンジンを点検する場合、必ず適切な
点検手順に従って液体の浸透による危険を避け
てください。取扱説明書安全に関する一般事項
を参照してください。

すべてのホースに対し，次の状態に起因した漏
れがないかを検査する。

• 亀裂

• 軟化

• クランプの緩み

亀裂があったりや軟化したホースは交換してく
ださい。クランプの緩みは，すべて締め付ける
こと。

以下の状態をチェックしてくだい。

• 継手端の損傷や漏れ

• アウタ・カバーの摩損や切込み

• 補強ワイヤの露出

• アウタ・カバーの部分的な膨張

• ホース加撓部の折れ曲がりや潰れ

• アウタ・カバーに外装部がめり込んでいる

定トルクホースクランプは，標準ホースクラン
プの代わりに使用できる。定トルクホースクラ
ンプを使用する場合は，標準クランプと同サイ
ズであることを確かめること。

極端な温度変化に曝されるホースには硬化が生
じる。ホースに生じる硬化は，ホースクランプ
が緩む原因となる。これにより漏れが生じるお
それがあります。 定トルクのホース･クランプ
を使用すると、ホース･クランプの緩みを防ぐ
のに役立ちます。

各設置用途は異なる場合があります。違いは次
の要素により左右されます。

• ホースの種類

• 継ぎ手材質の種類

• ホースの伸縮具合

• 継手の伸縮具合

ホースとクランプの交換
フュエルホースの取付けと交換の詳細について
は，OEMの資料を参照（装着の場合）。
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クーラントシステムおよびそこで用いるホース
は通常，Perkins からは提供されない。ここに
示しているのは，一般的なクーラントホースの
交換手順である。クーラントシステムおよびそ
こで用いるホースの詳細については，OEMの資
料を参照。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止してください。エンジンを
冷ましてください。

222... 圧力をすべて解放するには、クーリング･シ
ステム･フィラ･キャップを徐々に緩めます。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取
り外します。

注注注記記記:::汚れていない適切な容器を用意して，そこに
クーラントを排出させる。 冷却水は再利用すること
ができます。

333... 交換しようとするホースより下に水位が到達
するまでクーリング･システムから冷却水を
排出してください。

444... ホース･クランプを取り外してください。

555... 古いホースを取り外してください。

666... 古いホースを新品のホースに交換してくださ
い。

777... トルクレンチを用いてホースクランプを取り
付ける。

注注注記記記:::使用可能なクーラントについては，本取扱説
明書液体の推奨事項を参照。

888... クーリング･システムに再充填してくださ
い。クーリングシステムの再充填の詳細につ
いては，OEMの資料を参照。

999... クーリング･システム･フィラ･キャップを洗
浄します。クーリングシステムフィラキャッ
プのシールを点検する。シールが損傷してい
た場合は，クーリングシステムフィラキャッ
プを交換する。クーリング･システム･フィ
ラ･キャップを取り付けます。

111000... エンジンを始動します。クーリング・シス
テムに漏れがないか点検します。

i05156947

ラララジジジエエエーーータタタ --- 清清清掃掃掃

ラジエータは通常，Perkins からは提供されな
い。ここに示しているのは，一般的なラジエー
タの清掃手順である。ラジエータ清掃の詳細に
ついては，OEMの資料を参照。

注注注記記記:::運転環境の状況に応じて清掃の頻度を調整し
てください。

ラジエータを点検し，損傷したフィン,腐食,
汚れ,グリース,虫,葉,オイルおよびその他
の異物がないか確認する。必要に応じて、ラジ
エータを清掃してください。

圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよっっってててははは、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああ
りりりままますすす。。。

正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護マママ
スススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

清清清掃掃掃ににに使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ノノノズズズルルルののの最最最高高高空空空気気気圧圧圧ははは
222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))未未未満満満でででなななけけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。

粘着性のない異物は、加圧空気を使用して取り
除くことを推奨します。ファンの空気流と反対
方向から圧縮空気を吹き付ける。ノズルはラジ
エータフィンから約6 mm (0.25インチ)離すよう
にする。エアノズルの移動は，ラジエータ
チューブアセンブリに沿って平行にゆっくり動
かす。このようにして、チューブ間の異物を取
り除きます。

清掃には、加圧水を使用することもできます。
清掃用に使用する加圧水は、275 kPa
(（40 psi）)より低くなくてはなりません。付
着した泥を柔らかくするには、加圧水を使用し
てください。両側からコアの汚れを落としてく
ださい。

グリース除去剤とスチームを使って、オイルと
グリースを取り除いてください。コアの両側を
清掃してください。洗浄剤とお湯を使ってコア
を洗ってください。コアを清浄水で入念に洗い
流してください。

ラジエータ内部が目詰まりしている場合は，
OEMマニュアルにあるクーリングシステムの洗
浄法を参照。
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ラジエータの清掃後，エンジンを始動させる。
ローアイドルで3～5分間，エンジンを回転させ
る。エンジンスピードをハイアイドルまで上昇
させる。この操作は，異物の除去とコアの乾燥
に役立つ。エンジンスピードをローアイドル回
転数までゆっくり下げてから，エンジンを停止
させる。コアの汚れを検査するために、コアの
後ろ側から電球で照らします。必要に応じて、
清掃を繰り返してください。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“「コーム」”を使って元の形
状に戻すことができます。溶接,マウンチング
ブラケット,エア配管,接続,クランプおよび
シールの状態を点検する。必要に応じて、修理
してください。

i05156915

過過過酷酷酷ななな使使使用用用条条条件件件 --- 点点点検検検

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を
超える状態でエンジンを運用することを意味す
る。 Perkins では，次のエンジンパラメータに
関する基準が定められている。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料品質

• 運用時の標高

• 保守整備間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境品質

• 設置

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認し
たい場合は，各エンジンの運用基準を参照する
か，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
に問い合わせること。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が
促進されることがある。苛酷な条件下で運用さ
れるエンジンについては，信頼性と稼働時間を
最大化するにあたって，より頻繁なメンテナン
スが必要になることがある。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷
な使用状況を構成するすべての要素を，ここで
特定することはできない。特定のエンジンのみ
で必要とされるメンテナンス要件については，
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店に問
い合わせること。

苛酷な使用状況を構成する要素には，運用する
環境，誤った運用手順，誤った整備手順があ
る。

環境要因
外外外気気気温温温度度度 –エンジンは，極端な低温あるいは高
温の環境下で長時間運転される可能性がある。
寒冷温度でエンジンを頻繁に始動および停止す
ると、カーボンの堆積によりバルブ構成部品を
損傷するおそれがあります。極端に高い吸入空
気温度は，エンジン性能を低下させる。

吸吸吸入入入気気気ののの状状状態態態 –定期的な清掃を行わないと，エ
ンジンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運
転され続ける可能性がある。コンポーネント
が，泥，汚れ，ホコリで覆われた状態になるか
もしれない。メンテナンスも困難になる恐れが
ある。堆積物には腐食性物質が含まれているお
それがあります。

ビビビルルルドドドアアアッッップププ –一部のコンポーネントは，特定
の化合物，元素，腐食性物質，塩分による損傷
を受ける恐れがある。

標標標高高高 –設定時の想定高度よりも高い標高でエン
ジンを運用すると，問題が発生する恐れがあ
る。適切な調整を行うこと。

誤った運用手順
• 低速アイドル回転数での長時間運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な回転数での運転

• 想定した運用の範囲外での運転

誤った整備手順
• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用

i02657834

始始始動動動モモモーーータタタ －－－ 点点点検検検

パーキンス社では、始動モータの定期点検を
推奨しています。 始動モータが故障した場合
は、非常時にエンジンが始動しない恐れがあり
ます。
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始動モータが正しく作動することを確認してく
ださい。電気接続部を点検し、清掃してくださ
い。点検手順および仕様の詳細については、シ
ステム運転、試験および調整マニュアル電気始
動システム－試験を参照するか、あるいは最寄
のパーキンス社販売店、またはパーキンス社
特約代理店にご相談ください。

i05401129

タタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ－－－点点点検検検

ターボチャージャについては定期的な目視点検
が推奨されます。エンジン運転中のターボ
チャージャ故障は，ターボチャージャコンプ
レッサホイールやエンジンを損傷させる可能性
があります。ターボチャージャコンプレッサホ
イールの損傷は，ピストン，バルブ，シリンダ
ヘッドにも損傷の範囲を広げる場合がありま
す。

注意
ターボチャージャ･ベアリングが故障すると、大量
のオイルが吸気システムおよび排気システムに流れ
込む恐れがあります。エンジンの潤滑が滞ると、エ
ンジンに深刻な損傷が生じる恐れがあります。

低速アイドル回転数で長時間運転したために少量の
オイルがターボチャージャに入っても、ターボ
チャージャ･ベアリングが故障しない限り問題は起
こりません。

大幅なエンジン性能の低下（煙が排出される、また
は負荷なしでrpmが上昇する）を伴うターボチャー
ジャ･ベアリングが故障した場合は、ターボチャー
ジャを交換するまでエンジンの運転を停止してくだ
さい。

ターボチャージャの目視点検により，予定外の
運転休止を最小限に抑えることができます。ま
た，ターボチャージャの目視点検により，他の
エンジン部品が損傷する潜在的な可能性も抑制
できます。

取外しと取付け
取外し，取付け，交換に関するオプションは，
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店にお
問い合わせください。詳細については，分解お
よび組立Turbocharger - Remove and
Turbocharger - Installおよび作動原理，試験
および調整Turbocharger - Inspectを参照して
ください。

点検
注意

ターボチャージャのコンプレッサ･ハウジングを、
点検やコンプレッサの清掃のためにターボチャー
ジャから取り外さないでください。

111... ターボチャージャの排気アウトレットからパ
イプを取り外し，ターボチャージャへのエア
インテイクパイプを取り外します。パイプに
オイルが付着していないか目視点検します。
再組立中に汚れが侵入しないようにパイプの
内側を清掃します。

222... ターボチャージャの明らかな熱変色がないか
点検します。ボルトに緩みや欠落がないか点
検します。オイル供給ラインおよびオイルド
レーンラインに損傷がないか点検します。
ターボチャージャのハウジングに亀裂がない
か点検します。コンプレッサホイールが自由
に回転できるか確認します。

333... オイルが付着していないか点検します。オ
イルがコンプレッサホイールの裏面から漏れ
ている場合は，ターボチャージャオイルシー
ルに不具合が発生している可能性がありま
す。

オイルの付着は，エンジンのローアイドルで
の長時間運転の結果である場合があります。
オイル付着の原因は，エアインテイクライン
の閉塞（エアフィルタの目詰まり）の場合も
あり，こうした状況はターボチャージャの機
能を低下させます。

444... タービンアウトレットのハウジングボアが腐
食していないか点検します。

555... エアインテイクパイプおよび排気アウトレッ
トパイプをターボチャージャのハウジングに
対して確実に固定させてください。すべての
クランプが正しく取り付けられ，確実に固定
されていることを確認します。
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i05401116

VVV---ベベベルルルトトト－－－点点点検検検／／／調調調整整整／／／交交交換換換

点検

図

63

g01249073

Vベルトのアレンジメント

エンジン性能を最大限に発揮させるため，ベル
トに摩耗や亀裂がないか点検してください。磨
耗または破損したベルトは交換してください。

マルチプルドライブベルトが必要な場合，ベル
トはセットで交換すること。一組のベルトの1
本だけを交換すると，古いベルトが伸びている
ため新しいベルトに余分な負荷がかかります。
新品ベルトにかかる負荷が増加すると，ベルト
が切れることがありる。

ベルトの緩みが大きすぎると，振動の発生によ
りベルトやプーリで不要な摩耗が生じます。ベ
ルトの緩みは，スリップによる過熱の原因にも
なります。

ベルト張力の正確な計測には，適切なゲージを
用いる必要があります。

図
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代表例

(1) ベルトテンションゲージ

ゲージ(1)を，自由長が最大となる箇所の中央
部に合わせて，張力を計測します。使用してい
るベルトの場合，適切な張力は355 N (79.8 lb)
です。ベルトの張力が250 N (56 lb)を下回って
いる場合は，355 N (79.8 lb)となるようベルト
を調整します。

注注注記記記:::新品のベルトの場合，適切な張力は535 N
(120 lb)です。 新品のベルトの伸びを補正するため
に，高い張力が必要になります。 より高い張力を必
要とするのは，使用していないベルトの場合だけで
す。 使用しているベルトとは，使用時間が30分以上
のベルトのことです。

ベルトが2本取り付けられている場合は，両方
のベルトに対して張力の点検と調整を行ってく
ださい。
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調整

図
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代表例

111... ナット(2)およびボルト(3)を緩めます。

222... オルタネータを動かして，ベルトの張力を増
減させます。ナット(2)およびボルト(3)を
22 N·m (16 lb ft)のトルクで締め付けます(1)
。

交換する。
詳細については，分解および組立マニュアルV-
Belts - Remove and Installを参照してくださ
い。

i05401125

見見見回回回りりり点点点検検検

クランクケースブリーザのチューブ
の点検

図
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ブリーザチューブ(1)に損傷がないか点検しま
す。出口(2)が清浄な状態で，障害物がないこ
とを確認します。 悪天候の場合は氷が障害物と
なる可能性があります。

エンジンの漏れおよび接続の緩みの
点検
通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程
度です。これらの点検を行うことは，費用のか
かる修理や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エ
ンジンの始動前にエンジンコンパートメントを
入念に点検してください。オイルやクーラント
の漏れ，ボルトの緩み，ベルトの摩耗，接続部
の緩み，ゴミの堆積などがないか点検します。
必要に応じて修理を行います。

• ガードは適正な位置になければなりません。 損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。
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注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンにグリースやオイルが付着していると，火
災事故の原因となります。堆積したグリースやオイ
ルを除去します。詳細は，本取扱説明書エンジンの
清掃を参照してください。

• クーリングシステムのホースが正しく確実に固定
されていることを確認します。 漏れがないか点
検する。 すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータポンプのクーラント漏れを点検します。

注注記記::ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。 エン
ジンが冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れ
が発生するが，これは異常ではない。

クーラントが著しく漏れている場合は，ウォー
タポンプの交換が必要であることを示している
可能性があります。ウォータポンプを取り外
す。分解および組立Water Pump - Remove and
Installを参照してください。詳細について
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
ロッカカバーの潤滑システムに漏れがないか点検
します。

• エアインテイクシステムのパイプおよびエルボに
ついて，亀裂やクランプの緩みがないか点検しま
す。 ホースおよびチューブについて，他のホー
スやチューブおよびワイヤリングハーネスとの接
触がないか確認します。

• 回転部品の周囲に障害物がないか確認します。

• オルタネータベルトおよびアクセサリドライブベ
ルトについて，亀裂や破損その他の損傷がないか
点検します。

• ワイヤリングハーネスに損傷がないか点検する。

複溝プーリのベルトは，セットで交換しなけれ
ばなりません。セットのうち1本のベルトだけ
交換すると，そのベルトには交換しなかったベ
ルトより大きな負荷がかかることになります。
古いベルトは引き伸ばされているからです。新
しいベルトに過剰な負荷がかかると，ベルトが
破断する危険性があります。

高圧フュエルライン

高高圧圧のの燃燃料料にに触触れれるるとと、、液液体体にによよるる貫貫通通事事故故ままたた
はは火火傷傷事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。 高高圧圧のの燃燃料料
がが噴噴出出すするるとと、、火火災災事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。 ここれれららのの検検査査、、保保守守整整備備、、修修理理整整備備にに関関すするる
指指示示にに従従わわなないいとと、、重重傷傷事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起
ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

エンジンフュエルラインのサービスまたは修理
を行う場合は，事前にエンジンを停止させて10
分間待機し，高圧フュエルラインから燃料圧力
を解放させておきます。必要な場合は，細部の
調整を行う。低圧フュエルシステムからの漏れ
および冷却，潤滑またはエアシステムからの漏
れをすべて修理する。漏れが生じている高圧燃
料ラインはすべて交換する。分解および組立マ
ニュアルFuel Injection Lines - Installを参照
してください。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の
点検手順を実施して流体が身体を貫通する危険
を回避してください。取扱説明書General
hazard Informationを参照してください。

高圧フュエルラインに損傷や燃料漏れの兆候が
ないかを目視点検します。損傷や漏れが生じた
高圧フュエルラインは，すべて交換します。

高圧フュエルラインのすべてのクリップについ
て，所定の位置に取り付けられて緩みがないこ
とを確認します。

• フュエルシステムの残りの部分に漏れがないか点
検します。 燃料配管のクランプにゆるみがない
か調べてください。

• 清浄な燃料のみがフュエルシステムに供給される
ようにするには，フュエルタンクからの水および
沈殿物の排出を毎日行う必要があります。

• 配線およびワイヤリングハーネスについて，接続
部の緩みおよびワイヤの摩耗や擦切れがないか点
検します。 タイラップに緩みや欠落がないか点
検します。

• アースストラップについて，接続や形状に不良が
ないか点検します。

• バッテリ充電器については，スタータモータのド
レイン電流に対して保護されていないものはすべ
て切り離しておきます。 エンジンのバッテリに
ついては，メンテナンスフリーでない場合，バッ
テリの状態および電解液レベルを点検します。

• ゲージ類の状態を点検します。 ひび割れている
ゲージ類は交換してください。 キャリブレー
ションできないゲージは交換します。
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ウウウォォォーーータタタ･･･ポポポンンンプププ --- 点点点検検検

ウォータポンプの故障は，エンジンに過度な
オーバーヒートを引き起こす原因となり，次の
ような状況を誘発する可能性があります。

• シリンダヘッドの亀裂

• ピストンの焼き付き

• その他エンジンへの潜在的損傷

図
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(1) 水抜き穴

注注注記記記:::ウォーターポンプシールは，クーリングシス
テムのクーラントによって潤滑されています。 エン
ジンが冷えて部品が収縮すると若干の漏れが生じる
のは正常な現象です。

ウォータポンプに漏れがないか目視点検する。
ウォータポンプは，修理できない部品です。新
しいウォータポンプの取付けについては，分解
および組立マニュアルWater Pump - Remove and
Installを参照してください。
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保証編

保証情報
i02657880

有有有害害害排排排出出出ガガガススス保保保証証証情情情報報報

このエンジンは、製造時に法律で制定されてい
る有害排気ガス成分基準とガス状排出基準に適
合認定されており、有害排気ガス成分保証の対
象になります。ご使用のエンジンが有害排気
ガス成分規制認定を受けているか、また有害排
気ガス成分規制保証の対象になるかの判定につ
いては、最寄のパーキンス 社販売店、または
パーキンス社特約代理店にご相談ください。
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製製品品おおよよびび特特約約代代理理店店情情報報

注記: 製品識別プレート取り付け位置に関しては、”取扱説明書”の製品識別情報をご参照ください。

納納品品日日::

製製品品情情報報

機種:

製品識別番号:

エンジン・シリアル番号:

トランスミッション・シリアル番号:

発電機シリアル番号:

付属装置シリアル番号:

付属装置情報:

顧客装置番号:

特約代理店装置番号:

特特約約代代理理店店情情報報

店名: 支店:

住所:

特約代理店連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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